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第一話　先の報告




　バルたちが招き入れられた集会所の中は、広大な部屋以外にも大きめの部屋と中くらいの部屋といった具合に分かれている。

　キッチンもついていて利便性は高そうだった。

「お水を置いておきますね」

　若い女性エルフが去り、バルとミーナとベアーテだけが長おさと相対する。

　残りのメンバーは別室でエルフたちと親しん睦ぼくを深める予定だ。

「すまないが伝える相手は選ばせてもらいたい」

　長がそう言ったのが原因で。

「うかがいましょう」

　先を促うながすバルにうなずき、長は水をひと口飲んで会話を再開する。

「『メリーディエム』という集落があるのだが、そこにて異変が起こったのだ」

「『メリーディエム』？」

　バルが聞き返すと、ミーナが対応した。

「北東の方の大きな島にある集落ですね。船で三時間ほどかかります」

「話の腰を折ってすみません」

　理解したバルの謝罪に、長は気にするなと手を振る。

「簡単に言うと、軍団長を名乗る輩やからに率いられた魔界の軍勢が五千ほど攻めてきたらしい」

「魔界の軍勢はそんな簡単に出現できないはずだが？」

　当然の疑問をミーナが口にした。

「それともあの地の見張りどもはそんなにマヌケ揃ぞろいなのか？」

　バルは彼女ほど辛しんらつな意見は抱かない。

「エルフたちに気づかれないようにして魔界の軍勢が出て来られるとか、想像するのもいやなんだが」

　彼はエルフたちの実力を高く評価している。

　彼らが気づけないとなると帝国の監視網もあざむかれる可能性が非常に高いと思うのだ。

「ああ、言い方が悪かったな。【魔界扉イビルゲート】が開くのを見逃したというわけではない」

　長は訂正を試みる。

「水すい棲せいと思おぼしきモンスターを引き連れ、海から攻めてきたそうだ」

「水棲……そりゃいるんだろうが……」

　バルは意表を突かれて目を丸くした。

「落ち着いているところを見ると勝ったんだな？」

　とミーナが聞く。

「ああ。多数の死傷者を出し、軍団長は取り逃がしたものの、撃退には成功したのだ」

　長の表情は暗くなるが無理もない。

「『メリーディエム』には《六の花輪ゼクスグランツ》相当の猛も者さはいなかったはず。撃退しただけでも上出来だろう」

　ミーナは淡々と評価する。

「さすがエルフの集落ということか。個々の強さで言えば帝国の正規軍よりも上かもしれないな」

　とバルは言った。

　突出した個がいないにもかかわらず、魔界の軍団長クラスと軍勢を撃退したのはすばらしい成果だと思う。

「ありがとうと言うのも変な話かな」

　長は苦い笑みを浮かべる。

「子どもたちに被害が出なかったのはせめてもの救いだが」

「数千の軍勢に奇襲されて非戦闘員に犠牲が出ないって、すごいことですよ？」

　とバルはあきれた顔で言った。

　帝都が似たような状況に置かれた時、彼や八神輝レーヴアテインがいなかったらどれだけ犠牲が出ていたか分からない。

「帝都でも同じことができるのでは？」

　と長が問う。

「私がいればミーナもいるし、八神輝レーヴアテインがいなくても将軍や魔術長官もいますから」

　雑ぞう兵ひようレベルの敵数千を一人で蹴け散ちらせる強者なら、何人もいるのが帝国の強みだった。

　彼らの目が届かない地域を狙われると被害は避けられないのだが。

「……やはり帝国とは友好関係を強化しておきたいな。改めて思ったよ」

　帝国のおそろしさを再認識した顔で長は言う。

「帝国としても『シュタルク・オルドヌング』との関係強化は望むところです。だからこそこうしてベアーテ皇女が送られてきたわけですが」

　バルがちらりと視線を横に向けると、黙って聞いていたベアーテがにこりと笑った。

「わたくし自体は役立たずなのですけど、帝国の意思を示す存在くらいにはなれるかと！」

　遠慮なく自分をこき下ろす物言いに一瞬長はあっけにとられる。

　そして次に笑い出す。

「ははは。風の便りに聞いたとおり、楽しい性格をしているようだ」

「長は理解があると聞いていたので、安心できます」

　バルが言った。

「ヴィルヘミーナでさんざん鍛えられたからな。こやつに比べれば可愛かわいいものだ」

「なるほど」

　バルは納得したとうなずく。

「ば、バルトロメウス様？」

　ミーナは何やら動揺をあらわにする。

「ぷっ」

　ベアーテは吹き出し、遠慮なく笑う。

「わたくしにも説得力抜群よ、ヴィルヘミーナ」

「くっ」

　ミーナはじろりと皇女をにらむが、本人は少しも悪びれない。

「ふむ。ヴィルヘミーナがこのような顔を見せるとはな」

　長は感慨深そうに言う。

　孫娘の成長を喜ぶ祖父のような顔だった。

「バルトロメウスといる時は、だいたいこんな感じですよ？」

　ベアーテがニヤニヤしながら報告する。

「うん、それは予想通りだな」

　長は驚きもしなかった。

「だが、ベアーテ皇女ともそうなのは驚きだった」

「私も同感ですね」

　バルが共感を示す。

「うう」

　彼には何も言えないとミーナはぎゅっと両手を握りしめる。

「何だか、ヴィルヘミーナの保護者の会みたいになってきたわね？」

　ベアーテはニヤニヤしながら彼女をからかう。

「レムスごときに保護者面づらされるのは不本意だ」

　ミーナが顔をしかめる。

「レムス？」

　バルとベアーテが首をかしげた。

「私の名前だよ」

　長が答える。

「話を戻すとして、現在分かってるのは魔界の軍団長がどういう経緯でか地上に現れ、今もどこかに存在しているというのが話の要点になる」

「素直に考えるなら、出現した地点に戻ったのだろうな。軍団を呼び込めるほどの拠点と化してる可能性は高い」

　ミーナの予想にみんなが顔を暗くする。

「軍団長ならいざ知らず、将軍、元げん帥すいだったら？　上の階級まで出てくるとなると相当厄介だ。ヴィルヘミーナやバルトロメウス殿の手にしか負えん」

　と言った長に彼女は冷笑を向けた。

「とぼけるのはやめろ。貴様なら元帥相手でもめったなことにはなるまい」

　弱いフリをしようとした長は、目もく論ろ見みを外されて抗議の視線をミーナに送る。

「……私は気づいてたので、ミーナを責めなくてもいいですよ」

　バルは笑いをこらえながら言った。

「いやまあ、たしかにバルトロメウス殿の目をあざむける自信はなかったが」

　長はばつが悪そうに目をそらす。

「お茶ちや目めなおじい様なのね、レムス様は」

　ベアーテが吹き出した。

「捜索の手は出したいが、下手な者だと死ぬだけという状況ですか？」

　バルが長に聞く。

「その通りだ。そこで《六の花輪ゼクスグランツ》を三名ほど出しているが、帝国にも注意を呼びかけたい」

　長の言葉にバルはうなずく。

「連絡を送っておきましょう。東、海となるとおそらくシドーニエに話がいくでしょう」

　彼が言うと、

「シドーニエなら軍団長ふぜいには負けないだろう。安心していい」

　ミーナも続く。

　彼女は辛らつな態度をとるが、決して他者を評価していないわけではない。

「八神輝レーヴアテインが出てくれるならまずはひと安心だな」

「何ならバルトロメウスが出ていきますよ？　ちょうどここにいるし」

　安あん堵どした長に話しかけたのはベアーテである。

「はは、それもありか」

　長は冗談と解釈したようだ。

「そりゃ要求されたら行きますが、海の上で索敵も必要となるとミーナのほうが適任ですよ」

　バルがベアーテに告げる。

「え、そうなんだ？」

　皇女はきょとんとした。

「あいにく私は戦闘特化型なので、何でもできるミーナのほうが使い勝手はずっと上なのです」

　バルはそう解説する。

「困った時はバルトロメウス様が頼りだというのは、理解できる」

　とミーナはベアーテの肩を持つようなことを言う。

「私だけじゃ大したことはできないんだが……」

「今はそういう話をしているわけじゃないのよ、バルトロメウス」

　バルの謙けん遜そんをベアーテが一いつ蹴しゆうする。

「おそれながら、今回はベアーテのほうに一分の理があるかと」

　ミーナが遠慮がちに言った。

　これは驚嘆すべき展開だったが、バルは驚きもせず受け入れる。

「そうか。ならば撤回しよう」

　彼は柔軟な性格だった。

「何とも奇妙な関係よな」

　と長おさは評する。

「ところで話はそれだけなのか？」

　ミーナが彼に直接的に聞いた。

「急ぎ耳に入れておきたい情報はそれだけだな。後は明日、各地の長たちが集まってからでもよいだろう」

　長の言葉にバルはうなずく。

「さっそく帝都に連絡を入れてくれ、ミーナ」

「はい」

　ミーナは外に出て通信魔術を使う。

　その間、残されたバルとベアーテに長が話しかける。

「難しいあの娘とよくつき合えるものだと驚嘆する」

「案外単純よ、ヴィルヘミーナって？」

　ベアーテが笑いながら言うと、長は絶句してしまった。

「……否定するのがわりと難しいですね」

　バルもそう言う。

「認めた相手には優しい。単純よね」

　ベアーテがバルを見て同意を求める。

「そうですね」

「ああ、そういう意味か」

　長は納得したようだった。

「その認める条件が非常に高いと思っていたのだがな」

　と言ってバル、ベアーテの順に見る。

「バルトロメウス殿はともかく、ベアーテ皇女には驚かされた」

「その点は同感です」

　とバルが応じた。

　引き合わせた彼ですら、意外に思うほど彼女たちが打ち解けるのが早かった。

「気づいてたら仲良くなってたんだけれど？」

　ベアーテはそう言って首をかしげる。

「うーん」

　バルは何とも言えない顔になった。

「何の話でしょう？」

　そこにミーナが戻ってくる。

「とりとめもない雑談だ」

　バルがすばやく答えた。

「陛下はどう言ってた？」

「シドーニエとイングウェイを調査に送ると」

　ミーナの返答に彼は満足する。

「あの二人ならめったなことにはならないだろうな」

「その二人はどれくらい強いのだ？」

　長が疑問を口にした。

「どちらも《六の花輪ゼクスグランツ》よりは確実に強い。ギーゼルヘールだと怪しいがな」

　ミーナが即答する。

「そ、そうか」

　ひとまず長はうなずいた。

「ギーゼルヘールって弱いの？　そうは見えなかったけど」

　ベアーテが首をかしげる。

「八神輝レーヴアテインで一番弱いのはあいつだな」

　またしてもミーナが即答する。

「それでも《六の花輪ゼクスグランツ》くらいか……」

　長は複雑そうにつぶやく。

「《六の花輪ゼクスグランツ》、わたくし知らないのよね。見てみたいわ」

　ベアーテが空気を読んでいないとしか思えない発言をする。

「明日、全員集まるぞ」

　と長が応じた。

「え、本当？」

　ベアーテは瞬まばたきして彼を見つめる。

「うむ。バルトロメウス殿と引き合わせをしておきたかったのでな」

「皇女が望むならまた手合わせかな」

　ミーナが若干不満を込めて言うと、

「いや、今回は《六の花輪ゼクスグランツ》同士にしたい」

　と長が急いで話した。

「ミーナが出ていけばいいのでは？」

　バルがそんな提案をする。

「いいですね。現役の連中がどの程度か、たしかめておきましょう」

　たちまちやる気を出したミーナに長は苦笑する。

「お前が出るなら、六対一でないと誰も受けんよ」

　ミーナの強さは同族こそよく知っていた。

　バルだと敬意が勝るが、ミーナだと畏い怖ふが勝つ。

　それがエルフたちだった。

「かまわん。まとめて蹴散らしてやる」

　ミーナが不敵に笑う。

「死者は出さないでくれよ」

　長が不安そうな顔になった。

「忘れたのか？　私は治ち癒ゆ術も使える」

「ケガさせる前提はやめろ」

　バルは反射的にたしなめる。

「おっと」

　ミーナは失敗したと自分の口を押さえた。

「撤回してほしいんだが？」

　長がかなしそうな顔で言う。

「今の奴やつら次第だな。たるんでなければいいんだが」

　ミーナは悪びれずに応じる。

「《六の花輪ゼクスグランツ》ってどんなエルフたちか、楽しみね」

　ベアーテがそう言う。

「あなたを失望させぬよう励んでもらいたいものだな」

　と長は答える。

　そして話が終わったとみなして彼は続ける。

「それでは他のメンバーを呼んでもらおうと思うが、構わないかな？　ここよりは当初の予定に戻りたい」

「いいわよ。ねえ、バルトロメウス？」

　ベアーテに問われてバルはうなずいた。

「彼らにも改めて聞かせるのであれば」

　そして条件を出す。

「うむ。知らせぬわけにもいかぬからな」

　長は同意する。

　彼としてはバルとミーナにまず知らせ、帝都へ連絡してもらえればよかったのだ。

　他のメンバーを排除したのは彼らを落ち着かせる時間が惜しかったからである。

　若い女性エルフが部屋の外に出て、長の意思を伝達するべく動く。

「それにしてもベアーテ皇女の胆力はすごいな。皇族はさすがに外せぬと思いつつ心配していたのだが……」

　長の心配は杞き憂ゆうだった。

　彼はベアーテを褒めたのだが、当の本人は特に喜ばない。

「バルトロメウスが負けて戦死したって情報なら、きっと驚くわよ？」

「それはみんなそうだろうな」

　長は冗談と解釈したらしく、声を立てて笑った。

「そうならないように気をつけましょう」

　とバルも笑う。

　ミーナは無表情だった。

　怒りをこらえたものの、笑う余裕はなかったのである。

「笑い話には聞こえないか？」

　とバルが聞くと、

「失礼しました」

　彼女は苦い顔で言う。

　冗談を流せない己の狭量さがわからないほど、彼女は愚かではなかった。

　そんな彼女の肩にバルが手をそっと乗せると、彼女は笑みを向ける。

「ふむ」

　と長は言ったものの、甘いものを食べすぎて胸やけを起こした若者のような表情だった。

「以心伝心みたいなところが素敵ね」

　ベアーテはそう感想を述べる。

　彼女は本気で感心しているのだった。

「ベアーテ皇女にもそういう友ができればいいですね」

　バルが照れもせず切り返す。

「うっ……バルトロメウスにはかなわないわ」

「……バルトロメウス殿はすごいな」

　長は腕組みをしてうなると、

「何だかズレていませんか」

　バルは少し呆あきれて言った。

　ミーナとベアーテがそろってクスッと笑ったところで、外されていた人たちが部屋の中へとやってくる。

「お話は何だったのでしょうか？」

　一人が代表して聞くと、バルが答えた。

「簡単に言うと、魔界の勢力がエルフたちにもちょっかいを出しているそうだ」

「ええっ！」

　使節団のメンバーが驚いて声を出したのも無理はない。

「言われてみれば当然、そうなるでしょうね。伝承の通りなら奴らは地上そのものを狙ってきているのですから」

　やがて納得の声が出ると他の人間にも波及する。

「帝国人は切り替えが早いな。同盟相手としては心強い」

　長おさは感心した。

　簡単には大崩れしそうにない国が同盟相手で、しかも背中をあずけられる位置にあるというのは、エルフにしてみればとても重要でありがたい。

　その点を彼は嚙かみ締しめる。

「いえ、八神輝レーヴアテインの皆さまや軍の力を信じてこそです」

　使節たちはそう謙遜する。

「武力とはそれを支えてくれる民があってこそ、振るうことができる。民たちの存在こそ我々、そして国の土台であり要かなめですよ」

　バルはそう告げた。

「その通りだな」

　長が彼に賛成する。

「そしてそんな意識を持つ者を八神輝レーヴアテインの一番上に戴いただいているのだから、帝国という国が最強なのもうなずけるというものだ」

　バルたちは黙って聞いていた。

　エルフの長に帝国が評価されるというのは、今回の目的に沿う。

「改めて歓迎しよう、異種族の客たちよ」

　長はそう言って両手を広げた。

「もっとも本番は明日だが」
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　ここで笑みがあちらこちらからこぼれる。

「では使節たちに話を譲ゆずりましょう」

　バルはそう言って一歩下がった。

　彼とミーナはあくまでも護衛なのだ。







第二話　予備知識をもらおう




　バルが起きたのは夜明けと同時だった。

　彼に宛あてがわれたのはベアーテに宛がわれた建物の隣である。

　ミーナが同室に泊まるので何もないだろうが、離すのも妙だからだろう。

「おはようございます」

　建物の外に出たバルに、ミーナが当然という顔であいさつをしてくる。

　すでに着替え終えているあたりがいかにも彼女らしい。

「おはよう。相変わらず隙すきがないな」

　バルは笑う。

　褒められたと解釈し、ミーナは一礼する。

「皇女はまだお休みなのか？」

「ええ。興奮しすぎて侍じ女じよたちに諌いさめられていましたから」

　質問に答えた彼女が苦笑に近い表情になった。

「あれが皇女と言ってもなかなか信じられないですね」

「だろうな」

　そこがベアーテのよいところでもあるとバルは思う。

「今日は各集落の長と《六の花輪ゼクスグランツ》が集まるわけか」

「はい」

　バルは確認のために口にしただけだし、ミーナも承知している。

　彼らの間にはいちいちたしかめる必要はない。

「協調の第一歩となればいいと思っていたが、少し魔界の勢力をあなどっていたのかもしれないな」

　とバルは空を見上げながら言った。

「他にもいろいろやっているだろうとは思っていたが、地上に出現できる方法が生まれつつあるとはな」

「『闇の手』とやらでしょうか？」

　ミーナの問いかけにバルは目を閉じる。

「分からない。他にも魔界の手先となっている集団がいると考えておいたほうがいいかもしれない」

「皇帝も同じことを言っていました」

　ミーナはそう告げた。

「陛下がか」

　バルはそっとため息をつく。

「あの方の悪い予感、いやな想像はよく当たるんだよな」

　ミーナもそっと目を伏せ、そして彼に言う。

「お一人で何とかしようと思わないでください。私が半分くらいは引き受けますから」

「……初めて会った時も同じようなことを言われたな」

　バルはなつかしそうに笑った。

　彼らは初対面の時、非友好的であり一戦交えたと言って今誰が信じるだろうか。

「我ら両名ならきっと世界だって支えられますよ」

　ミーナは励ますのと同時に、抱負を話しているのだった。

「ああ」

　気き遣づかいに感謝し、バルはそのまま受け止める。

「あら、二人とも早いのね」

　そこにベアーテが顔を出す。

「日課みたいなものですよ」

　とバルは動揺せずに応じる。

「むしろお前が早起きなのが意外だが」

　ミーナが皮肉をまじえて言うと、

「えへっ、寝てないの」

　とベアーテは舌を出した。

「……殿下」

　明るく笑顔で言うことじゃないとバルが視線で諫める。

「反省はしてるわ」

　少しも反省してなさそうな顔でベアーテは答えた。

「予想はしていましたがね」

　バルはそっと息を吐く。

　皇女の性格的に興奮が激しいと想像するのは難しくない。

　むしろ昨日は意外なほどおとなしいと感じたくらいだ。

「もしかして自重していたんじゃなくて、興奮がすごすぎて振り切れて、一周回って落ち着いていたんですか？」

　ふと感じたことをバルが言うと、

「あ、バルトロメウスには気づかれちゃった？」

　ベアーテはあっけらかんと認める。

「やけに大人しいと思っていたが、そういうことか」

　ミーナは納得し、

「よくぞお気づきになりましたね」

　とバルに感心した。

「いや、昨日は気づいてなかった」

　バルは首を振り、すぐに気づけなかったことを反省する。

「平気よ、一睡もしてない程度だから」

　ベアーテは屈くつ託たくなく笑う。

　本当に平気そうだったが、バルは真剣な顔で言った。

「それでも少しは目を閉じて横になったほうがいいですよ。ミーナ」

「はい」

　バルの意向を察し、ミーナは強引にベアーテを室内に連れて行く。

「別に平気なのに」

「皇女で正使が寝不足だと様にならないというわけだ」

　抗議するベアーテに対し、ミーナは説明じみた言葉を返す。

「せっかくバルトロメウスとヴィルヘミーナに会えたのに」

　ベアーテの無念そうな声は無視された。

　所定の時間が来るまでそんな一幕があったのだが、ほとんどの者には知らされずに終わる。




　朝食が終われば帝国人たちは固まり、エルフ側の準備が整うまで一つの建物の中で待機するように言われた。

「何かあるのかな？　何があるのかな？」

　ベアーテは好奇心を隠す気がない様子で、近くの者にくり返したずねる。

「さ、さあ……」

　みんな困惑して言葉を濁にごす。

　エルフたちの都合や事情など、彼らが知っているわけがない。

　知っているであろうミーナは無表情で沈黙を守っているし、バルも口をつぐんでいた。

「ねえ、ヴィルヘミーナ？」

　とうとうベアーテはミーナに話しかける。

「何だ？」

「予備知識をちょうだい」

　とベアーテは注文する。

（上手うまい言い方だ）

　バルはひそかに感心した。

　好奇心丸出しだとミーナは冷淡に拒否するだろう。

　しかし、この言い方なら彼女は拒否しない。

（やはりミーナとのつき合い方を理解されたな）

　とバルが思う横でミーナは口を開く。

「まず集落はすべてで十あって、それぞれに長おさがいる。帝国で言えば太たい守しゆのようなものだ」

「ふむふむ」

　ベアーテのみならず他の帝国人も真剣に聞き入る。

　調べても分からない情報が出てくるかもしれないからだ。

「《六の花輪ゼクスグランツ》を武力のトップとしているが、成熟したとみなされればそこで全員が武芸と魔術を学び、戦闘訓練も受ける。帝国だと徴兵制が近いな」

　とミーナは話す。

「あれ、帝国と似通った点がけっこう多いのね」

　ベアーテがそう言うと、

「否定はしない」

　とミーナは答える。

「種族は違ってもいたる考えは同じってことなの？」

　ベアーテは目を丸くした。

「興味深いな」

　バルも小さくつぶやく。

「しかし、歴史で言えばエルフのほうがずっと長いだろう？」

　同時に指摘もする。

「ええ。そういう意味では帝国が我々のまねをした可能性はあるやもしれません」

　ミーナははっきりと言った。

「え、そうなのか？」

「『シュタルク・オルドヌング』の歴史は二千年を超えるって言うし……」

　帝国人たちの反応は困惑から納得へと変わっていく。

「帝国人は柔軟ですよね」

　ミーナもまた興味深そうな目を彼らに向ける。

「そこが強さの秘密かもしれません」

「新しい価値観に寛容なところはたしかにあるな。比較的だが」

　バルは全面的には肯定しなかった。

　誰もがそうだとはかぎらないと彼はよく知っている。

「これから戦いが本格化した場合、重要な分かれ目になるのではないかと」

　ミーナはそう言った。

「それは予感か？」

　バルが短く問いかける。

「はい」

　ミーナはまっすぐに彼を見つめた。

「お前の予感はけっこう当たるよな」

　バルはそっと息を吐く。

「皇帝には及びませんが」

「十分だよ」

　謙けん遜そんするミーナに彼は微笑ほほえむ。

　黙って二人の会話を聞いていたベアーテがやがて口を開いた。

「帝国は新しいことを受け入れる用意が必要ってことね。越えるべき問題点は多いんじゃないかしら」

　彼女の言葉に帝国人たちの顔が暗くなる。

「むしろ問題点だらけだな」

　ミーナは遠慮なく言った。

「今考えることじゃないな」

　バルが口を出す。

「今はエルフと対話し情報を交換すること、友ゆう諠ぎを結ぶための歩を進めることが肝心だ」

「それが本質よね」

　ベアーテがにこりとする。

「もっと成果を得られたらいいんだけど、欲張りすぎてもいけないし」

　彼女は何も考えていないようできちんと理解していることを示した。

「御ぎよ意い」

　使節団のメンバーは落ち着きを取り戻す。

　頼りない部分はあれど、皇帝に選出されただけのことはある。

　バルはそう思った。

「私とミーナはあくまでも護衛に過ぎない。あなたがたの働きに期待したい」

　そして彼らに奮起をうながす。

　彼らの狙い通り一同の目に責任感の火が宿る。

「バルトロメウスのほうがわたくしよりずっと正使みたいね」

　ベアーテが愉快そうに笑う。

　こういう場面で嫉しつ妬とするような彼女ではない。

　おかげでバルとしてもやりやすかったが、一言詫わびる。

「差し出がましいまねをしました」

「ううん。おかげで楽ができたわ」

　ベアーテはきわどい発言を大胆にした。

「で、殿下」

　うろたえて諫める者が当然現れるが、彼女は意に介さない。

「わたくしはまだ未熟な身。補佐を受けるのは悪いことではないわよ？」

　正論だが開き直りとも解釈できることを平然と言ってのけるのが、ベアーテの個性だった。

「謙けん虚きよさから出た発言ならいいのだが」

　ミーナは軽く皮肉を言う。

「あら、わたくしは身の程知らずじゃないわよ？」

　ベアーテはひるまず微笑みを彼女に向ける。

　ミーナはため息をついて追撃を避けた。

　皇女があのヴィルヘミーナに一歩も負けていないというのは、ある帝国人には新鮮な驚きであり、頼もしさを感じる。

（やれやれ）

　彼らの表情を見て取ったバルはそっとため息をついた。

　ミーナは意外と計算高いので、ベアーテが有利になるよう支援してやったのかもしれない。

　つき合いの長い彼だからこそ思い当たったし、その心遣いは大切にしたいと思う。

　そこへノックの音が響く。

「帝国の皆さま、ヴィルヘミーナ様、大変お待たせしました」

　若い女性エルフの声が室内に届いた。

（エルフたちにとってミーナは帝国とはまた扱いが違うのか）

　とバルは思う。

　おそらく彼以外も同様だろう。

「同胞たちが遠方より到着しましたので、皆さまにご足労願いたいと存じます」

「やっとか」

　ミーナが聞こえるように言った。

「楽しみ！」

　バルが諫めるよりも早くベアーテが言葉を放つ。

「殿下にはかないませんね」

　バルは苦笑する。

　彼女のおかげで空気が悪くなりそうにもない。

　もちろん彼女が原因で悪化することもあるだろうが、彼にしてみれば長所だと感じられる。

　彼らが案内されたのは広場で、そこに見覚えのある顔が一つ、見覚えのない顔が二十ほどあった。

「ファラハ殿のそばにいる五名が？」

「ええ残りです」

　バルの問いにミーナが応じる。

　男性三名女性三名という構成だが、並々ならぬ力を秘めていることをバルは読み取った。

「初めてお目にかかる、ベアーテ皇女。そしてバルトロメウス殿」

　やや老いた印象のエルフの一人が右手を胸に当てて礼をする。

「よろしくお願いしますね」

　ベアーテはきれいな返礼をおこない、とびきりの笑顔を向けた。

「ベアーテ皇女は型破りの代名詞と聞いていたが」

「見事な礼ではないか」

　エルフたちから小さなどよめきが起こる。

　彼らにもベアーテの人となりは伝わっているのかとバルは感心した。

（もっとも『やればできる』ことまでは知られていなかったようだが）

　ベアーテ自身は気にしていないらしい。

　帝国の人間はというとハラハラしている。

『やればできる』と言っても周囲の胃と心臓に悪いタイプには違いない。

「こうして対話の機会を得られた感謝を我らが神と、あなたたちの神に感謝申し上げましょう」

　長がかわって言った。

「本日は交流の日とさせていただこう。提案事項、条件などはまた別の日にするのが良いと思う」

　いきなり条件の話などをしても上手うまくいくはずがない。

　エルフの長はそう判断したのだろう。

（同感だな）

　とバルは思ったし、他の帝国人も同様だった。

「それがよろしいかと」

　クロムウェルが代表して答える。

「私は使節の副使のクロムウェルと申します」

「伯はく爵しやくで一等書記官のクロムウェル殿だな」

　長おさは帝国のことに明るいことを示してみせた。

「帝国の一等書記官は家の力では就つけないと聞く。皇女に次ぐ重要人物が送られてきた意味、我らは理解しているつもりだ」

　長の話はやけに説明くさい。

　帝国の意向に気づいているという証明であり、同時に牽けん制せいでもある。

「なるほど、陛下にあなたがたとは胸きよう襟きんを開いて話し合ってこいと命じられた理由がよく分かりました」

　クロムウェルは驚嘆を隠し切れずに言った。

　ミーナがエルフ側の間かん諜ちようだと思ってはいないが、それとは別に送り込まれていたのだろうと彼は考える。

「では」

　長が右手をあげると飲み物がみんなに配られていく。

　歓談会がはじまるといっても最初は手探りで、無言で視線をかわし合う。

　そんな中ベアーテだけは一直線に《六の花輪ゼクスグランツ》たちのところへ足を運んだ。

「こんにちは」

「こ、こんにちは」

　場違いな印象が強いはずのあいさつにエルフたちはつられる。

「エルフのお話をいろいろと聞かせてくださらない？」

「何を申し上げればいいんでしょう」

　エルフたちは困惑しながらも彼女に応じた。

「ええっとですね、文化について」

「文化……文字でしょうか。織物でしょうか。それとも嗜し好こう品ひんでしょうか」

　探りを入れるようなエルフの返答に、ベアーテは直接的にぶつかった。

「全部です」

「ぜ、全部ですか」

　笑顔で言い切る彼女に啞あ然ぜんとしながらも、女性が口を開く。

「では織物や香こうについて少々。集落によって咲く花が違うのですが……」

　ベアーテを皮切りに、何名かがエルフたちに話しかける。

　エルフたちがそれに答える形で交流がはじまった。

「殿下はやはり強いな」

　バルが感心すると、隣にいるミーナが小声で、

「空気を無視しましたね、彼女は」

　軽く褒める。

　流れを生み出した点を評価できた。

「我々は護衛だからやることはないと思うが……」

　バルは建前を口にしつつ、自分に対する視線を感じている。

「護衛同士の交流という名目があるやもしれません」

　ミーナはそう言って、彼を見る《六の花輪ゼクスグランツ》に目をやった。

　彼女がその気になれば《六の花輪ゼクスグランツ》に圧力をかけることはできる。

　だが、それはバルの意向に沿うのか、判断しにくいところだった。

「護衛は護衛同士で話すというのも手だと言いたいが、一応警戒も必要だな」

　バルは本気で言ったわけではない。

　自分がいてミーナがいて、《六の花輪ゼクスグランツ》がいる。

　いったいどんな無む謀ぼうな愚か者が襲撃してくるというのか。

「おそらく現在、地上で最も安全な場所ですね、ここが」

　ミーナは薄く笑う。

　だからと言って油断するのは愚かだが、彼女に改めて言う必要があるとバルは思わない。

　彼が歩き出そうとした矢先、横から一名の少年が話しかけてくる。

「バルトロメウス様！　ヴィルヘミーナ様と知り合ったきっかけは何ですか？　どのような感じだったのでしょうか？」

　好奇心を全開にした青い瞳ひとみだった。

　ただし、彼はおそらくほとんどの者の気持ちを代弁したのである。

　クロムウェルや《六の花輪ゼクスグランツ》ですら隠し切れない好奇心が、その顔にちらついた。

「きっかけか。あの時は最初、お互いを敵と勘違いしたんだよな」

「激しい殺し合い、もとい戦いでしたね」

　バルもミーナもなつかしそうにふり返る。

「殺し合い……あなたたちがですか？」

　クロムウェルが驚きよう愕がくを浮かべた。

　彼が知っているかぎり、彼らの仲は非常に良い。

　とてもそのような過去があるとは信じられなかった。

「せっかくの機会だ。聞かせてもらいたいな」

　と長が言うと、みなが一いつ斉せいにうなずく。

「まあ少しくらいならいいか」

　バルはそう答えた。







第三話　バルとミーナの邂かい逅こう




　およそ十年ほど前、帝国から見て北東の海の遠い沖にて、船が行方不明になるという事件が発生した。

　最初帝国は海軍を派遣したものの、全滅して生還者なしという結果を招く。

「余は誤ったようだ」

　玉座にて皇帝は目を閉じて深々とため息をついた。

「致し方ないと存じます。船に海難事故はつきものですから」

　宰さい相しようが慰なぐさめたが、皇帝の心には届かない。

　至尊の座にふさわしい責任感を持っているだけに、悔恨も人より深かった。

「だが、過あやまちは記録に残すべきだ。次から同じ失敗を繰り返さぬように」

「御ぎよ意い。それはそうとして新しく調査する人員が必要でしょう」

　皇帝の決意を受け止めつつ、宰相はさりげなく目先の問題を提示する。

　皇帝は自省が行き過ぎることがしばしばあり、時によっては悪癖となりえた。

「八神輝レーヴアテイン……今は七名しかいないが、誰かを送るべきだろう」

　皇帝は誰を送ろうか迷っている。

「行って帰ってくるだけならバルトロメウスが最適でしょうが」

　宰相の言葉は歯切れがよくない。

　バルは強さに関しては疑う余地がないが、調査能力については疑問が残る。

「調査能力に長たけた者にバルトロメウスをつけるというのが妥当だろうな。バルトロメウスなら守り切ってくれるだろう」

　と皇帝は言う。

「バルトロメウスで無理ならお手上げですね」

　宰相は冗談で笑いを取ろうとして失敗した。

「笑えぬ」

　皇帝は真顔で返す。

「失礼しました」

　宰相はすぐに詫わびる。

　この時彼らはまだまだ信頼関係が十分に熟成されていなかった。

「よい。それよりもバルトロメウスを呼び出してくれ。それと魔術省から人を出す手配も頼む」

「はっ」

　宰相は一礼して引き下がり、さっそく準備にかかる。

　バルは二等エリアに住んでいるが、呼べばすぐに来てくれるだろう。

　魔術省のほうにも使いを出す。

　そして執務室に戻るとすでにバルが到着していて、皇帝にあいさつをしているところだった。

「さすがに早いな」

　宰相は感心する。

【転移コイン】という魔術具を与えられていて、しかも皇帝の私室を含むすべてに自由に転移する資格もあるからこそだが。

「緊急だとうかがったので」

　どこにでも売ってそうな仮面をかぶったバルがそう言う。

「ああ、ありがたい」

　宰相が言ったところ息をきらせながら魔術師が三名やってくる。

　うち一人は長官のライヘンバッハだった。

「あいさつはいらん」

　敬礼をしようとした魔術師たちに皇帝が声をかける。

「事情は聞いたな」

「民間船のみならず、海軍が全滅したとなれば一大事ですね」

　バルが皇帝に返答する。

「うむ。そこでそなたら三名に調査を頼みたい。具体的には魔術師たちが調査を、バルトロメウスがその護衛を」

　皇帝の意思はすなわち勅ちよく命めいだ。

　四名は謹つつしんで受けると礼をもって示す。

「それほどの事態というわけですな。バルトロメウス殿が出陣とは」

　ライヘンバッハが口を開いた。

　帝国最強が出るということはそれだけの事態だと解釈できる。

「それは分からんが、だからこそ最善手を打ちたい」

　と皇帝が答えた。

「なるほど」

　ライヘンバッハはうなずく。

　皇帝のいつもの癖が出たかと思ったが口には出さない。

「準備が整い次第さっそく向かってほしい」

「準備ですか……何が起こってるのか概要をつかむだけなら、今すぐでも問題ないかと。むしろ早く調べたほうがいいやもしれません」

　ライヘンバッハはそう主張する。

「たしかにな」

　皇帝はうなずいてからたずねた。

「だが、すぐに原因が分かると見ていいのか？　調査が何日も必要となった場合はどうする？」

「その時はこの者のどちらかを一度戻しましょう」

　ライヘンバッハは即答する。

「そうすれば新しい人手や物資の補給もお願いできます」

「ふむ」

　皇帝は考えるが、穴らしい穴は思いつかなかった。

　急ぎの事態ということもあり、彼の意見を採用する。

「バルトロメウスもそれでよいか？」

「異論はございません」

　バルもそう答えた。

「うむ。では行け」

　皇帝の命令で四人は出発する。

　いきなり転移魔術の発動で、三人の魔術師が交代で使う。

　魔力が減ってきたら【転移コイン】と【魔力回復ポーション】の出番だ。

「遠距離まで一気に転移できる術かアイテムがあれば便利なんだが」

　とバルがぼやく。

　連続転移は彼やライヘンバッハは平気でも、残り二名の魔術師はそうではない。

　魔術に対する耐性のようなものがあるのだろう。

「それは無理難題だよ、バルトロメウス殿」

　ライヘンバッハが答える。

「移動系魔術の距離というものは使い手の演算能力と魔力に依存する。八神輝レーヴアテイン並みの力があったとしても、帝国の端から端までは厳しいはずだ」

「その通りだな」

　彼の言葉は事実だったのでバルはうなずいた。

「だからこそ、それを解決できる手段があればいいなと思うんだ」

「たしかに理想はそうだが……」

　彼の返事にライヘンバッハはうなる。

　無理なものは無理だと言っても、理想の追求までは否定できない。

　ライヘンバッハ自身が理想を追求する者だからだ。

「バルトロメウス殿から魔力だけでも借りられたら、かなり楽になりますしね」

　と魔術師の一人が言う。

　現在の帝国の技術ではそれすら困難だった。

　自由に魔力を込めて貯蔵できるアイテムが作られたら、いくつかの問題は解決へと向かうだろう。

「あなたたちも十分理想の追求者だな」

　バルは好意を込めて笑った。

「当然ですとも。我らはそのために税で食はんでいるのです」

　魔術師たちは誇らしげに答える。

「税で生かされてる以上、あきらめることなんてできませんから」

　もう一人は苦笑気味だった。

「手を動かせ、お前たち」

　ライヘンバッハが声をかけて休憩は終わる。

　何度も繰り返したところで、やがて海岸にたどり着く。

「情報によるとここから北東らしいのだが……」

　ライヘンバッハはバルの様子が変わったと気づき、言葉を途中で切った。

「バルトロメウス殿、どうかしたのか？」

「強大な魔力が二つ存在している。うち片方からは歪ゆがみを感じる」

　バルは端的に話す。

「その歪みとやらが原因として、もう一つは何だろう？　もしかして黒幕的存在でもいるのか？」

　ライヘンバッハは推測を口にする。

「ありえるな」

　バルは真剣な顔でうなずいた。

「バルトロメウス殿」

　顔色を変えたライヘンバッハが鳥の羽根状の魔術具を投げる。

「魔力を込めれば一定時間飛行できる魔術具だ」

「ありがたく借りる」

　最後まで聞かずバルは地を蹴けって魔術具に魔力を込めた。

　瞬またたく間に加速し、ライヘンバッハたちの視界から消えてしまう。

「は、はやっ！」

「魔力を込めるほど加速できるタイプだったけど……」

「さすがと言うべきだろう」

　ライヘンバッハは信頼を込めて言った。

「我々はこの場で待機でしょうか？」

　部下の問いに彼は首を縦に振る。

「当然だ。バルトロメウス殿が敵を倒して我らの安全を確保してくれるまでは、ここから動かないほうがいい」

「我々では足手まといになってしまいますものね」

　部下の声をライヘンバッハは否定しない。

　魔術師としてはシドーニエの次くらいの実力とみなされる彼だったが、だからこそ八神輝レーヴアテインとの力の差は理解できる。

「そうだ。なーに、バルトロメウス殿のことだ、さほど時間はかからんだろう」

　ライヘンバッハは己の無力さや罪悪感を吹き飛ばそうと笑った。

　部下たちもつられて笑う。

　彼はバルが負ける可能性をみじんも考えていなかった。




　バルが目標地点に到着した時、魔力の歪みに一つの影があった。

（やはり強大な気配を隠してると感じる）

　あえてライヘンバッハには言わなかったが、強敵になりうる相手だと彼は認識する。

　その影はバルに気づいたらしくふり向く。

　若く美しい女性のエルフだったが、はっきりと敵意を宿している。

「人間が、この地に何の用だ？　去れ」

「異常を感じて来たわけだが、お前が黒幕か？」

　バルのほうもけわしい声で応じた。

　状況的にも放っている魔力的にも目の前の女性が一番怪しいのだから、彼の対応が厳しくなるのは当然である。

「人間ふぜいが生意気な」

　返ってきたのは嘲ちよう弄ろうまじりの冷笑だった。

　人間に何ができるのかという侮ぶ蔑べつがはっきりとこもっている。

「目的と解決方法を力ずくで聞くことになるぞ」

　バルはそっと戦闘態勢に移行しながら、低く言い放つ。

　最後の警告のつもりだった。

「喧けん嘩かを売るなら相手を選べと、教わらなかったのか？」

　エルフの女性はあくまでも傲ごう慢まんで冷徹で挑発的だった。

　お互いがお互いを実力で屈服させるべき存在だと認識する。

「【エルブス】」

　バルの右手から光の奔ほん流りゆうが撃ち出された。

（おそらく牽けん制せいにしかならないだろうな）

　と思う。

　エルフが避けた気配がなかったが、今の一撃で倒せたとは信じがたい。

　彼の予感は正しく、エルフは無傷で平然と姿を見せる。

「珍しい。魔術じゃないな。人間が異能と呼ぶ系統か」

　彼女はそう言って白い杖つえを取り出す。

　そしてはめ込まれた赤い宝玉を彼に向ける。

（初見で見抜かれたうえに、杖を取り出したか）

　魔術師は杖を持ってこそ本領を発揮することはバルも知っていた。

「少し痛い目に遭あってもらうぞ？」

　エルフがそう言うと百を超える氷の塊かたまりと火の玉が生み出される。

（おいおい）

　バルは舌を巻く。

　詠唱もなしにこれができるのは間違いなく八神輝レーヴアテインクラスだ。

（シドーニエか、それ以上か？）

　強敵だと思っていたが、脅威度はずっと上だとすばやく修正する。

「まさかこの程度では死ぬまい」

　冷淡な一言とともに氷と炎が突風を超える速さで飛んできた。

　バルは正直に受けるのではなく、まとめて避けることを選ぶ。

　絶ぜつ影えい。

　音を置き去りにする速度で魔術による包囲網をかいくぐり、女性の背後に回り込む。

　バルとしては気絶させて縛り上げ、それから尋問するつもりだった。

　ところがバルの目の前に数十の風の刃やいばが襲いかかる。

　避けきれず彼は魔力の密度を高めて攻撃を防ぎ切った。

「音の域を超えた速度なら魔術師は対処できないとでも思ったか？」

　女性エルフは冷笑して多量の氷の弾丸を出現させ、さらに詠唱をはじめる。

「荒ぶる風の精霊よ、今こそその力を神の名において顕現せよ」

「……おいおい、まさかその詠唱」

　バルは背中に冷や汗をかく。

　かつて師匠から知識として教わったものの一つにそれはあった。

　精霊魔術の奥義神しん霊れい召喚。

（使える者はほぼいないという話だったが）

　エルフの体から放たれる魔力がどんどん増大しているので、こけおどしではありえない。

「させるか」

　バルは攻撃の威力と速度を三回りほどあげる。

　今まではクロードやマヌエルなら対処できる程度の攻撃だった。

　だが、そんな風に加減していては手傷を負わせることさえ困難だと判断する。

「【スプライト】」

　今までの攻撃はほんの薄明かりにすぎなかったのだと、誰の目にも明らかなほど激しい光の洪水が生まれた。

　エルフの女性の体ごと飲み込まれるが、それでも彼女が放つ魔力は消えない。

（おそるべき難敵だ）

　とバルは確信する。

　やり方は彼には不明だが、今の一撃も防がれたのだろう。

　クロードや師たるユルゲンさえも超える可能性が高い。

（この女が敵だとしたら、今ここで倒すしかない）

　バルは覚悟を決めた。

　本格的に力を解放しようとすれば、それだけでリミッターだった腕輪とブレスレットが音を立てて砕ける。

　同時に強烈な光の波動が彼の中から生まれた。

「まさか……」

　エルフの女性は驚きよう愕がくを浮かべる。

　今まで使っていたバルの力はせいぜい一割か二割程度だと彼女は理解したのだ。

「人間がそれほどの力を持っているとは」

　彼女はそう言って左手を開く。

　空間が揺らめいて八個の見事な宝石が埋められた金色の首飾りを取り出し、装着した。

　すると首飾りに封印されていた彼女の魔力が解放される。

「力を抑えていたのはそちらも同じだったか」

　何が起こったのか、バルは理解できた。

　理解したくもない過酷な現実を彼は受け止めるしかない。

　目の前のエルフもまた本来の力の二割程度しか使っていなかったのだ。

「なぜそれほどの力を持ちながら、悪事を働く？　あなたはエルフだろう？」

　問い詰めたバルの声には怒りがにじみ出る。

　生まれながらの悪とされる種族であれば、彼は何も言わなかったかもしれない。

　だがエルフは温和で理性的な種族で、帝国のよき隣人として長く生きていると聞かされてきたのだ。

　おそらく彼でなくても似たような問いかけはしたかもしれない。

「……私を悪と決めつけた、貴様の態度が気に入らない」

　エルフの女性は口を開いて答えを返す。

　固まったのはバルのほうだった。

（落ち着いて冷静に考えてみれば、彼女が悪だと決まったわけじゃないな）

　微妙に冷静になりきれてない彼は、そう考える。
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「悪と決めつけて攻撃を仕かけたのは私のほうだな」

　バルがうめきながら力を抑えると、エルフのほうも高めていた魔力を鎮しずめた。

「すまなかった。私は帝国から派遣されてきたバルトロメウスという。海の上で異常事態が起こってるとのことで調査に来たのだ」

　エルフは小さくうなずいた。

「ふむ。聞いた覚えはある名前だな。最近八神輝レーヴアテインの一角になった男だったか」

　エルフの国に住む者であれば知っていてもおかしくない。

　彼女の疑いは晴れる方向に向かいはじめる。

「貴様に名乗る名はないと言いたいところだが、また見当はずれの言いがかりをつけられても面倒だ。私はヴィルヘミーナという。疑うなら『シュタルク・オルドヌング』にでも問い合わせるのだな」

　ミーナは冷たく突き放すような名乗りをした。

「ところでヴィルヘミーナ殿、今回の事態の原因についてご存ぞん知じのことをうかがってもいいだろうか？」

　バルはさっさと切り替えて問いかける。

「ずいぶんとずうずうしい男だな、貴様は」

　返ってきたのは真冬の吹雪ふぶきのような言葉だった。

「こちらで調査してあとから帝国に教えてもいい。今のところは失うせるがいい」

　そう言うとミーナは背を向ける。

　話すことは終わったという無言の態度にバルはあきらめて引き上げることを選んだ。




「というのが私とバルトロメウス様の出会いだな」

　ミーナはそこで話を終えた。

「あの時の私は若かったな」

　バルは苦い顔と声で己の過ちをふり返る。

「へえ、あなたたちの過去にそんなことがあったのね」

　感心したのはベアーテだった。

「とてもそんな風には見えないような……」

「むしろ何があったら今のような関係に……？」

　帝国人たちの中では深刻な疑問が増えたようである。

「結局あなたたちは全力で戦わなかったんですね」

　とファラハが言った。

「私たちがあの時全力で戦っていたら、何が起こっていたか分からんぞ？」

　ミーナが不敵に笑いながら応じる。

「は、はは……」

　バルとベアーテを除いた全員の表情が引きつる。

　乾いた笑い声がむなしく響く。

　どんなおそろしいことでも起こりそうだと彼らはたしかに思ったのだ。

「結局原因は何だったのかしら？　それは教えてもらってもいいでしょう？」

　ベアーテは空気を無視してバルたちにたずねる。

「小さな空間のゆがみに魔力が溜たまった結果だな。あのまま放置していれば、何が起こっていたのか分からん」

　ミーナが答えると、

「今にして思えば、【魔界の民】の工作だったかもしれないな」

　長がそうつぶやいた。

「ありえない話ではないですね」

　バルが同意する。

「『闇の手』なる組織は昔から活動していた可能性が出ています」

「と言うと？」

　長が興味を持ったので、彼はアリアがもたらした情報を話す。

「《紫し眼がん導どう師し》とやらが？」

　エルフたちは興味を持った。

「帝国に滅ぼされた国の民の生き残りかもしれないというのか」

　長は顎あごをなでて考え込む。

「実際にどうなんだ？　男にも女にもなれる魔術とやらはあるのか？」

　ミーナが彼に問いかけた。

「そんな魔術は知らないが、生死の淵ふちをさまよった者はまれに【幽ゆう鬼き】と会うという話は聞いたことがある」

　しばらく待った末、長はそう話す。

「【幽鬼】ですか？」

　バルが聞き返した。

「そうだ。要求するものを差し出せば命を助けてくれるばかりか、強大な力を授けてくれるという。私も与よ太た話だと今まで思っていたのだが……」

　長は語尾をにごした。

《紫眼導師》の性別があやふやで、【魔界の民】の召喚に成功するほど強大な力を持っていることの説明がつく。

　それを誰もが感じ取った。

「その【幽鬼】とやらを倒せば、《紫眼導師》は力を失うのか？」

　ミーナが鋭くたずねる。

「分からぬ」

　長は首を横に振った。

「理屈ではそうかもしれんが、何しろ相手は【幽鬼】だぞ」

　彼の返答にミーナが舌打ちをする。

「レムス殿、その【幽鬼】とはどのような存在なのですか？」

　バルはいやな予感とともに聞く。

　ミーナの態度からすれば、彼女の手にも負えないのではないか、と思ったのだ。

「【幽鬼】とは冥めい府ふの民でな。まず遭遇することすらできぬ」

　バルは天をあおいだ。

　冥府の民ということは死をつかさどる神の眷けん属ぞくということ。

　たしかにミーナにも、そして彼にもどうしようもない。

「話を聞くかぎり、《紫眼導師》とやらは再び帝国に手を出してくるだろう。その時に捕まえるか始末するのだな。そのほうが現実的だろう」

　長は答える。

「まあ私やバルトロメウス様なら瞬殺できるだろう。そちらのほうが堅実か」

　ミーナはそう言った。

「いかにその者を網にかけるか、が肝要になりますね」

　クロムウェルが考え込む。

　彼は軍事面について素人しろうとだが、後方勤務部門としていろいろ関わることがある。

　まったくの無関係というわけではなかった。

「その点は帝国と相談させてもらおうか。来ると分かっておる者を探知するなら、我々とてそう簡単に負けはせぬよ」

　長は自信ありげに話す。

「もちろんみなさんの力はあてにさせていただきますよ」

　バルが信頼を込めて言った。

「本来なら他の国も誘いたいところだがな」

　長が一転して苦い顔になる。

「はたして協力は得られるかな」

「残念ながら難しいでしょう。アリアという女性が証人となってくれるでしょうが、帝国が用意したとの勘繰りは避けられないかと思います」

　クロムウェルが回答する。

「皮肉なことに帝国ならある程度のことは実現させてしまう力がありますし、諸外国はそれを知っていますからね」

　バルが嘆息すると長もため息をつく。

「面倒なことだな」

「損得勘定すら分からぬ愚ぐ者しやが多すぎると言えよう」

　いつも以上に辛らつなミーナの発言だったが、今回は誰もたしなめなかった。

「一度休憩を挟もう」

　長が暗く重くなりかけた空気を変えようと提案する。

　異論は出なかった。







第四話　手探りの交渉




　花のかぐわしい香りを放つお茶を楽しんだ後、最初に口を開いたのはベアーテだった。

「帝国人をこちらに送って、エルフを国でも受け入れられたらいいのにね」

「人員交流ですな。おこないたいものだ」

　長おさは前向きな答えを返す。

　これは帝国人の多くにとって少し意外だった。

　やはりと言うか、エルフは保守的で閉鎖的なイメージがある。

「いいのでしょうか？」

　クロムウェルが問いかけた。

　ベアーテの発言は独断で思い付きを口にしたのではない。

　帝国上層部の間でしばしば出ていた案だった。

「一方的に利益供与を要求されるのであれば断るが」

　長はそう言ってクロムウェルを見る。

　鋭い一いち瞥べつにバルとベアーテを除く帝国人が思わず息を飲む。

「見返りがあるなら別だ。特に八神輝レーヴアテイン級の手助けはほしい。あいにくとだが、ヴィルヘミーナを除けば八神輝レーヴアテインに匹敵する力の持ち主はいないのでな」

　と長は話す。

「ご自分は計算に入れないのですか？」

　帝国の使節の一人がたずねると、

「一番上が戦っている時点で敗北必至だろう？」

　長は平然と切り返した。

「ごもっとも」

　問いかけた若者は恥じ入ってうつむいてしまう。

「長の役目は敗北を回避できる戦略を用意することだ。たしか人間の書いた本にもそう書いてあったな」

　長は冗談っぽく言って空気を変える。

「人間の本をお読みになるのですね」

　バルが話を振ると、

「ああ」

　彼はうなずいた。

「人間は寿命こそ短いが、発展性が早く豊かな種だ。多彩な考えが生まれては消えていく。その中には参考になることも多かろうと思ってね」

「何とまあ……」

　帝国人が受けたショックは少なくない。

　エルフは人間から学ぶことはないというイメージを彼らは持っていたのだ。

「ヴィルヘミーナは最近、何か読んだか？」

「帝国の宮廷図書館にあるものならだいたい読んだ」

　長の問いにミーナは答える。

「えっ？　いつの間に……」

　帝国人は驚きを隠せない。

「ああ、ヴィルヘミーナ、わりと宮廷で見かけたものね」

　例外はこう答えたベアーテとあとはバルくらいだった。

「人の歴史とは失われるものだなと思ったものだ」

　ミーナがベアーテに言うと、

「失われてないエルフの歴史を聞かせてもらおうか？」

　バルが切り返す。

「は、はい」

　ミーナは少しあせりながらもうなずく。

「何から話しましょう？」

　ミーナに聞かれてバルはクロムウェルを向く。

「どうしますか？」

「えっと、そうですね」

　クロムウェルは数秒考えてから答える。

「かつて起こった魔界との戦いでの情報、残っていることがあれば教えていただけませんか？　今後きっと役に立つと思うのです」

「それは今資料を作成中だな」

　長が言った。

「言葉だととても伝わりきらないだろう。それに誤解が生まれるかもしれない」

「ありがとうございます。安心いたしました」

　クロムウェルはホッとする。

　帝国の希望が一つかなったからだ。

「ふむ」

　長はじっと彼を見て、それから口を開く。

「先に帝国の希望を聞いておいたほうがよいかな？　こちらからの要望もあることだし、すり合わせに時間がかかると思えば、早いほうがよかろう」

「ありがとうございます」

　願ってもない展開にクロムウェルはくり返し礼を述べる。

「行き当たりばったりだな」

　ミーナが長を皮肉った。

「手探りだからな」

　さすがに長は物おじせずに切り返す。

　おかげでバルの出番は一つ減った。

「今まで帝国とは友好関係にはあったものの、こういった交流はなかった。一つの大きな変化だ」

　長は周囲に言い聞かせるように発言する。

　その通りだと大勢がうなずく。

「今回のことも記録としてもちろん残しておく。よりよい未来のために」

「我々もできれば記録しておきたいところですが」

　長の言葉にバルは応えて、クロムウェルをちらりと見る。

「用意しております」

　クロムウェルは一人の若者を見た。

　使節団に同行している二等書記官である。

「エルフの皆さまの許可をいただきたいのですが」

「かまわぬさ。こちらもやるのだからな」

　長はそう答えた。

「これも形式でしょうか」

　ミーナがつまらないという顔でバルに聞く。

「集団同士のつき合いだと、馬鹿馬鹿しい形式でも必要だろう」

　バルは答える。

「お互いを尊重するという意思表示でもあるからな」

　長も言った。

「ささやかなすれ違いでも重なれば不和の温床となりますので」

　クロムウェルも遠慮がちに言う。

「ふっ」

　バル以外には鼻で笑うという返しをミーナはおこなった。

「えーと帝国の要望はっと」

　その場の空気を完全に無視して、ベアーテが侍女から受け取った書面を広げる。

「まずクロムウェルが言ったエルフが持つ情報、それから魔術師の派遣。帝国の備えを強化するための措置です。交易については税の軽減も考えております」

「ふむ……思ったより少ないな」

　長の率直な感想に賛同するつぶやきが漏れた。

　いい機会だからともう少し帝国は条件を出すと思われていたらしい。

　国の力関係では完全に帝国のほうが上なのだから、警戒されるのも無理はないとバルは思った。

「それだけ魔界対策に本気なんです」

　ベアーテがにこりと笑う。

　邪気のない顔にエルフたちは警戒心を抜かれる。

「要求はすべて飲める。問題はリターンだが、八神輝レーヴアテイン相当の実力者を借り受けたい」

　長がベアーテとバルを交互に見つめた。

「海に逃げた連中のことなら、おそらくすでに誰かが出撃したと思いますが」

　バルが答えると、長は首を横に振る。

「いや、そうではない。八神輝レーヴアテインに我らの防衛戦力を見てもらい、穴を指摘してほしいのだ。何なら力ずくで突破できるという意見でもいい」

　長は苦笑に近い顔で語る。

　帝国人はつられて笑いかけるが、バルとミーナは笑わなかった。

「誰を送るかが問題になるんじゃないか？」

　とバルがミーナに小声で話しかける。

「ええ。ギーゼルヘールじゃ参考にならないでしょうし、クロードであればほとんど力ずくでの突破ができるしょう」

　ミーナが小声で答えると、

「イングウェイあたりが無難かな」

　バルは自分の中で結論を出す。

「適任はいるだろうか？」

　長がタイミングを見計らって彼らにたずねる。

「ええ。イングウェイという者が。陛下にはこちらから推挙しておきましょう。採用されるとはかぎりませんが」

　バルは一応そう断っておく。

「イングウェイは遊撃として置かれているからな。あの小心者の皇帝が許可を出すかどうか」

　帝国人はぎょっとしたが、ミーナは平然としている。

「慎重で思慮深いということか。そのほうが信頼できる」

　長は右みぎ頰ほおをなでながら答えた。

「友好関係を壊しそうなのはミーナだと危き惧ぐされるぞ？」

　バルがミーナに注意する。

「人間たちの感覚や評価と、エルフたちとでは違う。そう教えたのです」

　いつもなら反省を見せる彼女が、今回は胸を張って言い返した。

「なるほど」

　彼女の態度から今回は意図してのものだとバルは理解する。

「逆に帝国へ派遣されそうなエルフをうかがっても？」

　バルは長に聞いてみた。

「魔術の知識と歴史の両方に明るいとなると、長老クラスになるだろう」

　長がちらりと後ろを見ると老境に入ったと思おぼしきエルフたちがいる。

「私の師匠もいるから不足はあるまいよ」

「それは興味ありますね」

　バルの声に興味がこもり、長を苦笑させる。

「さすがに貴殿と比べたら気の毒だが」

「私の未熟なところを伸ばせたらと思うのですが」

　バルの問いにエルフたちはうなった。

「まだ上を目指すのか」

「飽あくなき向上心こそが強さの秘密なのかもしれんな」

「あれが人間の英雄か」

　エルフたちから賛辞のつぶやきが起こる。

　帝国人のほうもまた心理的に圧倒されていた。

「バルトロメウス、貪どん欲よくなのね」

　例外はベアーテくらいである。

　彼女の心理は特別製らしく、この程度では揺るがないようだ。

「《六の花輪ゼクスグランツ》同士の手合わせ、そろそろどうだ？」

　ミーナが長に提案する。

「うむ。話し合いばかりでは退屈だろうしな」

　長はそう応えて、右横へ視線を向けた。

「というわけでお前たちの出番だ」

《六の花輪ゼクスグランツ》たちは小さくうなずく。

　最初に前に出たのはファラハだ。

　続いて女性が前に出る。

「雷撃魔術の使い手ヤスミンだ」

　長がそう彼女の名を告げた。

　次に長身の男性が一歩前に出る。

「火の魔術の使い手ゼノンだ」

　それから女性がバルに一礼した。

「水と氷の使い手マノスです」

　ここでミーナが口を開く。

「そして残りがユーキリスとチャプエですね」

「その他扱い!?」

　ユーキリスが抗議の声をあげたが、彼女は相手にしない。

「ふん、こんなことに時間をとらせるな。巻き進行でいけ」

　ミーナは尊大に命令口調で言う。

「そんなこと言ったら気の毒よ」

　ベアーテが彼女を制止する。

「どんな方たちなのか楽しみだし、よく知りたいわ」

　彼女の言葉で帝国人たちの空気がよくなる。

　エルフたちは慣れているようで、動じた気配はなかった。

「相変わらずね、ヴィルヘミーナ様」

　とヤスミンがミーナをにらむ。

　敬称こそつけているものの、敬う気はなさそうな表情だ。

「我々の戦う様を披露するのはかまわないが、帝国側のも見たいのだが」

　と言ったのはゼノンである。

「ファラハがバルトロメウス殿と戦ったらしいけど、私たちは見てないものね」

　マノスが彼に同調した。

「無礼な。貴様ら程度では相手にならんぞ。身のほどを知れ」

　ミーナは鼻で笑い突き放す。

　ピリッとした緊張感が彼ら三名の間で生まれる。

「私はかまわないが」

　バルが三者の間に割って入った。

「バルトロメウス様、私が相手をしてもよいのですよ」

　ミーナが困った顔で言う。

　毎回のように彼が要求されることを、彼女は不満なのだ。

「お前の力なら、彼らは知ってるだろう？　私のほうが適任だ」

　バルが答えると、

「わたくし、バルトロメウスのカッコいいところが見たいわ」

　とベアーテが言う。

　このせいでバルが出ることが決まる。

　エルフは皇女が援護してくれたと思い目礼をしたが、本人は気持ちのおもむくまま話しただけだった。

　それでも態度には出さず微笑でごまかす程度には、社交性があったが。

「まあ六対一なら、少しは見どころがあるかもしれないな」

　ミーナは皮肉たっぷりに言う。

《六の花輪ゼクスグランツ》を挑発してるのは明らかだった。

「そうですね」

　ファラハだけは受け流し、肯定してみせる。

　しかし、残り五名は不快感を隠しきれていなかった。

「ずいぶんと挑発的だね」

「ヴィルヘミーナ様と同程度なら、そりゃ我々のほうが不利だろうが」

　それでも冷静な判断力は残しているあたりさすがだとバルは思う。

「六対一ということなら場所を移してくれ」

　と長が言った。

　彼は止める気がまったくないらしい。

「いいんですか？」

　バルが聞くと、

「彼らに世界の広さと人の可能性を教えてやってほしい」

　という答えが返ってくる。

「奴やつらは人の強さにまだ懐疑的なのです。無意識下ではね」

　ファラハがそう話す。

「恥ずかしい話、あなたと手合わせする前の自分も少々そんなところがありました」

　彼が打ち明けると、

「《六の花輪ゼクスグランツ》はしょせん世界最強じゃない」

　ミーナがそう言った。

「話はそこまでだ」

　なかなか進まないことにじれた長が手を叩たたき、無理やり会話を中断する。

　バルが先に動き出したのでミーナがそれにならう。

「どこに行けばいいんだ？　前回の場所か？」

　彼の問いに長は、

「いや実はこの里には地下の闘技場がある。《六の花輪ゼクスグランツ》を選定するために使われる施設だ。今回はそちらのほうがよかろう」

　と話す。

「そんな施設があったのか」

　バルがつぶやくと、

「前回は一対一でしたからね」

　ミーナが微笑ほほえみながら答える。

　広い場所を使うまでもなかったということだ。

　彼女の発言にファラハを除く《六の花輪ゼクスグランツ》の顔色がけわしくなる。

　低く見られることに彼らは慣れていないようだった。

「見学する者は多いのですか？」

　バルはそうたずねる。

　あまり大勢の前ではと思ったのだが、かえって《六の花輪ゼクスグランツ》の神経をさかなでしてしまった。

「我々が恥をかかないようにという配慮かな？」

「お優しいことで」

　ゼノンとヤスミンが言う。

　彼らは特にバルへの対抗心や反発心を持っているようだった。

「ガキだな」

　ミーナが鼻を鳴らすと、

「初めて会った時のお前も似たようなものだったぞ」

　バルがぴしゃりと言う。

　黙ったミーナを見て、ベアーテが笑い声を立てる。

「見事、さすがね」

　もっとも面白がっているのは彼女と長だけだった。

　他の面々はただよう緊張感に神経を削られていて、それどころではない。

　バルはそのことに気づいていたが、配慮を見せれば「余裕だな」と絡まれそうだと考えて自重する。

「あのヴィルヘミーナ様がああなるんだ。予想できないのか？」

　ファラハは仲間にたずねた。

　自分のことを棚に上げたと分かっているが、言わずにはいられない。

「予想はできるさ。だが、それが正しいかはたしかめたいじゃないか」

　とユーキリスが言う。

　彼からはおだやかな戦意が伝わってくる。

　バルの意識は彼らから長へと向いた。

　彼の先導で広場までやってきたのだが、その彼がある位置に立って足を踏み鳴らすと音を立てて地下への入り口が現れる。

「おお」

　帝国人が声をあげた。

「意外と人間的なカラクリでしょう？」

　ミーナがバルに話しかける。

「そうだな。エルフだからもっと魔術的なものを使うのかと思ってた」

　彼は自分の予想が外れたことを素直に認める。

「侵入してくるであろう敵もそう思うと考えてな」

　と長おさが答えた。

「カラクリなら見落とすでしょうな。つまり敵の盲点を突こうというわけですか」

　バルはうなる。

　エルフの頑固なイメージが崩される一例となりそうだ。

「ではこっちへ」

　長が先頭に立ち、バルたちを地下へと導いていく。

　エルフは暗闇でも問題なく見えるせいか、中に明かりはない。

　長とミーナが光の魔術を使って光源を作り出してくれる。

「ありがとう」

　バルの礼にミーナは上機嫌な笑顔で応えた。

「バルトロメウス殿となら、ヴィルヘミーナ様はよく笑うのね」

　マノスが複雑そうにつぶやく。

「ふん」

　それを聞いたヤスミンは鼻を鳴らしただけだった。

　階段を下りて細く右にカーブを描く道を進み、ようやく扉の前に到着する。

　頑丈そうな金属製の扉を見て、

「緊急避難先かな」

　とバルは言った。

「ええ。もっともここだと水没させればいいのですが」

　ミーナがさりげなくおそろしいことを言い、エルフたちをぎょっとさせる。

「そんな使い手はザラにはおらんよ」

　長はからからと笑い、すぐに表情を引きしめた。

　扉を開きながら

「もっとも魔界の上位存在、将軍や元げん帥すいとなればできるだろうが」

　と言う。

　なごやかになりかけていた空気が変わる。

「ええ。元帥なら」

　とバルは言った。

「そもそも魔術で地面ごと下までひっくり返せるかもしれないわね」

　ベアーテはなぜか楽しそうにさらに物騒な指摘をする。

「ないとは言えないな」

　ミーナが答えた。

「バルトロメウス様のリミッターを二つも壊せるレベルなんだからな」

　彼女の言葉に《六の花輪ゼクスグランツ》が反応する。

「では我々が同じことをできるかが、一つの焦点になるかもしれないですね」

　マノスが言う。

「そうとれるな」

　長がうなずき、中に入るようみんなをうながす。

　中は大きなドーム状に空間が広がっている。

　観客席やリングがない以外は闘技場そのものだった。

「六対一ならきっとできるさ」

　ゼノンは自信ありげに言う。

「どうかな？」

　不安を口にしたのはファラハだ。

　彼だけは自分たちとバルとの力の差を知っている。

「強気で行けよ、ファラハ。戦う前から飲まれていてどうする」

　チャプエが同胞を[image: ]しつ咤たした。

「うむ」

　ファラハは気を取り直したようにうなずく。

　中央に《六の花輪ゼクスグランツ》とバルが立ち、ミーナが間に残り、他の面子メンツは壁際まで下がる。

「審判と治療は任せてもらおう」

　ミーナは《六の花輪ゼクスグランツ》を見ながら言った。

　ゼノンとヤスミンはカチンときた顔をしたが、すぐに戦意をバルに向ける。







第五話　バルvs《六の花輪ゼクスグランツ》




「いよいよね」

　ベアーテが一人つぶやいたところでミーナが右手をあげる。

「はじめ！」

　同時にゼノンが地を蹴けってバルとの距離を詰めた。

「おらあ！」

　エルフとは思えない粗野な声を出し、ゼノンは火をまとった拳こぶしを突き出す。

　バルは顔をずらすだけでそれを避け、振り向きもせずに背後から来たヤスミンの飛び膝ひざ蹴げりを手のひらでとめる。

「うええ？」

　ヤスミンの口から悲鳴に近い声が漏れた。

「見てすらいなかったぞ」

「やっべー、どうするんだ、あれ？」

　ユーキリス、チャプエの二人の顔がひきつる。

　実力がある分、バルとの力の差がすぐに理解できてしまった。

「二対一でいこうとするな。六対一でいけ」

　とミーナが横から口を出す。

「それしかないな」

　バルから距離を取ったゼノンがそう言い、ヤスミンがうなずく。

「みんなが分かってくれたようで何よりだ」

　ファラハはようやく戦意を見せる。

　仲間たちが自分と同じ気持ちになるまで、彼は待っていたのだ。

「余裕のある感じが気に入らねえ」

　とゼノンが言う。

「ああ。あわてるところを見てみたいね」

　ヤスミンが腕を回しながら同調する。

　この二名はまったく戦意が衰おとろえてないという点で頼もしい。

　少なくともファラハはそう思う。

「ゼノン、ヤスミンは本分に専念してくれ」

　彼が言うと両名はこくりとうなずく。

　示し合わせたように六名は同時に魔術詠唱に入る。

「風よ歌え、生命を寿ことほげ」

「水よ叫べ、汚お濁だくを清めたまえ」

「炎よ踊れ、不屈の意志を示せ」

「雷いかずちよ奏かなでよ、大いなる力を」

「土よ興おこれ、生命の絆きずなを刻め」

「光よ在あれ、明日と希望とともに」

　六名の魔力が溶け合い、大いなるうなりを放ちはじめたことをバルは感知する。

「これは……」

「属性共鳴さ。卑ひ怯きようとは言わんだろ？」

　ゼノンがにやりとする。

　異なる属性の魔術を同時に発動させ、融合させることで爆発的な威力を生み出す技術だった。

「ああ。ミーナは自分だけで六属性使ってきたからな」

　バルは応じる。

（しかもミーナは詠唱なし、ためなしでいきなりだった）

　とは言わなかった。

「なるほどな」

　それでもゼノンは顔をしかめる。

　ミーナの実力を彼らが知らないはずもなかった。

「なるほどヴィルヘミーナ様で体験済みですか。ならば遠慮は無用ですね」

　と言ったのはファラハである。

「【融合術式・六ろく星せい輝き砲ほう】」

　六名全員が同時に叫び、赤みを帯びた白い光線がバルに向かって撃ち出された。

「【エルブス】」

　それをバルは真っ向から受けて立つ。

　バルが撃ち出したビームと、エルフたちの【六星輝砲】が真ん中でぶつかり合う。

「くっ……」

　エルフたちがほどなくして苦く悶もんの声をあげる。

　せめぎ合いは互角だが、だから体と精神に負荷がかかるのだ。

（手ごたえ的にはミーナとあまり変わらないな）

　とバルは思う。

　もっとも本気ではないのはどちらも同じだし、リミッターに影響がない時点でミーナと互角とは言えないのだが。

「すごい、六対一で互角!?」

　という声が生まれる。

　もっとも驚き方は二種類あった。

「バルトロメウス様と互角!?」

「六対一で互角!?」

　前者は帝国人、後者はエルフである。

　戦闘の心得がない者、あまり強くない者には拮きつ抗こうした勝負に感じられた。

　もちろん例外はいる。

「どうした、バルトロメウス様のリミッターはまだ無事だぞ？」

　その筆頭たるミーナは同胞に挑発するようなことを言った。

「くっ」

　余裕がないのはエルフたちのほうだった。

「煽あおるな、ミーナ。本気を出せないのはお互い様だろう」

　バルはじろりと見てミーナをたしなめる。

　彼の言うことはうそではない。

　里を破壊するような大規模破壊攻撃を使えないのは、バルにかぎったことではなかった。

「バルトロメウスにはまだ余裕十分って感じよね」

　ベアーテが笑顔で評価する。

「やはりあの方が地上最強でしょうか」

　クロムウェルは安心した顔で答えた。

　自軍の戦力で信頼できる相手が最強というのは、彼のような文官にとっては非常に心強い。

「そんな、いくらバルトロメウス殿が最強だからって」

　エルフたちはざわめく。

「ヴィルヘミーナ様にも勝ったお方だぞ、今さら何を言うのか」

　彼らの反応は実のところ分かれている。

　全員が全員、物分かりがいいわけでもないようだ。

　均衡はバルが力を抜いたことで崩れる。

「ああっ？」

　意図的に彼が力を抜いたと分かったのは少数だった。

　エルフは喜び、帝国人は悲しそうな声を出す。

　バルは自分の手元まで引き寄せた攻撃に対し、

「【エルブス】」

　さらなる一撃を加えて相そう殺さいする。

「おおっ」

　感嘆と驚きよう愕がくの声が上がった時、バルはその場にいなかった。

　絶ぜつ影えい。

　彼がその気になれば【六星輝砲】や【エルブス】より速く動ける。

　そのことをミーナは知っていたが、多くのエルフたちはこの時初めて知った。

　バルが最初に狙ったのはヤスミンで、背後からの手刀で昏こん倒とうさせる。

「えっ？」

　彼らは半瞬置いて、戦闘不能者が出たことを気づいた。

　しかし、バルにとってはあまりにも遅い。

　同じ要領で四名を気絶させ、バルは最後にファラハを倒した。

「勝者、バルトロメウス様」

　ミーナが当然という顔で宣言する。

　ぱちぱちという音が聞こえた。

　ベアーテが拍手したのだ。

　そこにミーナが続き、それから帝国人とエルフもならう。

「最後のはいったい何だったんだ？」

　誰かが疑問を口にする。

「速すぎて分からなかったなよな」

「バルトロメウス殿がちょっと音より速く動いたのだ」

　長おさが説明した。

「ちょっとって……」

　大半の顔が引きつる。

「《六の花輪ゼクスグランツ》は誰も対応できなかったか」

　長はそっと息を吐く。

　彼はバルの動きを追うことができていた。

　ミーナとバル自身は気づいている。

「ミーナは普通についてくるどころか、反撃もしてきましたが」

　とバルはつぶやく。

「魔術師が超音速戦闘についていけないと思うなと言ってた覚えがありますね」

　彼が続けて言えば、

「申し上げた記憶、私にもあります」

　ミーナがにこやかに応じる。

「ヴィルヘミーナを基準にされるのは困る。帝国人だってバルトロメウス殿を基準にしたら困るだろう」

　長が渋い顔で言った。

「それはたしかにね！」

　ベアーテが楽しそうに肯定する。

「バルトロメウスはあらゆる点で規格外だもの！」

「ヴィルヘミーナも同様だ」

　長の言葉で帝国人たちは納得した。

　戦いがひと区切りついたところで再び異文化交流に戻る。

「これはエルフの織物ですか？」

「ええ。里の付近にはえている植物を使いまして」

「こっちは香料でしょうか？」

「こっちはルゴサ・カニーナという花を使って……」

　問いかけるのは主に帝国人で、答えるのがエルフたちだ。

　帝国人たちも手て土産みやげは持ってきているが、ベアーテの提案でエルフたち側の品を先に見ている。

「やっぱりエルフは植物の扱いが得意なのね」

　ベアーテが笑顔でバルに話しかけた。

「分野の奥行きとでも言うのかしら。わたくしたちじゃ勝ち目なさそう」

　自国の劣ってる点を楽しそうに話すという点でも彼女は変わっていると言える。

　しかしエルフたちはすでに彼女に慣れてしまった。

「人間っていろんな性格がいるんだなあ」

「エルフだっていろいろいるんだ。当然だろ」

　という会話がエルフたちの間で生まれた。

「どうですか、殿下。殿下が気に入ったものはありますか？」

　バルがそこでベアーテに聞く。

　何だかんだ言って皇女の影響力は強い。

　彼女が気に入って愛用するものは、宮廷内外へと広まっていくだろう。

「お茶と香水と織物と選べないわね」

　ベアーテは悩ましい顔になる。

「全部いただきたいくらいだわ」

「ぜ、全部ですか」

　さすがにクロムウェルが声を出す。

　ここはどれか一つを選ぶのが、人間の社交の通例というやつだった。

　ベアーテは見事にそれを破ったのである。

（殿下のことだから知っていて無視したんだろうな）

　とバルは思う。

　クロムウェルたちは慌てているが、彼らが何か言うより先にミーナが口を開く。

「エルフ冥みよう利りに尽きるだろう、お前たち？」

　同胞たちにそう聞いたのだ。

「たしかに」

　織物や香水を作るのに関わったエルフたちは、うれしそうに微笑ほほえむ。

「全部ほしいというのはありがたい褒め言葉ですね」

　ファラハが言った。

「この点は人間もエルフも同じか」
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　バルが感かん慨がいを込めて言う。

「意外と似ているところはありますよ」

　隣に立ったマノスが彼に話しかける。

「文化を持つこともそうですし、集団を形成しているところもです」

「なるほど」

　彼女の言葉にバルはうなずく。

　他た愛あいもないことかもしれないが、はっきりと言葉にするのは重要だ。

　バルはそう思う。

「それにしてもバルトロメウス殿は本当にお強いですね」

　マノスは感嘆と敬意を混ぜて言う。

「もう少し抵抗できると思ったのですが。何しろ六対一でしたし」

　彼女は自じ嘲ちようする。

　負けたことを恥と思ってはなさそうだが、自分を不ふ甲が斐いなく思っているのだ。

「普通に戦ったら厄介になりそうだったからな」

　バルはそう答える。

　彼女をなぐさめたわけでなく、八割くらいは本心だ。

　一対一ならともかく、六対一ならばであるが。

「だから高速戦闘に出たんだ。全員の速さが同一ということはほぼありえないからな」

「なるほど！」

　マノス、ファラハ、ユーキリスは何度もうなずく。

　彼らにとっては新鮮な考えであるらしい。

「ちっ」

　ゼノンは悔しそうに舌打ちしたが、

「ちょっと、戦いは終わったんだよ」

　すぐにヤスミンにたしなめられる。

　彼女のほうはもうバルに非友好的な態度を見せていない。

　戦いの前だからということだったのだろうとバルは推測する。

「速い相手への対抗手段が我々には不足してるわけですか」

「いいことを教えていただけました」

　ファラハとマノスはうれしそうに礼を言った。

「ミーナはどうだったんだ？」

　バルは疑問を口にする。

　彼女は普通に高速戦闘についてこられるので、同じ修行をすればいいのではないかと思ったのだ。

「誰もあの方にはついていけなくて」

　マノスが恥ずかしそうに目を伏せる。

「ですが、それじゃダメなのだと思い知りました」

　ファラハが決意を込めて言う。

「たとえ手が届かなくても、近づくことはできるはず」

「それはそうだな」

　彼に同意したのはユーキリス、そしてヤスミンだった。

「魔界の奴やつらだったらあきらめた時点で我々は殺されるもんね。やるしかないか」

　彼らの気持ちの切り替えはけっこう早いなとバルは思う。

「バルトロメウスはさすがね」

　とベアーテは言う。

　バルがよい影響をもたらしたのは誇らしいことだ。

「リミッターを外さないバルトロメウス殿ってどれくらいの強さなんだ？」

　誰かが疑問を口にする。

　バルとしても答えに困るものだ。

「元げん帥すいには大きなダメージを与えられなかったので、元帥が来たら危ないな。この回答じゃダメかな？」

　悩んだ末に言うと、

「将軍クラスなら何とかなるのか、そのへんが知りたいので」

　とエルフは返す。

「だよな」

　バルはそっと息を吐いた。

「バルトロメウス様は強すぎて、尺度としては適切ではない。その程度のことくらい理解しろ」

　ミーナが辛らつに言った。

「それは承知していますが、じゃあどうやって敵の強さを予想すればいいのかという問題からは逃げられないんで」

　その若い男性エルフは困った顔で応じる。

　なかなか強い意志を持っているようだった。

「私が将軍や軍団長と遭遇できれば、それが一番いいのだが」

　とミーナは言う。

「ああ、ミーナは器用だからな。ある程度の敵の強さを他者に置き換えることができる」

　バルは納得する。

「私だと元帥と戦えそうなのはミーナとクロード、マヌエルくらいということしか分からなかった」

　そうつけ加えた。

「クロードと同じくらいならレムスがそうですよ」

　ミーナがすかさず言う。

　みなの視線はここで長おさに集まる。

「長殿、強いんですね」

　バルが言うと、

「私を前線に立たせようとする、ヴィルヘミーナの戦略な気がするが……」

　長は苦笑した。

　ただし彼女の評価を否定はしない。

「はっ」

　ミーナは鼻を鳴らし冷笑する。

「上に立つ者の役目は先ほど貴様が言った通りだが、同胞や下の者を見殺しにするような姿勢はまずいだろう？」

「……いやなことを言うな」

　長はげんなりとして嘆息した。

「元帥が来たら私が戦うしかなさそうだ」

「まあ《六の花輪ゼクスグランツ》だと六対一でも返り討ちにされるのはほぼ確実だ」

　ミーナがとどめの一言を投げる。

　そのおかげで空気が重くなった。

《六の花輪ゼクスグランツ》は主要戦力で、彼らでも歯が立たないという事実はきつい。

「いっそ『闇の手』とやらを積極的に探すか？」

「怖いのは将軍や元帥といった高位クラスだけだからな」

　若いエルフたちの間でそういった意見が生まれる。

「そういった話はおいおい詰めていこう。帝国とも相談してな」

　長の言葉に一同はうなずく。

　帝国と協力すれば捜索に使える数が単純に増える。

　このようにして話は進んでいく。







第六話　ビゴット聖国




　ビゴット聖国は帝国から見て北西に位置する歴史ある国だ。

　太古の聖者ビゴットの教えを国教とする宗教国家であり、王侯貴族よりも神殿のほうが影響力を持っている。

　ただし、全ての神殿を束ねる最高神殿長と国家のトップである国王は、形式的には対等だった。

　その両者は今、聖国の首都『聖都リーベ』にある最高神殿にて会談をおこなっている。

　国王のほうが神殿に出向かなければならないという時点で、実際どちらの立場のほうが上なのかは歴然としているだろう。

　それでも当代最高神殿長アリョーシャは、国王に対して礼儀正しい態度を崩さない。

「わざわざおみ足をここまで運んでくださり、恐縮にございます。国王陛下」

「いや、我らが神に敬意を表するのは当然のことだよ、最高神殿長猊げい下か」

　国王フォルカー二世のほうは渋じゆう面めんで答える。

　アリョーシャは今年で五十歳になり、国王よりも二十歳ほど年長であった。

　最高神殿長の証あかしである金色の長い帽子を被り、金色の法ほう衣えを着ているせいか、しわの多い顔も茶色の瞳ひとみも威厳があるように映る。

　一方の国王はまだまだ若く、血気盛んな年齢だった。

　金色の髪と青い瞳は気品にあふれているが、注意深く観察する者がいればどこか危ういものを感じるだろう。

　彼は何もかも気に入らなかった。

　国王たる者がわざわざ出向かなければならないというのは屈辱だし、それでもうわべの礼儀は守るアリョーシャはなんて嫌な年寄りだと思う。

　そんな彼に対して、礼儀を守らなければならないのもうんざりする。

（今に見ていろよ。いつか、絶対王権を手にしてやる）

　とひそかに思っていた。

　彼が憧あこがれているのは西の王国、あるいは南東の帝国のように国家のトップが絶対的な権力を持つ国家である。

　馬鹿正直にやろうとすれば当然神殿勢力は猛反発し、彼は国王の座を追われてしまうだろう。

　聖国の人口のうち九割が聖者ビゴットの教えを信じると言われていた。

　つまり、国王と神殿勢力が対立した場合、一対九の戦いになる。

　国王側に勝ち目など存在していなかった。

　だからこそフォルカー二世は鬱うつ屈くつしながら、現状に耐えるしかないのである。

「本日の話は他でもありません、最近われらが故国が魔物に脅おびやかされている件でございます」

　アリョーシャの言葉に彼は「そうだろうな」と思った。

　神殿勢力のトップがわざわざ彼を呼び寄せて話すほど大事なことなど、目下のところ他に考えられない。

　聖国は初動の対応が遅れたせいで、ふたつの町と四つの村を失っている。

　さらに国王が有する聖国騎士団と、神殿が誇る神殿騎士団が手柄争いを始めて険悪な空気になっていた。

　そのせいでさらに町ひとつ、村をふたつ失うという目も当てられない事態になってきている。

　この状況になってようやく最高神殿長と国王が話し合いを始めるという、帝国ではありえないような状況だった。

「このままでは厄介なことになる。他国に応援を求めるしかないと思うがいかがかな？」

　フォルカー二世が言うと、アリョーシャは哀れむような笑みを浮かべる。

「そのようなことができるはずがないでしょう。われらが聖国の聖なる地に、異国の蛮人どもが足を踏み入れるなんて。国王陛下はお疲れのようですな」

　国王は屈辱と怒りで身を震わせた。

　アリョーシャは礼儀正しいが、一事が万事このような調子である。

　彼は聖国こそ至上であり、それ以外の国は劣った汚けがらわしい国だと信じて疑わない。

　そして神殿関係者こそ神に選ばれた上位存在、国王さえ劣った存在にすぎないと思っている。

　そしてこれらは彼のみならず、多くの神殿関係者に共通する考えだ。

　信者抜きにしてこの国は成り立たない状況が長く続いた結果、傲ごう慢まんで歪ゆがんだ考えの持ち主が増えたのである。

　フォルカー二世はこうなるまで手を打とうとしなかった、自分の父祖たちを憎み心の中で毎日のように罵ば倒とうしていた。

　祖先たちが先延ばしにしてきた結果、積もり積もった負債を彼が被こうむらなければいけないからである。

「ではどうすればよい？　魔物の一体一体は大した強さではないが、数の暴力が脅威だ」

　国王の言葉をアリョーシャは礼儀正しく冷笑した。

「神のご加か護ごのない、国王陛下の騎士団はそうでしょう。しかし、神のご加護を受けた、栄光ある神殿騎士団は違います」

「何を言うか……」

　フォルカー二世は爆発しそうになるのをかろうじてこらえる。

　神殿騎士団と聖国騎士団の強さはほとんど変わらない。

　強しいて違いを探すとすれば、神殿騎士団は回復魔術の使い手が多いことくらいだ。

　聖国騎士団が勝てない相手に神殿騎士団が勝てる道理はないのだが、神殿勢力にはそれが理解できない。

　それとも認めたくないのだろうか。

（思い知らせてやるしかないか）

　とフォルカー二世は思う。

　神殿騎士団とて大切な戦力であり、治安維持に必要な存在と考えていたからこそ、そ知らぬ顔をしてきた。

　だが、これ以上は放置できない。

　現実を教えて鼻っ柱をへし折っておく必要を感じる。

（そうすれば少しは大人しくなるだろう）

　さんざん苦い思いをさせられてきた国王は、「神殿勢力が御ぎよしやすくなるかもしれない」という甘い幻想は抱かなかった。

「では、神のご加護を受けた、栄光ある力を見せていただけないか」

　フォルカー二世がそう言うと、アリョーシャは怪け訝げんそうに茶色の瞳を彼に向ける。

　国王がこのようにへりくだった発言をしてきた理由を探ろうとしたのだ。

　しかし、国王もだてに国王ではなく、感情を消して相手にヒントを与えるようなまねはしない。

「ふむ……国王陛下がお望みでしたら、差し出がましいようですが、神殿の力をお見せいたしましょう」

　アリョーシャは国王から何も読みとれなかったのを、裏がない証だと考えた。

　そうだとすれば、神殿勢力に頭を下げて泣きついてきたのだとしか思えない。

　一国の王が何とかしてくれと神殿に頼ってくるというのは、彼にとって最高に気分が良かった。

　だから快く引き受け、たっぷりと恩を売り、これからずっと頭が上がらない状態にしてやろうと決める。

　彼はあくまでも神殿勢力だから国家権力に興味はないのだが、神の栄光が国家権力に勝ると本気で考えていた。

　その理想への一歩を踏み出せるとなれば、心が躍るというものである。

（悪く思うな、陛下よ。人の身で神の栄光に勝てるはずがないのだ）

　アリョーシャはフォルカー二世を馬鹿にしたりはしなかった。

　神の栄光は全てに勝ると信じているにすぎない。

「今、魔物が活発なのは城じよう塞さい都市トリーア付近だったはずですな」

　アリョーシャが言う。

「ええ」

　フォルカー二世は忌いま々いましそうにうなずく。

　魔物の主力集団と思おぼしき存在が、トリーア近郊にいることは国王軍もつかんでいる。

「では神殿騎士団のアルジョンテ、ルージュの二つを送りましょう」

「その二つを？」

　フォルカー二世は最高神殿長の言葉に目をみはる。

　八つある神殿騎士団の中でも最強は『ドレ』か『アルジョンテ』、その次の精鋭が『ルージュ』と言われていた。

　彼は神殿勢力の本気度に意外さを隠し切れない。

「それだけ事態は重いのですよ」

　アリョーシャは国王の驚きを心地よく思いながら話す。

「国の騎士団に支援をお願いしてもよいですかな？　手柄を我々だけで独占してしまうと、陛下の権威に傷がついてしまうでしょう」

　とつけ加えられ、フォルカー二世は内心舌打ちをする。

（おのれ、おためごかしを）

　はらわたが煮えくり返る思いを必死に抑え、彼は承知した。

「ご配慮、痛み入ります。神々の栄光を身近で目撃できて、臣下たちも光栄でしょう」

　と心にもないことを言う。

　フォルカー二世としては神殿騎士団だけで勝てるとは思わない。

　だが、聖国騎士団だけで勝てる相手でもない以上、神殿騎士団の働きが必要だ。

（アルジョンテとルージュなら、敵をある程度削ることはできるだろう。とどめの一撃、大事な戦果はこちらであげてしまえばよい）

　急いで彼は計算する。

　美味おいしいところを持っていかれたと知れば、アリョーシャの憎たらしい顔から余裕を奪えるだろう。

　そう思えば一時的な屈辱も、美び味みを楽しむためのスパイスにすぎなくなる。

　表情に出ないよう注意を払いながら、フォルカー二世は機嫌をなおす。

「ではそのように進めていきましょう」

「ええ、よろしくお願います」

　両者はそれぞれの打算を隠し、表面上は笑顔で握手を交わす。

　そんなトップたちの状況は、当然下にも影響を与える。




　聖国の首都、聖都リーベにおいて聖国騎士団と神殿騎士団が動き出した。

　しかし、彼らに協調性はない。

　相手にどの程度の物資を持ち、どのような日程で城塞都市トリーアを目指すのか、一切知らせなかった。

　神殿騎士団は神と聖者ビゴットの名のもとに寄付を呼びかけたおかげで、聖国騎士団が物資の調達ができないという事態まで生まれる。

「またあいつらですか！」

「なぜあいつらの風下に我らが立たねばならんのですか！」

　若くて血気さかんな騎士たちが、詰所にて上官に不満をぶつけた。

「聖者ビゴットの教えに忠実なシモベをないがしろにするわけにはいかぬ」

　中年の上官はそう言って部下をなだめるが、当然彼らは納得しない。

「我らとて同じ神を信じる民ではありませんか」

　と一人が主張する。

　二つの勢力の対立の大きな要因は彼の言葉にヒントがあった。

　聖国の民はすべて同じ神を信じているのに、所属先が神殿以外だと神殿勢力に差別されるのである。

「気持ちは分かるが今は慎つつしめ」

　上官は強い口調を使った。

「城塞都市トリーア付近の民を魔物の脅威から救うのが先だ」

　そして目先の問題を提示し、彼らの敵意の矛先を変えさせる。

「それはそうですが」

　上官の狙いはあたり、彼らの口調はおとなしくなった。

　騎士になる道を選んだだけはあり、彼らは民を守ろうという意識が強い。

「物資は各地に要請し、回収しながら進めばよい。原因は神殿騎士団にあるのだから、遅れても文句は言わせぬ」

　と上官が話してようやく彼らは納得した。

（やれやれ）

　上官は内心ため息をつく。

　こんなことではたして魔物に勝てるのか。

　勝ったところで先はあるのだろうか。

　そこまで考えて彼は己の頭に浮かんだ大それた考えをあわてて打ち消す。

（俺はただの騎士、中間管理職にすぎぬ）

　長期的な戦略というものはもっと上の地位にある者が立てるものだ。

　彼はそれに従っていればよい。

　頑張って自分に言い聞かせる。




　城塞都市トリーアは聖都から見て南東に位置した都市だ。

　魔力を拡散する性質を持つ鉱物を混ぜて作られた堅けん牢ろうな城塞、空を飛ぶ魔物に備えて配置された大弓や投石機。

　さらには食料を自給するための農場や、武具を生産・修理を行う鍛か冶じ師しなども駐在している。

　これらは強大国となった帝国を警戒して造られたものだった。

　精鋭が常駐しそれを支える体制も整っていることから、そう簡単には落ちないと思うのは聖国民にとっては常識だった。

「だからトリーアの戦力と都市の内外から挟きよう撃げきして魔物どもを殲せん滅めつする」

　と神殿騎士団は作戦を立てたし、聖国騎士団も反対はしなかった。

　その考えが甘かったことを派遣された騎士たちはほどなくして思い知らされる。

　神殿騎士団がトリーアに近づいた時、いくつもの黒煙が立ち昇っているのを発見した。

　そして戻ってきた斥せつ候こうは、

「ほ、報告いたします。城塞都市トリーア、すでに陥落したと思われます！」

　悲鳴まじりの報告をする。

「そんな馬鹿な！」

　アルジョンテの団長、ルージュの団長は立ち上がって叫ぶ。

「城塞都市には一万の軍勢がいたはずだ」

「揃そろいも揃って役立たずばかりだったのか！」

　アルジョンテの団長は疑念を、ルージュの団長はトリーアの戦力への憤いきどおりを口にする。

　そこにやってきた聖国騎士団の団長が彼らに言った。

「むしろ敵の強大さを考慮するべきでは？　我らがたどり着く前にトリーアを攻め落とすなど、尋常な戦力ではない」

　彼は顔こそ青ざめていたものの、まだ冷静さは残っていた。

「そして住民はどうなった？　生き残りはいそうか？」

　彼がたずねると斥候は口ごもる。

「いえ、その、そこまではまだ……」

　不手際だったが、聖国騎士団長としては責める気にはならなかった。

　トリーアがあっさり陥落するなど、聖国民にしてみればそれだけ大事件なのである。

「都市が魔物に攻め落とされたのに、生き残りがいるはずがなかろう」

　ルージュの団長が鼻を鳴らす。

「同感だな。それよりも作戦の見直しをどうする？」

　とアルジョンテの団長が問いを発する。

「まずは敵の戦力の把握が先だろう」

　ルージュの団長がいやそうな顔で言った。

「城塞都市を攻め落とした奴やつらは今どこにいるのかという問題もあるな」

　そこで彼らの視線は斥候に集まる。

「それはたしかめたのか？」

「いえ、そのう……」

　斥候は視線を地面に落として黙ってしまう。

「役立たずめが！」

　ルージュの団長が怒鳴る。

「まあ待てリゲル殿」

　アルジョンテの団長が制止した。

「トリーア陥落という重大な知らせを真っ先に届けに来たのだ。寛大に許してやるべきだろう。彼のおかげで早めに作戦を練り直すことができるのだからな」

「それもそうだな」

　ルージュの団長リゲルは落ち着きを取り戻す。

「感謝する、シャウフ殿」

「いやいや」

　アルジョンテの団長シャウフはにこやかに応える。

　それを聖国騎士団長カールは冷めた目で見ていた。

（実に芝居くさい）

　と思ったが、口に出さない分別は持っている。

　そのカールにシャウフとリゲルは目を向けて、シャウフが口を開く。

「いかがかな、カール殿。聖国騎士団に斥候をお願いしたいのだが？」

「我々は貴殿らの支援のはずだが」

　カールは感情を殺して答える。

　現状で斥候を部下にやらせるのは危険が大きい。

　偶発的な戦闘が起こる可能性はあるし、そうなってもアルジョンテとルージュは救援を出さないだろう。

「支援なのだから斥候を出してもらいたいのだが」

　シャウフは嘲ちよう弄ろうするような顔になる。

　己の優位性と相手の愚鈍さを確信した表情だ。

「栄はえある神殿騎士団の方々ほど私の部下は信用できぬよ。恥ずかしい話だが」

　カールは怒りを見せるどころか、さらに部下を貶けなす。

　部下の命を少しでも守るためだと思えば、彼はいくらでも我慢できる。

「ちっ」

　シャウフは舌打ちしてカールをにらんだが、さすがにそれ以上は慎んだ。

「では我らの部下を使おう」

　とリゲルが言う。

「栄えあるルージュの騎士ならばきっと何らかの情報を持ち帰ってくれるだろう」

　彼はそう言ったものの具体的な指示はない。

（どこを探すとか、どんな魔術や魔術具を使うとか、何の指示もなしか）

　カールはあきれたが黙っている。

　ここで口を出せば「じゃあお前がやれ」と言われるのが目に見えているからだ。

　それに神殿騎士団の面子メンツは団長と同じくいけ好かない者たちばかりなので、多少は痛い目に遭あっても彼の心は痛まない。

　このように神殿勢力とその他の関係は深刻だった。




　斥候が戻ってきたのは数時間後のことである。

「報告いたします。魔物の大群が城塞都市トリーアの中におります。都市の外では発見できませんでした」

　斥候の数は半分になっていて、汚れや傷を負っている者がいた。

「ということは魔物どもめ、生意気にも都市を占拠しているわけか」

　リゲルが不愉快そうに顔をしかめる。

「しょせんは魔物にすぎぬさ。城門が壊れていては籠ろう城じようもできぬと分からんとはな」

　とシャウフは嘲弄した。

「そうだな」

　カールは珍しく賛成する。

　シャウフとリゲルに視線を向けられたので、

「魔物の意外な戦力には驚かされたが、それだけだったようだ」

　と答えた。

「カール殿は馬鹿でも臆おく病びよう者ものでもなさそうだな」

　シャウフは辛らつにだが、カールのことを評価する。

　彼らの結論は同じだった。

　予想を超えた大戦力の前にトリーアは陥落してしまったが、それだけにすぎない。

「悪いがトリーアの常駐戦力よりも、ルージュとアルジョンテのほうが数段に上だ」

　とカールはつぶやく。

　神殿騎士団は態度に見合った強さを誇るのだ、彼にとって忌々しい話だが。

「聖国騎士団には後ご詰づめをお願いするとしようか」

「まったく手柄を立てられないというのは困るだろう？」

　シャウフとリゲルはいやらしい顔で、カールに対して配慮を見せる。

「そうだな。しかし、短期間で一万の精鋭が守る都市を落とした戦力が相手だと、心したほうがいい気がするが」

　カールは真剣な忠告を返す。

　城塞都市トリーアを攻め落とせる軍勢がいるとすれば帝国軍だろう。

　あとは王国やクライン連邦の大軍だろうか。

「そんなことは分かっている。だが我らは精鋭中の精鋭だぞ？」

　シャウフが不快そうに眉を動かす。

「聖国軍と聖騎士の差を知らぬわけではあるまい？」

　リゲルはたしなめるような顔で言う。

　彼らの間に共通しているのは選民意識だった。

　神殿騎士と正規軍を同等扱いされること自体、本来は許しがたいのである。

「失礼」

　カールだって不愉快だったが、ここは我慢した。

　敵の全ぜん貌ぼうが不明な状況で仲たがいするのはどう考えても得策ではない。

（その程度の頭を神殿騎士にも求めたいのだが）

　無理な話だからなとカールは思う。

「神の栄光を布教してやろうぞ」

「おお！」

　シャウフとリゲルの声にアルジョンテとルージュの騎士たちは応える。

　カールは苦い顔で黙って見ていた。

　先せん鋒ぽうはルージュでアルジョンテがあとから続く。

　ルージュは五千、アルジョンテは三千。

（はっきり言って敵に立てこもられたらつらい戦力だが）

　とカールは思う。

　ただ、相手は魔物なので籠城戦という概念があるかは怪しい。

　それに城塞都市を包囲して持久戦に持ち込むためには、聖国側の数が足りないのも事実だった。

「伝令」

　カールは伝令を呼びつける。

「はっ」

　現れた伝令に彼は小声で言った。

「お前は一応聖都に知らせに行け。短期間で城塞都市を落とした謎なぞの敵が相手だ。もしかしたら救援が必要になるかもしれん」

「分かりました」

　伝令は命令に従ってすぐに駆け出す。

　杞き憂ゆうに終わればいいなと思いながら、カールは部下に命令を出した。

「我々も行くぞ。我ら一万も加わって城塞都市トリーアを解放するのだ」

「おーっ」

　部下たちから威勢のいい声が返ってきて、彼は目の前に集中する。







第七話　群害ユーベル




　ルージュの団長リゲルは数百の兵をいくつかに分けて、段階的に都市内部へ突入させる。

　城じよう塞さい都市の門は壊されていると言っても一度に大軍が通れる広さではないのだ。

「まず先せん鋒ぽうが敵の攻撃を食い止め、次じ鋒ほうがそれを支え、三番手がじわじわと敵の傷を広げていく」

　とリゲルが提唱する戦術だ。

　ごくありふれた戦術だったが、精鋭が戦う上で奇をてらった戦法など不要。

　それが神殿騎士団の共通見解である。

　だが、その目もく論ろ見みはすぐに崩れ去った。

　門を通過し、内周城壁をくぐり抜けて広場に出た時、

「ハナテエ！」

　どこかぎこちなさの残る声が響くと同時に、先鋒の部隊には三方向から火と氷の魔術を一いつ斉せいに浴びせられる。

　神殿騎士たちの装備は魔術対策も施された品だったが、百も二百も浴びせられると耐久力の限界値を超えてしまう。

「ぎゃああ！」

「うわああ！」

　精鋭とは思えぬ悲鳴をあげながら倒れ、後続の兵は大混乱に陥る。

「待ち伏せからの奇襲!?　それも魔術だと!?」

　先鋒の隊長は愕がく然ぜんとした。

　相手が人間だったら当然想定していたことを、彼らは想定していなかったのである。

　しょせん魔物と決めつけそこで思考停止になっていた、愚かさの報いを受けることになった。

「た、隊長！」

　紙かみ一ひと重えで死を免まぬかれた部下が泣きそうな顔で呼びかける。

　彼らはすでに事態の深刻さを理解していた。

　人語らしきものも聞こえたことから、敵は高い知能を持った魔物集団に違いない。

「まさか群害ユーベルか!?」

　隊長がその名前にたどり着いた時、飛んできた矢に首を貫かれて絶命した。

「ころせ！」

「ニンゲンをコロセ！」

「仲間を救え！」

　そこに後続の隊長の指令が飛び、騎士たちが中へと進む。

　別の門から突入した部隊でも同じ展開が待っていた。

　神殿騎士たちは魔物の集団に待ち伏せされ、奇襲されるという展開に脆もろさを露呈して苦戦している。

「どういうことだ!?」

　リゲルとシャウフはいら立ち叫ぶ。

　いきなり苦戦するという展開は彼らの予定にはなかった。

「魔物が統制されていて、奇襲をしてくるだと……？」

　一方のカールは何となくではあるが、中の動きを把握する。

「まさかと思うが群害ユーベルか？」

　彼の言葉は誰にも聞こえなかった。

「いや、まさかな」

　そして彼はすぐに否定しまう。

　群害ユーベル。

　それは魔物が力と知恵をつけて統制された組織を作り上げることを指す。

　人間が魔物に対して有利に立てるのは知恵が大きい。

　文化を持ち、武器を作り、味方と連携して作戦を練る。

　魔物側がまったく同じことをしてくるのが群害ユーベルだった。

「群害ユーベルなんて災い、そうそう生まれるはずがない」

　とカールは判断する。

　彼の考えは常識的だったが、硬直してもいた。

　だが同時に現状を受け入れる冷静さは残っている。

「アルジョンテとルージュに伝令。むなしく兵を失うなと伝えよ」

「はっ」

　カールの命令を聞いた伝令がさっそく馬で駆けていく。

（素直に聞き入れてくれたらいいが）

　彼の心配は杞き憂ゆうだったらしく、撤退の笛が鳴らされる。

　死者は五百人だったが、心理的なダメージは大きかった。

「魔物が待ち伏せだと!?」

「奴やつらの中に知恵者がいるというのか？」

「知恵者だけではない。おそろしく統制が取れているようだ」

　聖国側の軍勢は上を下への大騒ぎだった。

　彼らは現状を理解しようとするだけで精いっぱいである。

「なぜだ!?」

　シャウフは怒鳴る。

「敵は単なる魔物ではないのか!?」

　リゲルはいら立ちを隠しきれない。

　彼らはたしかに聖国を代表する精鋭でエリートである。

　聖国の場合は精鋭でエリートであることと、優秀であることは必ずしも一致しないのだった。

　怒鳴り散らすばかりで役に立たない二人の団長のところへカールがやってくる。

「お二人とも少しいいかな」

「……何の用だ？」

　リゲルが不機嫌そうに聞く。

　自分たちを笑いに来たのかと言わない程度の自制心はまだ残っていた。

「私は今回の敵は群害ユーベルではないかと思っている」

「群害ユーベルだと!?」

　シャウフとリゲルはカールに言われて初めてハッとなる。

「いくら何でも敵を過大評価しすぎではないか？」

「そうだな」

　シャウフとリゲルはなかなか認めようとしない。

　カールは焦じれながらも根気よく二人を説得する。

　神殿騎士団は彼らの意向で動くので、二人を納得させなければどうにもできない。

「栄えある神殿騎士の先鋒を打ち破ったのだから」

　カールはそう言ったところで視線を前方に向ける。

「オオオオ！」

　勇壮な、それでいて人のものとは思えぬ雄おたけびが彼らの耳に届いた。

「て、敵襲！　敵襲です！」

　前方から悲鳴が聞こえる。

「舐なめられたな」

　リゲルは不快そうに吐き捨てた。

　城塞都市という地の利を放棄して打って出てくるのは、そうするまでもないと判断されたということ。

　彼のみならず、シャウフとカールも同じ結論に達する。

「迎撃急げ！」

　三人の団長が叫ぶと同時に、前方から破壊音と絶叫が聞こえてくる。

「馬鹿な！　精鋭が抜かれるだと！」

　リゲルたちは驚きよう愕がくした。

　迎え撃った部下たちの守りを突破している敵の部隊が、少なくとも三つは見て取れる。

　赤い兜かぶとを被った巨大なオークと、それよりさらにひと回り大きい白い肌のオーガだった。

「な、何だあいつらは……？」

　シャウフは呆ぼう然ぜんとする。

　巨大な黒いオークと白いオーガの強さは凄すさまじく、騎士たちがまったく相手になっていなかった。

「まるでアリの群れを蹴け散ちらすようにわが精鋭が……」

　リゲルもあぜんとしている。

　彼らは脳が理解を拒絶しようとしているのを、何とか抑え込んでいた。

「オーガロード？　オークジェネラル？」

　カールがとっさにつぶやく。

　彼は親交ある冒険者から厄介な上位種について聞いたことがあった。

「何だ、それは？」

　リゲルがカールに問いかける。

　カールは舌打ちしたくなるのをこらえ、

「上位種と呼ばれる強力なモンスターだ。あれと対抗するには最低でも二級冒険者相当の力が必要だ」

　と話す。

　神殿騎士団は強さで職位が決まっていない。

　シャウフもリゲルも強さで言えばそこそこどまりだろう。

　集団の統率者は強ければいいわけではないのだから当然だ。

　しかし、今回のように対抗するためにはとにかく強さを要求される敵相手では非常に頼りない。

「二級冒険者ってどれくらいの強さだ？」

　リゲルの問いにカールはため息をつく。

「だいたい私くらいだな」

　カールはそう言って長剣を抜く。

「オークジェネラルは私が止めよう。残りは全員でかかるといいだろう。トップが討たれたら魔物の統制は一気に失われるはずだ」

「お前に言われなくとも分かっている！」

　シャウフは怒りをにじませて言い返す。

　カールにはもう反論する気すら起こらない。

　とにかく味方を蹂じゆう躙りんしているオークジェネラルかオーガロードを止めなければ、総崩れになってしまう。

（私が一騎打ちで勝てば、みんな勇気を取り戻すはずだ）

　とカールは信じた。

　でなければ騎士団長が一騎打ちというのは褒められたものではない。

「私が出る！　直属隊は続け！」

　カールが大きな声を張り上げると、彼の直属の騎士が集まってくる。

　彼らはさすがに冷静さを保っていた。

「おお、何か来るのかあ？」

　オークジェネラルは楽しそうにニタリと笑い、カールのほうへと進んでいく。

　両者はほどなくして遭遇する。

「私は聖国騎士団、第二騎士団団長カール・グラニブルだ！　魔物よ、貴様に名はあるか!?」

　カールはあえて名乗り、そしてオークジェネラルに問いかける。

「カカカ、なかなか威勢がいいじゃねえか。俺様は栄えあるキング・ミルヒ様にお仕えするジェネラル、ガイスだ」

「名前持ちネームドか……」

　カールは顔をしかめた。

（悪い予感が当たったな）

　と思う。

　人語を解し、個体名を名乗る魔物は『名前持ちネームド』と呼ぶのだが、この名前持ちネームドの発生こそ群害ユーベルの大きな特徴だ。

「ここでお前を倒し、戦いの流れを取り戻すとしよう」

　カールは自信たっぷりに告げる。

「いいねえ、嫌いじゃねえぜ。その無む謀ぼうな馬鹿っぷりはよお」

　ガイスと名乗ったオークジェネラルは高々と笑って戦せん斧ぷをかまえた。

「いくぜ、オラァ！」

　ガイスの一撃は速く強烈で、まともに受けたら剣はへし折られただろう。

　カールは巧たくみに衝撃を受け流して反撃の一いつ閃せんをくり出す。

「おおっと」

　ガイスは外見とは裏腹に細やかな動きで剣を防ぐ。

　力任せの重戦士ではなく、技巧も併あわせ持もっていることがうかがえた。

（厄介な）

　知恵があり技術を磨く魔物ほど厄介な敵はいない。

　カールは今ここで仕留めるしかないと腹をくくる。

「お前はここで倒そう」

　カールの顔つきと口調から何かを感じ取ったか、

「カカカ」

　ガイスは楽しそうに笑う。

「いいねえ。ここの人間どもはよええ上に無知でよお。てめえみたいに強くて俺らのことを理解できる奴はいなかったんだわ」

　彼の言葉はうそではないだろうなとカールは思った。

　聖国で冒険者の地位は高くなく、交友関係を持つ者は少ない。

　そして聖国の軍に圧倒的な強者はほぼいなかった。

「さすがに騎士団長クラスになれば違うってか」

　ガイスは舌なめずりをして、

「じゃあその頭をかち割ってやるか」

　と言った。

「それは私の言葉だ」

　カールは応じて両者は再びぶつかり合う。

　十合、二十合と打ち合ってついにカールの剣がガイスの首を切り裂いた。

「マジかよ……」

　という言葉を残し、ガイスは倒れる。

「敵将ガイス、カールが討ち取った！」

　カールが右手をあげて叫ぶと、苦戦続きだった人間たちから爆発したような大きな歓声が起こった。

　苦しい状況で彼は味方に希望を示したのである。

　これにはシャウフとリゲルも素直に認めた。

「さすがカール。神の恩おん寵ちようを十分に浴してないとは言え、大したものだ」

「これで流れは変わるだろう。全員突撃！　カールにだけ手柄を立てさせるな！」

　逆襲の好機と彼らは判断し、後続の部隊にも戦闘を命じる。

「いくぞ、神の栄光を！」

「神の栄光を！」

　神殿騎士たちは心の底から、聖国騎士たちは半分くらい義務感から叫ぶ。

　勢いづいた人間たちに押されるように、魔物の軍勢は後退しはじめる。

「いけるぞ！」

　リゲルとシャウフはそう言って部下を[image: ]しつ咤たした。

　カールはけわしい顔で油断なく魔物の動向をにらんでいる。

　すると後退していた魔物を、白いオーガが手にした戦斧で殺害した。

「下がるんじゃねえ！　このボンクラども！　さっさと突撃しねえと吾わが輩はいが貴様らをぶち殺すぞ！」

　大気が震えるほど激しい号令に、魔物たちの後退は止まる。

　敵の人間よりもその白いオーガを恐れるような様子で再度突っ込んできた。

「まずいな、死兵になったか」

　死に物狂いになった兵の厄介さを、カールは熟知している。

　しかし、それが魔物にも適用されるとは想定していなかった。

　人間たちの優勢という空気はあっさり吹き飛んでしまっている。

「何をしているか！」

　いら立ったシャウフが怒号を浴びせるが、流れは変わらない。

　魔物を倒すよりも人間が殺されるペースが速かった。

「この流れを変えるには、あのオーガを倒すしかない」

　カールはそう叫ぶ。

　騎士たちがうなずいた時、その白いオーガが前に出てきた。

「このキング・ミルヒ様を倒す？　笑かしてくれるじゃねえか、人間」

　白い皮膚には血がついているが、おそらくすべて返り血だろう。

　先ほどのオークジェネラルよりも数段強そうな気配を感じる。

「お前が首しゆ魁かいだろう？　倒すしかあるまい」

「くっくっく、そういうことかよ」

　にらみつけるカールの言葉にキング・ミルヒは愉快そうに笑う。

「判断自体は間違ってねえな。だが、吾輩に勝てるかよ？」

「勝つ。それだけだ」

　カールは言い切って剣を持つ手に力をこめる。

「身のほどを知れってのが、人間の言葉にあったはずだがな」

「そんなことまで知っているのか」

　カールはいやな予感が強まったなと思う。

　人間の文化や言葉を熟知しているということは、それだけ知能が高いということ。

（いや、だからここで倒すしかないのだ）

　カールは地を蹴り、首を狙って剣を突き出した。

　白く太い首に剣が当たったかと思うと、鈍にぶい音を立てて折れてしまう。

「ははは、何だ今のは？」

「なん、だと……」

　何事もなかったかのように嘲ちよう笑しようするキング・ミルヒにカールは呆ぼう然ぜんとする。

　聖なる力を帯びた剣が、まさか簡単に折れるとはいったいどれだけ皮膚は硬いというのか。

「力の差を思い知ったか？」

　後方へ飛びのくカールを、キング・ミルヒは巨体からは信じられない速さであっさり捕まえる。

　キング・ミルヒの左手に捕まった右肩は、鉄の鎧よろいの上から簡単に砕かれた。

「ッッッ！」

　カールは激痛に顔をゆがめながらも、声はあげなかった。

「つまらねえな」

　それを見たキング・ミルヒは鼻を鳴らすと、勢いよく戦斧をカールの頭に叩たたきつける。

　聖国騎士団、第二騎士団団長カールはあっさり絶命した。

「えっ……？」

　あまりにあっけない展開に、騎士たちは何が起こったのかすぐに理解できない。

　そしてそれはあまりにも致命的だった。

　すべての局面において、騎士たちは完全に劣勢になる。

「カールの役立たずめ」

　シャウフは吐き捨てる。

「負けてはいけない場面であっさり敗北とは使えない奴やつ」

　とリゲルも言う。

　ただし、二人の声は震えていた。

　カールがまったく相手にならないということは、今いる聖国の戦力では誰もキング・ミルヒの相手にならない。

　そのことを彼らは理解していた。

「退却！　退却！」

「ここは栄えある転進だ！」

　二人の団長がそう指示をすると、何とか踏みとどまろうとしていた騎士たちは、一斉に魔物に背を向けて逃げ出す。

　彼らはみんな逃げ出したいのを我慢していたことがあらわになる。

「くっくっくっ、人間が逃げるぜ」

　キング・ミルヒは笑い、そして大きく吠ほえた。

　天まで届くような音が轟とどろくと、聖国軍の背後から魔物の軍勢が現れる。

「伏兵だと!?」

　愕がく然ぜんとしたのはシャウフとリゲルだけではない。

　逃げようとしていた騎士全員だ。

　しかもカールが激戦の末に倒したオークジェネラルが三体いる。

「伏兵に挟撃……魔物の知恵か？」

　シャウフは信じられなかった。

　彼は群害ユーベルの情報はあっても正しく理解してなかったのである。

　魔物が人間と同じく組織で行動し、人間と同じ道具を使い、戦術までも使ってくればどれだけおそろしいか。

「さあ、どうやって死ぬ？」

　キング・ミルヒの嘲弄まじりの声が響いた時、人間たちは完全に戦意を失った。

「うわああ！」

　ある者は恐怖にゆがんだ顔で、またある者は泣きそうな顔で勝手に走り出す。

「こら、逃げるな！」

　上ずった声で上官が呼び止めるが誰も聞かない。

　指揮系統は崩壊してしまった。

　それを見てキング・ミルヒは叫ぶ。

「追え！　人間どもを殺して殺して殺しまくれ！」

　魔物たちは喊かん声せいをあげて人間の背中を追う。

「やめてくれえ」

　情けない声を出した若い騎士は、オークの槍やりで背中を突かれた。

「か、簡単にはやられないぞ」

　開き直った壮年騎士はオークを一体斬り倒したものの、三方向から一斉にくり出された剣で絶命する。

　人間たちにとって凄せい惨さんな地獄の幕開けだった。

　統率を失った人間は一方的に狩られる弱者にすぎなかった。

（死なぬ！　私だけは死なんぞ！）

　シャウフとリゲルは部下に指示を出すこともなく、必死の形相で逃げる。

　騎士団が苦戦しているのは彼らが指揮力を発揮しないせいでもあるのだが、本人たちにはどうでもいい。

　自分だけが助かりたいという気持ちが彼らのすべてだった。

　だが、シャウフの逃げた先に矢が飛んできて、右肩を貫く。

「ぐっ」

　その程度の痛みで彼は止まらない。

　死ぬ恐怖に比べたら大したことではないと自分を[image: ]咤して足を動かす。

　そこにゴブリンが投げつけた短剣が足に刺さる。

　バランスを崩したところでオーガが持っていた棍こん棒ぼうで頭を潰つぶした。

　騎士団長シャウフは誰にも気づかれない混戦でみじめな生涯を終える。

　オーガに討たれたリゲルも同様だろう。

　こうして聖国軍の部隊は無残な敗北を遂とげた。

　わずかな生き残りによってその知らせが聖都にもたらされたのは、たっぷり十日が過ぎてからだった。

　それも敗残兵本人ではなく、話を聞いた者の機転によってだった。

　アリョーシャとフォルカー二世は報告を聞いて、帝国に救援を求める決断を下す。

　精鋭の騎士団二つが壊滅したことで神殿の権威は失墜したが、フォルカー二世は少しも喜べなかった。







第八話　八神輝レーヴアテインギーゼルヘール




　聖国の騎士団が魔物に惨敗したという情報は、帝国の市民たちの間にも広がっていた。

「聞いたか、聖国の話？」

「ああ、魔物に負けたんだろ、騎士団が」

　ただし正確さに関しては怪しいところがある。

　人から人へ伝わればどうしても変化するものだ。

　帝国上層部はあえて情報を隠そうとせず、うわさ話が広がっていくのを黙認する。

　市民に危険を知らせる目的もあったし、八神輝レーヴアテインを出す下地を整える狙いもあったからだ。

「群害ユーベルとなると騎士団では危ういだろう」

　と皇帝が玉座で宰さい相しようと八の騎士団を統括する将軍ヴァインベルガーに話しかける。

「御ぎよ意い」

　ヴァインベルガーは苦い顔で認めた。

　最初は彼が自分で騎士団を率いていくつもりだったのだが、続報を聞いて意見をひるがえしたのである。

「いくら帝国の正規騎士が精強と言っても、危険は大きいでしょう。それに兵へい站たんの問題もござます」

　宰相は事務的な言い方をする。

　自国の危機のために騎士団を動かすのと、他国の危機を救うために騎士団を送るのでは心理も違う。

「八神輝レーヴアテインを一人送るなら大して負担はかかりませんな。彼らなら日帰りも可能でしょうし」

　ヴァインベルガーは気にした様子は見せない。

　彼らの強さと便利さはよく知っている。

「誰を送るかだが……」

　皇帝が言うと意を受けた宰相が現状を整理した。

「バルトロメウスとヴィルヘミーナは不在、彼らの情報をもとにイングウェイとシドーニエを東に派遣中。クロードはできれば帝都防衛のために残したいところ。よって動かせるとすればマヌエル、ヴィリー、ギーゼルヘールの三名かと」

「ヴィリーとマヌエルは個人戦特化タイプ、群害ユーベルとの相性は悪いでしょう」

　ヴァインベルガーは専門家としての立場で意見を言う。

　別に彼はヴィリーやマヌエルが負けるとは思わない。

「そうだな。マヌエルでも殲せん滅めつには時間がかかるかもしれぬ」

　皇帝は同意する。

「群害ユーベルに時間を与えるのは危険ですからな。時間の経過とともに強大化していくのが特性ですから」

　宰相も賛成に回る。

「そうだな。ギーゼルヘールが適任か」

　皇帝は腹を決めて、

「ギーゼルヘールを一度帝都に呼び戻せ」

　と命令を下す。

　魔物の間引きを終えたギーゼルヘールはすぐに帝都に戻ってきて、新しい任務について聞かされた。

「群害ユーベルですか」

「そなたが適任であろう。休みをやれなくてすまぬが、一刻も早く殲滅し近隣の民を恐怖から解放せよ」

　皇帝の命令、すなわち勅ちよく命めいである。

「はっ」

　ギーゼルヘールはかしこまって受けた。

「ポーションなどを持っていくか？」

　宰相が聞くと、

「無用です。大して疲れておりません」

　ギーゼルヘールは笑って答える。

「相変わらず貴公らはタフだな」

　宰相はあきれまじりに感心した。

「いざという時は不眠不休で戦うべきなのが我らですから」

　とギーゼルヘールは返す。

　八神輝レーヴアテインに与えられた権限は大きく、報酬も高い。

　その分義務も多いのだった。

「うむ。頼むぞ」

　そう言った皇帝に一礼し、ギーゼルヘールは転移魔術で移動する。

　本来礼を欠いた行動なのだが、八神輝レーヴアテインは許されていた。




　彼が転移したのは帝国と聖国の国境付近である。

　正確に言うとどちらのものとも決まっていない森の近くだった。

　ここからだと目的地の城じよう塞さい都市トリーアまで、馬で半日程度だろうか。

（準備運動がてら、走っていくか）

　とギーゼルヘールは決める。

　一人で行動しているのだから、何の遠慮もいらない。

【天てん狗ぐ風かぜ】

　ギーゼルヘールが好んで使う移動用魔術で、一瞬で馬を置き去りにするほど加速することができる。

　一般人では突然強い風が吹いたようにしか感じられないだろう。

「ふう、着いたか」

　馬で半日かかる距離を五分程度で走り抜けたのに、ギーゼルヘールの呼吸は乱れていなかった。

　まだ少し距離はあるが、まずは現状を把握するための下調べをしたい。

　そのために敵に発見されるリスクは避けたのだ。

（生き残りがいればいいのだが……）

　とギーゼルヘールは思う。

　魔物に城塞都市を落とされ、周辺地域を支配されているという現状で、生き残りがいる可能性は極めて低い。

　魔物にしてみれば人間を生かしておく理由がないからだ。

　それに生きていても死んだほうがマシという目に遭あわされるおそれもある。

（それでも生きてさえいれば）

　とギーゼルヘールは思う。

　この点はミーナやバルとはあまり考えが合わない。

　魔物を警戒して魔術ではなく、自分が磨いてきた感覚を頼りに、ギーゼルヘールは周囲を探る。

　近郊に魔物はおらず、すべて城塞都市に移動したようだ。

（たしかトリーアが収容できる最大人数は十万だったな）

　と彼は記憶から情報を掘り起こす。

　もちろん普段からそれだけの人数を収容していたわけではないだろう。

（魔物の軍勢は単純に考えて十万以下となるが）

　どうやってその数を維持しているのか、を考えるのは彼の仕事ではない。

　敵を壊滅させた後にでも調査が入るだろう。

　周辺をゆっくり歩き回ってだいたい把握できたとギーゼルヘールは判断した。

（聖国が第二の戦力を送ってこないうちに始末しよう）

　王国ほどではないにせよかなりプライドが高い国なので、彼がすぐに終わらせないと勝手なことをはじめる可能性がある。

　その前にとギーゼルヘールは通信用魔術具を取り出す。

　相手は言うまでもなく皇帝だった。

『ギーゼルヘールか？』

『はい。報告いたします。国境を越えてから城塞都市トリーアのあたりまで、神殿も村も町も壊滅状態で生存者はいません。他の土地に避難できた者がいるかどうかまでは、まだ分かりません』

『そうか……』

　ギーゼルヘールの報告に皇帝はため息をつく。

　彼の調査スピードに皇帝は疑問を抱かなかった。

　そのための八神輝レーヴアテイン投入だったからだ。

『ではギーゼルヘールよ。魔物どもを殲滅せよ。後のことはこちらに任せて気にするな』

『はっ』

　皇帝に改めて命令されたギーゼルヘールは、魔術具を袋にしまうと城塞都市トリーアを目指す。

　城塞都市はおおかたの予想通り、魔物たちの巣となり果てていた。

　灰色の石で造られた頑丈な城壁のあちらこちらには亀裂が走り、硬い樫かしの木で作られた門は破壊されている。

　そして外には兵士か騎士らしき死し骸がいが野ざらしにされていた。

　魔物には遺体を埋めて弔とむらう習慣などないからだろう。

　中から盛大な笑い声が聞こえるのは、酒盛りでもやっているのだろうか。

（ゴブリン、オーク、オーガは基本的に人間とそこまで変わらないのだったな）

　ギーゼルヘールは嫌けん悪おに顔を歪ゆがめながら考える。

　聖国の人間はいけ好かない奴やつらではあるが、このような仕打ちをされても当然とは思えない。

　城塞都市の中にいる魔物の数を探ってみると、四万を超えていた。

「四万を超す魔物の軍勢に攻められてはひとたまりもなかっただろうな」

　精強な帝国軍ですら簡単に撃退できる相手ではないだろう。

　統率された魔物の群れと人間の軍隊は、同数では人間のほうが不利だというのが通説だった。

「せめて仇かたきはとってやるぞ」

　ギーゼルヘールは弓を取り出すと、魔力を矢に変換してかまえる。

　そして城塞都市の中に射うち込む。

　攻撃するためではなく、敵に自分の存在を教えるためだ。

　数秒後、ゴブリン、オーク、オーガの群れがぞろぞろと外に出てきた。

　数は約二千くらいである。

「こちらの気配を探ってひとりしかいないのだから、二千もぶつけてなぶり殺しにしてやろうということか？　所しよ詮せんは魔物の浅知恵か」

　ギーゼルヘールは冷笑した。

　彼は今気配を巧みに隠しているため、相当な実力者でなければ彼は弱者にしか感じられないだろう。

　つまり城塞都市の中に彼の真の力を見抜ける存在はいないと分かってしまったのだ。

「浅知恵はお前のほうだ」

　ややぎこちないが大陸共通語が聞こえてきた。

　それと同時に都市の内部から赤い兜かぶとをかぶり、青い鎧よろいを着て武骨な両手剣を片手で軽々と持った黒い肌のオークが出てくる。

　背丈は二メートル近くあり、他のオークのようなだらしのないものではなく、鍛え上げられた筋肉が隆々としていた。

「ほう、オークジェネラルか」

　通常のオークとは一線を画す肉体を持ち、人間の言葉をしゃべる知能を備えているのはオークロード、オークジェネラル、もしくはオークメイジ、オークプリーストといったレアな上位モンスターにかぎられている。

　目の前のオークは明らかに戦士であることから容易に特定することができた。

　オークジェネラルはただのオークとは一線を画す存在で、一体で四級冒険者パーティーと互角だろうか。

「そうだ。栄えあるキング・ミルヒ様にお仕えする将軍のひとり、クリッフだ」

　クリッフの名乗りを聞いたギーゼルヘールは表情をゆがめる。

「名前持ちネームドにキング……本当に群害ユーベルまで誕生していたとは……聖国の奴らめ、どれだけ放置していたのだ？　あるいは失態に失態を重ねたのか……」

　名前持ちネームドとは魔物が一定数増えて組織化され、個体を識別する必要が出てくるほど成長した結果誕生するものだ。

　あくまでも自分たちで名前をつけ合うにすぎないため、人間がつける「異名持ちゲフアーレン」と比べて個々の脅威度は下がる。

　しかし、総合的な脅威度ははるかに上だ。

　知能だけでなく組織としても人間に近づいている証あかしだからである。

　ちなみにこの群害ユーベルの脅威度には三段階用意されていて、下から「軍トルツペ」「都市シユタツト」「国家シユミツト」だ。

　軍トルツペは軍勢を築き上げるレベルだが、都市シユタツトと国家シユミツトは文字通り魔物の都市と国家を築き上げる。

　都市シユタツトは対処を間違うと一国の存亡危機になり、国家シユミツトは文字通り滅ぼされてしまった後に魔物の国ができるというわけだ。

「こいつら、どう考えても『都市シユタツト』クラスだぞ……」

　ギーゼルヘールのけわしい表情を、自分のうかつさに今気づいたと誤解したクリッフは勝ち誇る。

「今さら己の馬鹿さに気づいても遅い。人間は死ね！」

　クリッフはたくましい左腕を上にあげ、勢いよく振り下ろす。

　同時にゴブリンとオークが一いつ斉せいにギーゼルヘールをめがけて駆け出した。

　無む秩ちつ序じよな突撃ではなく、訓練された軍隊のような秩序ある進撃を見せられた彼はため息をつく。

「どれくらいの被害が出たのか……」

　彼が考えたのは魔物たちが「都市シユタツト」クラスに成長するまでに出た、犠牲者の数だった。

　クリッフが勝手に勘違いしたように、大群にすくんでしまったわけではない。

　数が多かろうが、秩序があろうが、押し寄せる大群などギーゼルヘールにとってはただの的に過ぎなかった。

「まずは準備運動かな」

　彼は弓をかまえ、魔力を矢に転換して放つ。

　数本の矢が同時に放たれたかと思えば、一気に千以上に分裂して突っ込んでくるゴブリンとオークの頭を粉砕する。

　魔力で作った矢が優れているのはこのような点だ。

　どれだけいい矢でも、一度に千を超す数を放つのは無理だからである。

「な、何だと……」

　一瞬で味方の半数を失ったクリッフは絶句してしまった。

　オークジェネラルにとってたったひとりの人間など、泣きながら逃げまどい、命いのち乞ごいをし、飽きるまで嬲なぶって殺す生きた玩具おもちやに過ぎないはずだったのである。

　ところが、目の前の弓兵は常識を超えた強さを見せた。

　クリッフがただのオークなら戦意喪失して逃げ出すところなのだが、彼は知恵を持ったオークジェネラルである。

　自分たちにとって恐るべき強敵が出現したと判断し、都市に救援を求めた。

「救援要請を出せ！　俺たちの手には負えない」

　クリッフの近くにいたゴブリンたちが五十体ほど、これ幸いと都市の中に駆け込む。

　ギーゼルヘールはそれを黙って見送り、クリッフに疑念を抱かせた。

「なぜ何もしない？」

　クリッフの声は恐怖で震えていたが、ギーゼルヘールは笑わない。

　自分の常識を超えた強さを持った相手と対面しながらも、理性を保っているのは魔物ながらあっぱれだった。

　好き嫌いの感情とは別の点で評価したのである。

「なぜって？　どうせ貴様らは殲せん滅めつするからな。都市から逃げ出すのならともかく、都市へ救援を求めるならば止める理由などない」

「お、思い上がるなよ……確かに貴様は俺たちより強い。だが、俺たちのキングは俺たちより圧倒的に強いんだぞ！」

　クリッフは自分の恐怖を鎮しずめようと強がった。

　それでも声の震えは止まらない。

「だろうな」

　ギーゼルヘールは興味なさそうに反応する。

　強さに序列をつけるなら上からオーガキング、オーガロード、オーガジェネラルとなるだろう。

　オーガキングを倒せるのはおそらく二級冒険者パーティーよりも上くらいだし、オーガロードやオーガジェネラルは三級冒険者パーティーでなければ心もとない。

　厄介なのは彼らは統率されていて知恵もある点だから、状況次第では一級冒険者たちを呼ぶ必要さえある。

　その一級冒険者たちでも数万のオーガ、オーク、ゴブリンの軍勢と戦いつつ、オーガキングを撃破できるのかと言うと非常に苦しい。

　皇帝がいきなり八神輝レーヴアテインを投入したのは、結果論的にではあるが大正解だった。

　ギーゼルヘールはそれを理解しているからこそ、今ここでオーガキングの都市を叩たたき潰つぶすつもりでいる。

「来たか」

　殺気立った万を超す集団が彼の方向に接近していると、八神輝レーヴアテインらしき超人的な感覚で察知した。

　鉄の鎧をまとい、剣や槍やりを持ったオーガジェネラル、杖つえを持って法ほう衣えのような服を着たオーガロードたちの先頭に立っているのはクリッフよりもさらに頭ひとつ分高い、巨きよ軀くの真っ白な皮膚と闇のような黒い瞳ひとみを持ち、銀色の鎧をまとったオーガである。

　その白いオーガを見るや否いなやクリッフはその場に跪ひざまずいて頭を地面にこすりつけた。

「キング・ミルヒとやらか」

　ギーゼルヘールのつぶやきにキング・ミルヒは重々しくうなずき、厳いかめしい言葉を放つ。

「そうだ。偉大なる吾わが輩はいにたてつく、哀れなる小虫よ。貴様の墓標に刻む名を告げるがいい。慈悲をもって刻んでやろう」

　キング・ミルヒの言葉に彼は必死で笑いをこらえる。

「人間のまねごとか、オーガが？」

　彼の発言を聞いてキング・ミルヒの取り巻きたちが殺気を飛ばしたが、当のキングは平然としていた。

　そのせいか、ギーゼルヘールは名乗る気になる。

「帝国の八神輝レーヴアテインがひとり、ギーゼルヘールだ」

　彼の名を聞いたキング・ミルヒはにたりと不気味な笑いを浮かべた。

「知っておるぞ。八神輝レーヴアテイン最弱の弓使いとやらだな」

「へえ、情報収集に余念がないようだな」

　ギーゼルヘールは少しだけ警戒度を引き上げる。

　帝国の八神輝レーヴアテインは人間国家では有名だが、魔物たちが知っているというのは不自然だ。

　ただ人間の集落を攻めて蹂じゆう躙りんするだけではなく、情報収集もおこなっているとなればあなどれない。

「弓使いは肉壁がいてこそだろう。クリッフが相手にならないのであればそこそこやるのだろうが、所詮はそこそこよ」

　ミルヒはにたりと笑って宣言する。

「たったひとりでのこのこやってきた思い上がり、このミルヒが後悔させてやろう。そしてゆくゆくは帝国とやらも併へい吞どんしてやるわ」

「バルトロメウスがいるかぎり、絶対に無理だぞ」

　ギーゼルヘールは何も知らない幼児に物を教える心境で答えた。

　魔界の元げん帥すいですらバルには勝てないのに、地上のオーガ如ごときがかなうはずもない。

「無理かどうか、貴様が身をもって知れ！」

　ミルヒは吠ほえたてた。

「かかれっ！」

　ミルヒの号令を受けてオーガたちは咆ほう哮こうする。

　すぐに突っ込んでこなかったのは、オーガロード、オークプリーストたちがいっせいに魔術を唱え始めているからだろう。

　八百ほどはいる者たちが一糸乱れずに同時にある魔術を発動させる。

「【火か炎えん弾だん】！」

　火炎弾は決して難易度が高い魔術ではないし、威力がずば抜けているわけでもない。

　しかしながら、オーガロード、オークプリーストという恵まれた魔力を持った魔物たちが放ったものが八百ともなれば別だった。

（なるほど、これだけでも城塞都市は大打撃だっただろうな）

　ギーゼルヘールは納得する。

　身体能力が高く魔力も多いオーガやオークの群れがいっせいに魔術を使ってくるとなれば、帝国の騎士団に匹敵する戦力だ。

　脅威が成長するまで放置していた点はともかく、城塞都市が攻め落とされたのはやむを得ないことだったと判断する。

　そして彼はひと呼吸で八百の【火炎弾】を相そう殺さいした。

「……何、だと？」

　あまりにも速すぎたため、ミルヒたちには突然【火炎弾】が消えたようにしか思えなかったのである。

　何が起こったのか理解しようと必死になるミルヒたちに、ギーゼルヘールは憐れん憫びんの視線を向けた。

「俺は確かに八神輝レーヴアテイン最弱だ。しかし、それはお前たちより弱いという意味ではないぞ？」

　彼はあくまでも八神輝レーヴアテインという規格外の化け物たちの中で一番弱いだけに過ぎない。

　まだ理解が追いつかない敵たちに、ギーゼルヘールは待ってやる義理を感じず弓をかまえる。

「啼なけ、ミストルティーン。滅びの旋律を謳うたい紡つむげ」

　魔力を幾千の矢へと変化させて放った。

「【殲滅雨スコール】」

　それらは雨の如ごとくオーガたちに降り注ぐ。
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　オーガたちは武器や両腕で防ごうとした。

　しかし、オークジェネラルが持つ武器ごと矢は貫通し、絶命させる。

　オーガロードやオークプリーストが持っていた杖は一撃でへし折られ、矢は持ち主の頭を吹き飛ばす。

　キング・ミルヒは両手剣をかざして頭をかばったが、矢は剣を貫通し、兜かぶとを砕き、彼の胸部を貫通してしまう。

「ば、馬鹿な……魔力矢の一撃が……なんと、いう……」

　聖国において魔物の都市を築いていたキングの最後の言葉がそれだった。

　ギーゼルヘールが放った矢は豪雨の如く、城塞都市トリーアの中にも降り注ぎ、巣食っていた魔物どもは逃げることすらできず絶命していく。

　彼が《殲滅の弓きゆう鬼き》と呼ばれる理由である。

　ほとんどの者は彼が射ち出す魔力矢を防ぐこともできず、逃げることさえできず、殲滅されるしかないのだ。

「燃えろ」

　ギーゼルヘールが命令すると、残っていた矢が発火して一気に燃え出す。

　オーガたちの死体をそのままにしておくと、別の魔物を呼び寄せたり、深刻な病気の発生源になったりしてしまう危険がある。

　焼き尽くすのが簡単で確実な手段だ。

　もっとも後では雨を降らせて火を消す必要があるだろうが、魔力矢ならば大して難しくはない。

　このように融通が利き、多様性があるのが魔力矢の優れている点だ。

「バルトロメウスは最強ではあるが、万能ではない」

　とギーゼルヘールはひとりつぶやく。

　最強のバルトロメウスが苦手とする部分は他の八神輝レーヴアテインが補えばよい。

　その代わり、他のメンバーが手に負えない事態をバルトロメウスが解決する。

　それでいいだろうと思うのだ。

（それにしても気になるな）

　ギーゼルヘールの思考はすぐに切り替わる。

　彼が疑問に思ったのは、敵が帝国の内情を知っていたことだ。

　知性のある魔物は情報収集もするのだろうが、それにしても違和感はぬぐえない。

（一応陛下に報告申し上げるか）

　自分では分からないことでも、皇帝ならば分かるだろうと思う。

（もとより私は武力であって、考えるのは他の者の仕事だ）

　開き直りにも近い割り切りを彼はしていた。







第九話　災いをもって福となす




　ミーナは帝都からの報告を受けて、周囲に伝える。

『シュタルク・オルドヌング』では夕飯のために、一同は建物の中にいた。

「聖国で都市シユタツトクラスの群害ユーベルが発生し、ギーゼルヘールが殲せん滅めつしたそうです」

　近くにバルがいたので自然と彼女の口調はていねいになる。

「おお」

　聞いたエルフたちからはどよめきが起こった。

「都市シユタツトクラスなんて、精鋭数万をぶつけても勝てるか分からないぞ」

「それをたった一人で滅ぼしたというのか」

「やはり八神輝レーヴアテインは別格だな」

　エルフたちは驚きを隠せない。

　帝国人としては誇らしい反面、やはりそれだけではすまなかった。

「群害ユーベルなんてものが出現したのか」

「おかしなことが続くな」

「いったいどうなっているんだ？」

　彼らのほうには不安が大きく占める。

　戦いの心得がない者たちが多いせいでもあるだろう。

「ミーナはどう思う？」

　バルはミーナに問いかける。

「何がでしょう？」

　さすがのミーナにもこの聞き方は不親切だった。

「ここにきて群害ユーベルが発生だなんて偶然だと思うか？」

　バルは改めて質問する。

「それは……」

　ミーナは真顔になって考えてしまう。

　彼らの会話を聞いていた長おさも顔色を変える。

「バルトロメウス殿は今回の件が偶然ではないと思うのか？」

「根拠なんて一切ないただの勘ですけどね」

　バルは肩をすくめた。

　自分でも半信半疑だけに、信じてもらいたいという気持ちもない。

「群害ユーベルは【魔界の民】なら狙って起こせそうですが」

　とミーナはバルに答え、長を見る。

「そのような逸いつ話わはなかったか？」

「魔界の勢力がなだれ込んできた時、たしかに群害ユーベルは起こったと記録にあるようだが、どういう経緯かまでは分からぬな」

　長は深刻な顔で言った。

「【魔界の民】ならといたずらに怯おびえるのは違うと思うが」

　年長のエルフが言うと、

「どんなことができるのか分かっていない相手の限界を決めつけるのは愚かだ」

　ミーナが言い返す。

「たしかにな。魔界の軍勢を前に一度世界は滅びかけたとある。それでも相手をあなどるのは愚ぐ劣れつ以下だ」

　長はそう話す。

　シンと場が静まり返る。

「今のうちに分かってよかったんじゃない？」

　ベアーテがあっけらかんと言った。

「ふっ」

　とバルが吹き出す。

　場違いに思える発言を聡そう明めいなベアーテはしないだろう。

　彼女はあえて前を向こうと言ったのだ。

「御ぎよ意い。見事です、殿下」

　それを理解してバルはうなずく。

「えへへ」

　ベアーテはうれしそうに相そう好ごうを崩す。

「しかし、困りましたね。帰国は明日なのですが」

　とクロムウェルが嘆息する。

　いろいろと情報交換し、議論もして有意義にすごせたと思っていたのだが、欲しい情報が足りないことが分かってしまった。

　彼でなくとも舌打ちの一つくらいはしたくなるだろう。

「新しい事実が分かればその都度知らせよう。そちらもよろしく頼む」

　と長が言う。

「ああ」

　ミーナだった。

「軍団長たちのほうもイングウェイが倒したそうだから、とりあえず安心しておけ」

　そしてついでのようにつけ加える。

「そうか、無事に討伐されたか」

　長たちはホッとした。

「これでひと安心というところだが、何か分かったことはあるのか？」

「それはまだだな」

　ミーナは応じる。

「だろうな」

　長は予想していたので落胆しなかった。

「調査のほうはこちらでもやろう。我々だから気づけることもあるはずだ」

　という彼の意見をミーナは否定しない。

「この調査が協力体制の第一歩になるかもしれないな」

　バルがつぶやいた。

「災いをもって福となす、ね」

　ベアーテが帝国のことわざを話す。

「人間にはそのような言葉があるのか。悪くはないな」

　長は感心したように言う。

「エルフには何かないんですか？」

　バルが聞くと、

「ないですね。基本口く伝でんで十分ですから」

　とミーナが即答する。

「寿命が長いとそのあたりは人間ほど発達しなくなるのかもしれぬ」

　長はそう言った。

「明日は転移魔術で帝都まで送らせてもらおう」

「転移魔術で!?」

　クロムウェルが驚く。

　バルとミーナ以外の帝国人は同じ反応だった。

「しかし莫ばく大だいな魔力が必要になるのでは」

　クロムウェルはそう言ってちらりとミーナを見る。

　彼女ならばあるいはという思いがあった。

「いいだろう、私がやる」

　とミーナは長に言う。

「うむ」

　長はにやりと笑う。

　バルが絡んでいる以上断るはずがないという計算が的中した形だった。

「しかし、見せてもいいのか？　転移用ゲートは秘ひ匿とく情報の一つだろう？」

　ミーナが意い趣しゆ返がえしとばかりにばらす。

　帝国人の驚きの視線が長へと向かう。

「ああ。友好と信頼の証あかしを示しておこうと思ってな」

　長は真しん摯しな顔で答える。

　帝国人は背筋を伸ばして彼らの厚意を受け止めた。

「今日で最後だ。心ゆくまで堪たん能のうしてほしい」

　長はそう言って料理を運ばせる。

　話はそこで終わって宴うたげがはじまった。

　人間とエルフはかなり打ち解け、会場で仲良く談笑する姿があちらこちらで見られる。

　ベアーテも何名かのエルフたちに話しかけられていた。

　それを離れた位置からながめているバルに、

「成功と言えそうですね」

　ミーナが話しかける。

「まあな。予想よりいい空気だと思う」

　バルはそう答える。

　エルフや同胞を疑っていたわけではない。

　どんな時もダメな場合を想定するのが彼の癖のようなものだ。

「私も実は意外でした」

　とミーナが小声で打ち明ける。

「おい」

　バルはシャレになってないという感情を込めると、

「ふふ、冗談です」

　ミーナは笑顔を彼に向けた。

　珍しく上機嫌のようである。

　人間とエルフが仲良くすることに喜ぶ性格ではないとバルは知っていたので、

「帝国に戻れるのがうれしいのか？」

　と聞いてみた。

「正解です」

　ミーナはさすがだと彼を褒める。

「やはりか」

　バルは複雑な感情を隠して応じる。

　ミーナはエルフ領をよく思っていない点は変わらないらしい。

（その割に仲は良さそうなんだよな）

　人間には理解しがたい感情でもあるのだろうか。

　バルはついついそう考えてしまう。

　そんな二人のところへファラハがやってくる。

「お二人で歓談中ですか？」

　彼の問いに、

「そうではない」

　とミーナが冷ややかに応じる。

　照れ隠しだとバルはもちろん、ファラハにも理解できた。

　だからファラハは気にせず話を続ける。

「バルトロメウス殿のお力をみんなが知ってよかったと、改めて思います」

「認めたくないという気持ちが消え去ったか」

　ミーナは皮肉を込めて言った。

　エルフは頑固でプライドが高い者が多い。

　それが時として害となるのだ。

「ええ」

　ファラハは彼女の辛らつな言い方に苦笑して応じる。

　ヤスミンあたりだったら反発していたかもしれない。

　使節団の『シュタルク・オルドヌング』最後の日は、こうしておだやかな時間が流れていった。




　翌日、昼食を食べてひと休みしたあと、ついに出発の時間が来る。

「素敵な日々だったわ。ここで暮らしたいくらい」

　とベアーテが名残なごり惜おしそうに言う。

「それは最上級の褒め言葉だな」

　長おさがうれしそうに相好を崩す。

「で、殿下……」

　クロムウェルがうろたえて、皇女に忠告する。

「それだとエルフと結婚したいと聞こえますぞ」

　皇族の言い回しは気をつけないと誤解を生む。

　彼の懸け念ねんは当然だった。

「エルフの方はそんな文化がないから平気よ」

　その不安をベアーテは笑い飛ばす。

「もちろん、そのつもりはないと承知している」

　長も笑い、エルフたちも笑い出した。

「そ、そうでしたか」

　クロムウェルは安あん堵どの息を吐き出す。

　寿命がたっぷり五年くらいは縮んだに違いない。

「周囲の心臓に悪いですよ、殿下」

　彼に同情したバルが注意する。

「あら、バルトロメウスとなら結婚はいいかもね」

　ベアーテは笑顔で大胆かつ過激な発言で返した。

　さすがのエルフたちもこれにはぎょっとなる。

「冗談に聞こえないとわかってておっしゃるのはおやめください」

　バルは動じずに切り返す。

「あら、つまらない」

　ベアーテはそっと息を吐いて横を向く。

　バルをからかおうとして失敗し、拗すねたようだった。

「バルトロメウス様のほうが一枚上手だな」

　とミーナが皇女をからかう。

「ふーんだ」

　ベアーテは口をとがらせる。

　可愛かわいらしいが少しも皇族らしくない。

「新鮮な気持ちはなかなか消えないものだ」

　と長は評する。

　エルフだからか、ベアーテの型破りな性格も大らかに受け入れられた。

（陛下の判断は正しかったか）

　バルはそう思う。

　まったく今の皇帝は策の的中率が驚異的である。

（ここまで見事だと揺り返しがこわいが）

　そんな根拠もない不安がバルの中で出てきた。

　そしてすぐに打ち消す。

　今はそれどころではない。

「そろそろ帰りましょうか、バルトロメウス。ヴィルヘミーナ」

　気を取り直したベアーテにうながされ、一行は転移陣に向かう。

　転移陣は森の中の地下道を通った先にあるのだ。

　壁も床も天井も木でできていて、ひんやりとした空気が流れている。

　光源はなくミーナが魔術で生み出していた。

「何か見てもいいのかなという気分になりますね」

　クロムウェルがお茶ちや目めな態度で静寂を破る。

「エルフの結界は簡単には破れませんよ」

　と同行していたファラハが言う。

「私が張った分もあるからな」

　ミーナがそうつけ加えて、

「試してみるか？」

　挑発的な問いをクロムウェルに投げる。

「いいえ、滅相もない」

　彼はあわてて首を振った。

「ヴィルヘミーナ様の結界が破られるようでは、我々は長くないでしょう」

　ファラハが割り切った口調で話す。

「安心しろ、守りに来てやる」

　ミーナが応じる。

「それまで粘れるかが課題ですね」

　ファラハは少しうれしそうな顔になった。

　大きな木のドアをミーナが開けると白い文字で描えがかれた巨大な魔法陣がうっすらと光っている。

「これなんだ」

　ベアーテが目を輝かせて前に出た。

「あ、殿下！」

　何人かがあわてて止めようとする。

「魔力を流さなければ無害だよ」

　とファラハが笑う。

　それでも心配になるのが仕える身である。

　バルはそっと息を吐き、一瞬でベアーテの前に立った。

「あら」

　彼を見てベアーテはさすがに止まった。

「魔法陣は案外危険なので慎つつしんでください」

「はーい」

　意外と素直なところを見せ、皇女はミーナの隣に戻る。

「ここなら安全でしょ？」

　お茶目な顔に懲こりてないなと思いつつ、

「御意」

　バルは同意した。

「この世で一番安全なのはミーナの横でしょう。私は守りは不得手ですから」

「何かあるよりも早く敵を倒してしまえば安全ですけどね」

　謙けん遜そんする彼にミーナが笑って指摘する。

「その通りだわ」

　ベアーテはコロコロと笑う。

　バルがちらりとミーナを見ると、

「では魔法陣の真ん中あたりに集まってくれ」

　と帝国人に指示を出す。

　ぞろぞろと彼らが中に集まったところで、ミーナが右手をかざした。

　すると馬と馬車が転移してくる。

「あ、忘れてた」

　と言ったのはベアーテだった。

　何人かの帝国人が気まずそうな顔をしたのは、彼らも忘れていたからだろう。

「ふん」

　ミーナは鼻で笑う。

「馬車って連続転移に耐えられるものなのですか？」

　とクロムウェルが聞いた。

「当然だろう。誰がやると思っている？」

　ミーナが冷たく答える。

「失礼しました」

　クロムウェルは恥ずかしそうに詫わびた。

「まあ、疑問を抱くだけでも知識があると分かる」

　長がとりなすように言う。

「知識の交換もこれからやっていくはずだろう？」

「はい」

　バルにたしなめられ、ミーナは矛をおさめる。

「最後までヴィルヘミーナは変わらんな」

　長は言い、エルフたちは苦笑した。

　苦笑で済むあたり、彼女のことをよく理解していると言える。

「では縁があればまたお会いしましょう」

　ベアーテらしいあいさつを残し、彼女たちの姿は消えた。

「……バルトロメウス殿、ヴィルヘミーナに劣らぬ個性の持ち主だったな、ベアーテ皇女は」

　という長のつぶやきを誰も否定しなかった。







第十話　新しい問題




　宮殿の転移ポイントに到着した後、そこで解散となる。

　バルとミーナは自宅に戻り、それ以外の者は皇帝に報告へ向かう手はずだ。

「バルトロメウスはすぐに呼ばれる気がするけどね」

　とベアーテは笑い、バルは黙って肩をすくめる。

　彼だってその可能性は考えないわけでもなかった。

　バルは二等エリアの自宅にミーナの魔術で送られ、普段着に着替えて外に出るとばったりニエベに出くわす。

「あーっ、バルさん」

　彼女はパッと顔を明るくした。

「お元気そうですね。しばらくまったく見かけなかったですが」

「ああ。遠方の知人のところに行ってたりしてね」

　と彼はさらりと答える。

　二等エリアの住民にしばしば同じようなことを聞かれるので、言いわけはすっかり上手うまくなった彼だった。

「そうでしたか」

　ニエベは安心したようである。

「心配してくれたんだね。ありがとう」

「いえいえ」

　礼を言われた彼女はあわてて手を振った。

　ほんのり頰ほおが赤い。

　こういう時鈍感なら楽なのにとニエベはちょっと思ってしまう。

　鈍感ならきっと別のことで苦労させられると分かっていても。

「みんな心配してますよ、バルさんがいないって」

　とニエベは笑顔で言う。

「そうか。悪いことをしたな」

　バルは申し訳ない顔で応じる。

　彼の正体を知らない人々が心配してくれるのは簡単に予想できた。

（何らかの言こと伝づてでも残しておくべきだったか）

　と反省する。

「いえ、私たちが勝手に心配しただけなので！」

　ニエベはそう言うが、彼としては放置できない気がした。

「心配してくれる人にお前たちが勝手にしただけと突き放すのは、人としてどうかと思うんだが……」

　正論だとニエベは思う。

「まあとりあえず顔を見せていこうかな」

「それがいいと思います。みんな喜びます」

　バルの発言に彼女はにっこりした。

（ついてくるつもりだな）

　と彼は直感する。

「どこから行くのがオススメかな？」

「ではまずは骨こつ董とう屋やのおばあさんのところでどうでしょう」

　バルが聞くと彼女はすぐに答えた。

「なるほど、たしかに見ておきたいな」

　骨董屋のおばあさんはあまり体調がよくなかったはずである。

　顔を見せておくのはよいとバルも思う。

「でしょう？」

　ニエベは笑顔でバルに先を行くよう促うながす。

　彼が道を歩いていると、気づいた人が声をかけてくる。

「よう、バル。しばらく見なかったな」

「ああ、実はね……」

　声をかけられるたびに根気よく同じ答えを返す。

　何度もくり返してやがて途切れると、

「さすがバルさん。進むのにひと苦労ですね」

　ニエベが笑った。

　なかなか進めなくても彼女はストレスを感じていない。

　それどころか彼への敬意を強めていた。

「うーむ……悪いことしたかな」

　バルはしきりに反省する。




　一通り顔出しを終えてからギルドへとバルとニエベはやってきた。

　そこでもやはりというか、似たような反応があった。

「バル、生きてたのか！」

　と大きな声を出したのは壮年の男性五人組である。

「あんたたちもな、『光こう武ぶ』」

　バルは笑顔で応じる。

「バルさん、一級冒険者とも知り合いなんですね」

　彼らの態度を見てニエベが感心した。

『光武』は一級冒険者パーティーの一角で、『天てん泣きゆう』と双璧である。

　特級パーティーも存在しているが、帝都のギルド所属とは言えないので数えられていない。

「俺が知ってるのはこの『光武』くらいさ」

　バルはそう答える。

「ついに六級になったんだって？　おめでとう」

　スキンヘッドの斧おの使いが声をかけた。

「そう言えば会うのは数年ぶりだな。ありがとう」

　バルと彼は握手する。

「もともと強いだけの奴やつを上にあげるシステムが変だったんだ。ちょっとは変わってきたのかねえ」

　杖つえを持った魔法使いがそう評価した。

「そうでもないと思うがな」

　バルは言う。

「ぎ、ギルド総長批判に聞こえますよ？」

　ニエベはあわてて彼をたしなめる。

　ギルドの制度は主にイェレミニアスが決めることで、制度への不満は総長への不満だと解釈される余地があった。

　彼女はそう懸け念ねんしたのである。

「総長はそんなちっちゃい器量じゃないさ」

『光武』の男たちは彼女の心配をいっせいに笑い飛ばす。

「同感だな」

　バルはうなずく。

　本来の彼を知っていることは除いても、イェレミニアスはそういう性格ではないと言うことはできる。

「男同士、分かりあえてるって感じですね」

　ニエベは少しうらやましそうな顔で言った。

「分かりあえてるって言うよりは信じてる感じかな？」

『光武』のリーダー、盾騎士が言った。

「しかし、『光武』がいるなんて珍しいな」

　バルが探りを入れる。

　彼らは一応帝都に本拠を置いているものの、国内各地を飛び回るパーティーだ。

　一級以上となると必然的にそうなってしまうのだが。

「何か国内で大きな動きがあるから戻ってこいと総長に言われたんだよな。そのうち『天泣』のメンバーも来ると思う」

　盾騎士が答える。

「何かあるのかな？」

　バルは何となく察しながらもとぼけた。

「何でも後進を育成したいという話だったが」

『光武』のメンバーは不思議そうな顔である。

「なぜ我々を呼ぶのだろう？　冒険者の後進育成制度は一応存在しているだろう？」

「国と喧けん嘩かするつもりはないが、今さら上手くやれる自信もないな」

　彼らはそう話す。

（まあ当然だな）

　とバルは思う。

　国家機関になじめず自由を求めた者たちこそが冒険者だ。

　国家機関に協力を要請されても困惑するのは無理もない。

「何でも大幅に見直すことがあるとか。詳くわしい話は私も知らないんですが」

　とニエベが言う。

「まあ最近、明らかに変だもんな」

「ああ。ギーゼルヘール様が群害ユーベルを撃破したってうわさになってたし、イングウェイ様とシドーニエ様も魔界の軍勢を倒したんだろ？」

「俺たちがいない間に帝都が奇襲されて、バルトロメウス様が出撃したって話だしな」

「魔界の軍勢っておとぎ話なんじゃないのかよ」

「どうもそんな状況じゃないらしいな」

『光武』たちは自分たちで会話しはじめたので、バルはそっと距離をとる。

　ついてきたニエベが離れたタイミングを見て、

「今日は依頼を請うけますか？」

　と小声で聞いた。

「いや、やめておくよ」

　バルはそう答える。

　別に体調的には何の問題もないのだが、冒険者のバルとしては少々不自然かもしれない。

　勘のいい知り合いはいるので用心深くいきたいところだ。

「じゃあ俺は戻るとするよ」

「もうすぐしたら『夜空の月げつ桂けい樹じゆ』のみなさんが戻ってくると思いますが」

　ニエベはそう言ったが、バルは必要を感じない。

「別に今日会わなくてもいいだろう」

「はあ、そうですか」

　ニエベは引き留めなかったものの、

（そういうところが……）

　と思わずにはいられなかった。

　そしてまだ話を続けている『光武』に言う。

「あのう、せっかくだから何か依頼を請けていただけませんか？」

「お、おう。そうだな」

　彼女に話しかけられた『光武』の面子メンツはようやく本来の目的を思い出す。

「しかし俺たちにあった依頼はあるのか？」

　とリーダーが聞く。

「あります。状況が状況ですから、【魔界の民】との遭遇を考慮した依頼になりますが」

　ニエベの問いに『光武』の男たちの顔が引き締まる。

「あくまでも可能性だと分かっているが、気合が入ったぜ」

　リーダーはそう言って笑う。

「今から備えておけって解釈でいいのかな」

「陰いん謀ぼうを砕くべく八神輝レーヴアテインは動いているが、何しろ世界は広いのでな」

　新しい声が割って入る。

「総長！」

　ニエベが驚いて声をあげた。

　イェレミニアスは軽く彼女にうなずいて『光武』に向き直る。

「お前たちならみな言わずとも分かってくれると判断しての召集だ」

「了解」

『光武』は納得した。
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「残りの一級と特級も呼ぶって本当かよ？」

　魔法使いの問いにイェレミニアスはうなずく。

「もちろんだ。最悪の場合、総力戦になる。帝国のではなく人類のな」

　イェレミニアスの言葉にギルド内がシンと静まり返る。




　ギルド内部に緊張が走っていた頃、バルは二等エリアの自室に戻っていた。

（ふう、何だか肩がこったな）

　と彼は思う。

　皇族相手のほうが疲れにくいのだから不思議なものだ。

　そう考えて久しぶりに一人の時間を満喫した。

　翌日、彼は再びギルドに顔を出す。

　立場上そろそろ依頼を受けておくべきだった。

「おはようございます、バルさん」

　受付に座るニエベが笑顔で彼を出迎える。

「おはよう」

　日常が戻ってきた。

　バルはそう感じながら一つの依頼を選ぶ。

「薬草つみをやりたいんだが、いいかな？」

　いつものニエベならうなずいてくれることは疑いない。

　しかし、今日の彼女は困った顔で首を横に振る。

「申し訳ありません。今日は依頼が出ておりません」

「おや……？」

　バルは怪け訝げんに思った。

　六級以下の冒険者に向いた依頼がないというのは非常に珍しい。

「何かあったのかな？」

「ええ、実は」

　ニエベは困った顔で説明する。

「昨夜、帝都から五日ほど離れた位置でドラゴンの鳴き声らしきものを聞いたという報告が上がりまして」

「ドラゴン!?」

　さすがのバルも驚きを隠せなかった。

　ドラゴンとは地上最強の種族と言われるモンスターである。

　倒せれば大いに名を轟とどろかせ、英雄として祭り上げられることもあるだろう。

　だが、同時にドラゴンの出現は国家存亡クラスの危機を意味する。

「そんなものが出たんじゃ依頼はすべてキャンセルになるよな」

　バルは納得してみせたが、内心疑問を隠せない。

　それほどの一大事であれば八神輝レーヴアテインが知らないはずはないのだ。

　なぜ彼が何も知らないのだろうか？

「ええ。もっとも半信半疑ですけどね。ドラゴンが何の予兆もなく出現するなんて。念のため二級冒険者と一級冒険者『光武』に出動をお願いしましたが」

　ニエベは本物ではないと思ってそうな表情だった。

「『光武』が参加したなら安心だな」

　とバルは応じる。

　本物のドラゴンだったら八神輝レーヴアテインでなければ危ういだろう。

　しかし本物かどうか調査するだけならは何も心配あるまい。

「じゃあ今日は家でおとなしくしてるかな」

「ごめんなさいね、バルさん。そのほうがいいと思います」

　ニエベは申し訳なさそうに謝った。

「万が一本物だったらとんでもないことになりますし」

「そうだな」

　ドラゴンが本物だったら帝都どころか帝国の危機である。

　バルは足早に自宅に戻ると魔術具を使ってミーナを呼び出した。

『ミーナ、確認したいことがある』

『はい、何なりと』

　彼の緊張感ある声に彼女の声も自然と同じになる。

『帝都から離れた位置でドラゴンの鳴き声が聞こえたそうだが、何か情報は持っていないか？』

『持っていませんね。ドラゴンが接近すれば私が気づけないはずはないと思うのですが』

　返答するミーナは若干歯切れが悪い。

　かすかに困惑が宿っていることをバルは感じるが、彼は彼女の感覚を信用している。

『まあギルドも半信半疑だったようだ』

『ドラゴンが周囲に気け取どられず出現するのはまずありえませんからね』

『違いない』

　ミーナの言うこともバルには分かる。

　ドラゴンは強い上に巨体を誇るモンスターだ。

　目撃情報が出ないということはまずありえない。

『……ありえるとすれば魔界のドラゴンが突然現れたということか』

　バルはそれでも可能性を考え出す。

『ないとは言いませんが、その場合甚大な被害がすでに出ているのではないでしょうか？』

　ミーナは遠慮がちに疑問をぶつけてくる。

『同感だ。どうにも奇妙なんだよな。だからお前に連絡をとったわけだが』

『かしこまりました。今から見てまいりましょう』

　バルの意図に納得したミーナはそう答えた。

『場所はどのあたりなのでしょうか？』

『帝都から五日ほど離れた場所、くらいしか分からない』

　彼女の問いにバルは苦い声を出す。

　円状で考えればいくつか候補地は上がる。

『すべてを調査すればいいのですね？』

　ミーナはこともなげに言った。

　彼女にとっては朝飯前なのだろう。

『すまないがよろしく頼む』

『はい』

　と言ったミーナの声は喜びで弾んでいた。

『念のため皇帝の耳にも入れておきましょうか』

『当然、そうすべきだな』

『では皇帝に言ってから出ますね』

　通話が切れたところでバルはそっと息を吐き出す。

　彼が出せる最高の手札を出したわけだが、果たしてどうなるだろうか。




　ミーナはさっそく皇帝のところへ足を運ぶ。

　彼女の顔はよく知られているので誰も止めなかった。

「ヴィルヘミーナ様、おなり！」

　彼女が取り次ぎを無視して進むのはいつもなので、侍じ従じゆうの一人が駆け込むようにして皇帝に告げる。

　皇帝と宰さい相しようはちょうど話し合いをしていたところで、それを止めたところにミーナが姿を見せた。

「何の用だ。謁えつ見けん予約を入れてくれと言っているだろう」

　宰相は苦い顔で彼女に抗議する。

　言っても聞かないと分かっていても、誰かが言わなければならない。

「もちろん急用だ」

　殺気すらにじませる彼女の態度に、皇帝は用件を促す。

「聞こう」

「ドラゴンの鳴き声らしきものを聞いたという報告が帝都の冒険者ギルドに寄せられたそうだが、何か知っているか？」

　ミーナの言葉に皇帝と宰相は顔色を変える。

　ドラゴンの存在はそれだけ脅威だった。

「何も知らないが、たしかなのか？」

「それをたしかめるべく私が行こうと思う」

　ミーナの言葉に皇帝は許可を出す。

「任せよう。武運を祈る」

「ふっ」

　皇帝の返事を彼女は鼻で笑ってすぐに退出した。

「ど、ドラゴンとは……本当でしょうか？」

　宰相は青い顔をしてたずねる。

「ヴィルヘミーナはそんなウソを言わないだろう。ただ、ドラゴンの鳴き声なんて聞いたことある者がいるとは思えん。そこが謎なぞだな」

　皇帝は首をかしげた。

「だから『のような』と言ったのでは？」

　宰相は何か問題なのかと問いかける。

「それもそうだな」

　皇帝はうなずいた。

「ヴィルヘミーナでよかったのでしょうか？」

　と宰相が聞く。

「本物のドラゴンだとバルトロメウス、ヴィルヘミーナ、クロードの三名以外では不安だからな。そして迅速に広範囲を調査できるのはヴィルヘミーナが最適だろう」

　皇帝はそう答える。

「おっしゃる通りですね。しかし最近、事が多すぎますな」

　宰相が嘆なげく。

　彼は無意識のうちに胃をさすっていた。

「偶然だと思うか？」

　皇帝が声を低める。

「それは……」

　宰相はすぐにハッとした。

「何者か、あるいは『闇の手』の意図だと？」

「否定はできまい。もっともドラゴンは【魔界の民】ですら手に負えるか分からぬ存在。直接的な関係はないかもしれんが」

　皇帝はそう言って考え込む。

「【魔界の民】の手先どもが暗躍した結果として、ドラゴンがやってきたというのはありえるかもしれませんね。ドラゴンの生態は謎が多いですから」

　宰相は必死に知恵を絞って応えた。

「そうだな。もちろんドラゴンとはかぎらないわけだが……」

　皇帝は慎重な態度を見せる。

「ヴィルヘミーナの報告待ちですか」

　彼らはミーナならよい結果を持ってきてくれるだろうと信じていた。







第十一話　不吉な結論




『光こう武ぶ』はまず目撃情報があったという北西を目指していた。

「ドラゴンなんて本当に出たのかね？」

「本物だったら街の一つくらい消し飛んでるだろ。鳴き声が似ているだけの別生物じゃないか？」

「そもそも本物のドラゴンの鳴き声なんて誰も知らないだろ」

　彼らは歴戦の猛も者さらしい冷静さを失っていない。

　現時点で本物のドラゴンの可能性は非常に低いと考えていた。

「同感だが万が一ということもある」

　とリーダーが言う。

「帝都に魔物の群れが襲撃してくるなんて、本来ならありえないことだっただろう」

「それを言われると……」

　弓兵がそう応じたが、戦士は納得しない。

「だとしたら人為的な要因があるってことになるが、ドラゴンなんて人間にどうこうできるはずがないだろ？」

「その意見も分かる」

　リーダーはそう応じて、

「しかしヴィルヘミーナ様レベルの魔術師なら不可能じゃないだろう」

　と指摘することを忘れなかった。

「グダグダ言ってても仕方ない。俺たちは安全確認をすればいいんだ」

　魔術師が言ったのが結論となり、彼らの会話は終わる。

「魔物が出たらついでに間引いていくか、リーダー？」

　弓兵が前方を見ながら問いかけた。

「四級以上ならな。五級以下は無視だ」

「了解、じゃあ無視だな」

　弓兵が応じる。

　それで彼らは五級以下の魔物が近くにいると理解した。

　弓兵の索敵能力は彼らの生命線の一つだった。

　彼らは時間をかけて目撃情報があった場所にたどり着く。

「今のところ異常なし」

　と弓兵が言う。

「特に魔物が暴れた気配もなし。足跡や糞ふん尿にようの痕こん跡せきもなしか」

　リーダーがつぶやく。

「変だな？　狂言だったのか？」

　魔術師が言ったのは無理もない。

　魔物がいた痕跡が一切ないのであれば、目撃者を疑うのは常道とすら言える。

「だが何のために？　俺たちを呼ぶためにはまずギルドに十分な準備金を支払う必要があるだろう？」

　戦士が疑問を口にした。

　一級冒険者を動かすための準備金は高額で、普通の平民はまず出せないだろう。

　だからこそギルドは彼らの派遣を決めたのだ。

「ギルドの脇が甘かったかな」

　魔術師が言うとリーダーが首を横に振る。

「いや、ドラゴンかもしれないと言われたら下調べも慎重にならざるを得ない。上手うまく心理を利用したと言うべきか。まだそうだと決まったわけではないが」

　と言った。

「なるほどなあ。危険な魔物と言えばうかつに下調べできないもんなあ」

　弓兵が納得する。

「俺は誤報だと思うがね」

　魔術師が今までの流れを台無しにするような発言をした。

「それはなぜだ？」

　リーダーが聞く。

「よそならいざ知らず、この国には八神輝レーヴアテインがいるんだぜ。ドラゴンが出たなんて話が出たらバルトロメウス様が出てくるだろう。あるいはヴィルヘミーナ様が」

　魔術師の返答にメンバー全員が納得する。

「それはそうだな。おかげで俺たちは無理しなくてもいいわけだし」

　リーダーはそう言ってから苦笑した。

「情けないと言えば情けないが」

「命あっての物種だぞ」

　魔術師が指摘する。

「そうだな。よし、ひとまずギルドに報告してくれ。今のところ異常なし。魔物の痕跡もなしと」

　リーダーの指示に魔術師がうなずく。

　一級パーティーともなれば通信用の魔術具も持っているのだった。

　魔術師が連絡を取ってる間も周囲を警戒する。

　通話を終えて魔術具をしまったところでリーダーが問いかけた。

「ギルドはなんて言ってた？」

「引き続き調査を頼むと。あと、ヴィルヘミーナ様が調査に乗り出したらしい」

「ヴィルヘミーナ様が！」

『光武』の間に驚きが広がり、次に自分たちはいらないのではないかという空気が生まれはじめる。

　それに気づいたリーダーは大きく咳せきばらいをした。

「俺たちはサポートと到着までの時間稼ぎを行う。ヴィルヘミーナ様だって一人で何でもできるわけはない。あの方の負担を減らせれば俺たちがやる意味はあるというものだ」

「同感だな」

　魔術師が短く賛成したので、彼らの空気は落ち着いたものになる。

「ん？」

　弓兵が急にある一点に視線を向けた。

　その様子から『光武』はいっせいに戦闘態勢に移る。

「何者だ？」

　リーダーが問いかけた。

　するとガサガサと音を立てて草が揺れ、一匹の金色のヘビが現れる。

　額に赤い菱ひし形がたの模様があるモンスターの名を彼らは知っていた。

「ルビースネークだと？」

　リーダーがつぶやき、

「……帝国にはいないモンスターだな」

　魔術師が話す。

「モンスターどもの生息圏が変わりはじめたとかか？」

「だとしたら原因は何だよ？」

「まだ分からんぞ」

　彼らは警戒したまま手短に会話する。

　その間ルビースネークは何もせず、赤い瞳ひとみで彼らを見ていた。

「ルビースネークは気性が荒くて好戦的という情報だが」

　弓兵が言うと、

「勝ち目のない戦いをするほど馬鹿じゃないという情報もある」

　リーダーがそう告げる。

　なるほどと『光武』のメンバーは思う。

　ルビースネークは二級相当のモンスターだが、彼らにしてみれば十分勝算がある相手だ。

　やがてルビースネークは彼らから距離をとって消えていく。

「無駄な戦いを避けたのはいいとして、ギルドには報告しておかないとな」

　リーダーの言葉に魔術師が再度魔術具を起動させる。

「何が起こっているんだと思う？」

　仲間の問いにリーダーは自分の推測を口にした。

「何かが起こってるとしたらそりゃここから西の方だろう」

「何の報告も上がってないはずだがな」

　僧そう侶りよが困惑する。

「帝都が襲われたのは転移魔術の使い手がいたかららしいが」

　リーダーはそう言った。

「今回のそうだと思うか？」

　戦士の問いに彼は応える。

「考えるのは上の役目さ。俺たちは調査して見聞きしたことを報告していればいい」

　彼はそう言って思考の沼に囚とらわれそうな仲間たちにくぎを刺す。

「そうだな。俺たちの本分は調査だったな」

　ハッとした戦士がうなずく。

　彼らの調査は何事もなく続いていった。




　一方のミーナは南から東に向かって弧を描くように調査を進める。

「何もないだと？」

　定期的に入ってくるギルドからの連絡に彼女は顔をしかめた。

（どうもおかしい）

　鳴き声が本当にドラゴンかはともかく、何かいたのは事実だろう。

　そして今まで帝都にいなかったモンスターの目撃例が出ている。

　その上で何事も起こらないというのは逆に不自然だ。

「また何かの前触れか……？」

　ミーナは考え込む。

　ドラゴンに鳴き声が似ているモンスターはいくつか存在している。

　川に住みワニをも食らうという獰どう猛もうなアビスバエナ。

　土の中に住み微生物や虫を食べるサンドワーム。

　コウモリのような翼を持ち、空飛ぶ鳥を捕食するレオパード。

　それらの名前がミーナの頭に浮かんでは消えていく。

（この中でありえそうなのはレオパードかサンドワームかな）

　と彼女は推測する。

　アビスバエナは獰猛で好戦的でしかも大食らいなので、出現すれば必ず周辺環境に変化が生まれるはずだった。

　目立つことにかけてはドラゴンにも匹敵すると言える。

　サンドワームやレオパードは温厚で怒らせないかぎり、獲物になる生物以外を襲ったりはしない。

　バルにもとりあえず中間報告をする。

『何も異常は起こっていないというのか』

　彼もまた困惑していた。

『はい。偶然か、何者かの実験中か、現状では判断できません』

『偶然でドラゴンに来られても困るな』

　バルは苦笑する。

　彼だから苦笑ですむのだ。

『一応目撃者は誰か、ギルドによく調べるように言ったほうがいいのでは？』

　ミーナはそう提案する。

『イェレミニアスのことだからぬかりはないと思うが、一応念を押しておくか』

　バルは言った。

『引き続き調査してもらいたいが……』

『バルトロメウス様？』

　途中で言葉を止めた彼にミーナは疑念をぶつける。

『裏に誰かがいる場合、私かお前を帝都の外まで誘い出す狙いがあると考えられそうだなと思ってな』

　彼は自分の考えを告げた。

『私も同じことは考えましたが、そのためにクロードとバルトロメウス様が残っているのでしょう？』

　ミーナはそう問いかける。

　皇帝も気づいていたからの対応だと彼女も考えていたのだ。

『ああ。ひょっとしたらもう一回どこかで八神輝レーヴアテインが出ていくようなことが起こるかもしれないな。私の予想が当たっていればだが』

　バルの問いにミーナはうなずいた。

『もっとも何事もないのが一番だがな』

『御ぎよ意い』

　ミーナはそう返事をする。

『魔術具で隠れていてもおおよそのことは分かるんだろう？』

　バルは彼女にそう聞いた。

『ええ、地下などにあると分かっていれば。ただ、魔界など別の空間にいる場合、申し訳ないのですが私では気づけません』

　ミーナは悔しさをにじませた声を漏らす。

『そこは仕方ない。防げるものを防げたらいいんだ』

　バルは割り切った声で答える。

『はい』

　ミーナは彼ほど割り切れなかったが、感情の制御はできる。

『連絡ありがとう。陛下へは私から言っておこう』

　いつもはミーナがやっていることなので、彼なりの配慮なのは確定だ。

『ありがとうございます』

　礼を言ったミーナにバルは愉快そうに笑い、通話が終わった。

　何事もないほうがよいとは思わないが、そう願うバルの意思を尊重したい彼女は今後の展開について考えを練りはじめた。




　翌日になって帝都の冒険者ギルドに一人の貴族の若者がやってきた。

　貴族の一員の証あかしである銀の家紋入りのカードを見せた彼は、

「僕の従妹いとこと家臣が東のほうで大きな亀を見たと言うんだ」

　と話す。

　対応したニエベは困惑しながら言った。

「おそれながら伯はく爵しやく家の方でしたら、ご当主様から陛下に連絡をしていただければ、八神輝レーヴアテインか騎士団が動くと思うのですが」

　彼女の意見はギルド職員全員の疑問を代弁したものである。

「分かっているさ。だが、他にも連鎖的に事件が起こるかもしれないし、そうなった時は冒険者のほうがいい場合だってあるんだろう？」

　伯爵家の若者の説明にニエベは納得した。

「その通りにございます。恐れ入りました」

　彼女に頭を下げられ、若者は鷹おう揚ようにうなずく。

「では頼んだぞ。一級冒険者を出せとは言わないが、必要になる可能性は頭に入れておくようにイェレミニアス殿に伝えるんだ」

　若者が従者たちを連れて去っていくと、建物の中にいた者たちは全員がいっせいに息を吐き出した。

　相手が相手だけに知らず知らずのうちに緊張していたのである。

「しっかし、貴族様も冒険者ギルドに来るんだね。当主様じゃないと言っても」

　冒険者の一人が意外だと言った。

「まあいいことだと思いますが。侮あなどられて避けられるよりはね」

　とニエベは言う。

　ギルドを侮り必要な情報をよこそうとしない手合いより、よっぽどよい。

　彼女の主張に周囲はうなずいてそれぞれの仕事に戻った。

「それにしても東かー。また誰か送らなきゃいけないのかしら」

　とニエベは独り言を言う。

　一級二級の冒険者をさらに送れば帝都の守りが薄くなってしまう。

（まさか、ね）

　そこまでニエベは考え、自分の頭に浮かんだ陰いん謀ぼう論を否定する。

　だが、不安はぬぐえない。

（帝都の襲撃を思い出すのはどうしてかしら？）

　何も証拠はないのにどうしても、あの時のことを彼女は思い出してしまう。

（バルさん）

　そして次に頭に思い浮かぶのはバルのことだった。

　彼の意見を聞けば安心できるだろうか。

　なぜそんな風に思ったのか、ニエベは自分でも自分のことがよく分からない。

　ひとまずバルが顔を出すのを待つ。

　そして彼がやってきたのを笑顔で出迎えた。

「おはようございます！」

「おはよう。何かいいことがあったのかい？」

　バルは彼女にそうたずねる。

「いえ」

　ニエベは否定してしまったと思う。

　反射的に浮かれてしまったが、今の態度は誤解を招くと反省する。

「実はバルさんに相談できたらなぁと思うことがありまして」

「何だろう？」

　バルは表面上不思議そうに聞き返す。

（ミーナが出た件かな）

　内心はすでに見当がついていたが態度には出さない。

「貴族様から連絡があって帝都の東の方面で、未知の魔物が出たそうです。騎士団が出るか、冒険者が出るのかまだ分かりませんが」

　ニエベは気味悪いという顔で彼に伝える。

「そんなことがあったのか」

　彼は知っていた。

　宰さい相しようから魔術具を用いて連絡があったのだ。

「何だか不気味で。偶然かなって思うんですが、帝都に魔物の群れが出たことがあったじゃないですか」

「ああ、そう言えばそうだね」

　ニエベが不安になっている理由をバルは理解する。

（やっぱり考える人はいるんだな）

　と彼は思う。

　根拠がないからこそ大騒ぎしていないのだ。

　そして彼に相談したのも同じ理由だろう。

「どうなんだろうね。怪しいと言えば怪しいけど。変な魔物が複数同時に出ることは、ありえないとは言えない」

　バルはあやふやな回答をする。

　六級冒険者としては無難な反応だった。

「怪しいですよね～。でも確証はないし」

　ニエベはぐいっと身を乗り出し、その後ひとりでに落ち込む。

「八神輝レーヴアテインは帝都にもいるんだろう？」

「クロード様とバルトロメウス様がいらっしゃるはずですね」

　バルの問いに彼女は答え、さらに勢いよくしゃべる。

「ですが、今回の件でどちらかが出撃なさるかもしれないですよ。そうなったら帝都が手薄になると思いませんか!?」

「え、そうなんだ？」

　バルは驚いてみせるが、これはわざとではない。

（私がいなくてもクロードがいれば十分だろ）

　と彼は思うのだ。

「クロード様かバルトロメウス様がいらっしゃれば十分だと思うが」

　そう言ってみると、ニエベは困った顔をする。

「と思うのですが、クロード様が戦うところをほとんど知らないので。武ぶ勲くんという意味ではマヌエル様のほうが上ですよね」

「そりゃマヌエル様は冒険者あがりだからな」

　バルは内心苦笑した。

　貴族出身で平民にも派手に聞こえる武勲をあげる機会が乏とぼしいという理由で、クロードの力に不安を抱くというのは彼にとっては皮肉に感じる。

　マヌエルは冒険者でありながら宮廷にまで轟とどろくほどの武勲で登用されたくらいだから、ニエベでなくても実績は知っているのだ。

「まあ八神輝レーヴアテインってだけでみんな強いし大丈夫じゃないかな」

　バルはそう言う。

「それもそうですね」

　ニエベはうなずいた。

　帝国が誇る最大戦力を疑い続けるのは不敬だと思ったのだろう。

「というか、今日も俺の仕事はなしかな？」

「帝都内にかぎって言えばあるはずですが」

　バルの問いにニエベは悲しそうに答える。

「分かった。何か探してくるよ」

「ごめんなさい」

　ニエベは詫わびた。

「気にするな。君のせいじゃない」

　バルは笑ってギルドを後にする。

　その後、彼は何軒か回って仕事をもらった。

『東にはシドーニエが向かうことになった』

　という連絡が夜に宰相から入る。

『その代わり、シドーニエが管かん轄かつしているエリアをバルトロメウスに巡回してもらいたい』

『やはりそうなりますか』

　バルとしては予期していた展開だった。

　クロードは貴族のことを考慮すれば帝都から動かせない。

　そのような政治的な背景は彼も理解できる。

『すまぬ。便利使いしてしまう』

　詫わびる宰相にバルは笑い声を返す。

『いざという時に便利使いされるのが国防戦力というものでしょう。気にせずこき使ってください』

『バルトロメウスは理解があるから助かる』

　宰相は大きく息を吐いた。

（酷こく使しされると不満はどうしても生まれてしまうか）

　バルはそう思い宰相の心労に思いを馳はせる。

『帝都の戦力がクロードと騎士団だけになるが……』

『十分すぎるでしょう』

　バルは言う。

『うむ。陛下も同じお考えだ』

　宰相の声は明るくない。

　貴族たちの間で不安に思う声があるというわけだ。

『ちょうどいいのでは？』

　バルは不意にそんなことを言った。

『ちょうどいいとは？』

　宰相は怪け訝げんそうに聞き返す。

『クロードには派手な武勲がないという話を、平民から仕入れてきたのですよ』

　彼はニエベから聞いたことを宰相に伝える。

『言われてみればそうだな。クロードは重しとしての役目が大きいからな』

　名門貴族出身のクロードは貴族社会に顔が利く。

　国益よりも他のことを優先しがちな貴族たちを睨にらむためには、うってつけの人材というわけだ。

『いい機会になればいいが……つまりバルトロメウスは何か起こると思っていると？』

　宰相が低い声で問う。

『今回の情報の流れ方から察するに本来そこにいないはずの生物が前触れもなく、突然出現したんですよね』

『うむ』

　バルの言いたいことを宰相は理解できたようだった。

『自然な展開としてはまずありえないでしょう。人語を解する一部のモンスターを除けば、人間に情報を与えないように移動するなんて発想はまずできない存在でしょう』

『人間か、人間並みの知能を持った存在が裏で糸を引いていると考えるほうが自然だろうな』

　二人はいやな結論にたどり着いたなと同時に思う。

『連絡を密に取ることになるだろう。そのつもりでいてくれ』

『分かりました』

　通話が切れた後バルはため息をつく。

（また忙しくなるか）

　幸いなのは帝都内で仕事がないということ。

　そして外出が禁止されていないことだ。

　だからバルが仕事を求めて帝都の外に出たとしても不自然ではない。

　貸し与えられた魔術具を使ってシドーニエの実家付近へと転移する。

『バルトロメウス様』

　直後にミーナから魔術具で連絡があった。

『どうかしたか？』

『いえ、こちらに異常はありませんが、そちらはどうでしょうか？』

『異常はないな。今のところはだが』

　バルはそう答える。

　シドーニエが担当しているエリアなのでめったなことはないだろうと思いながら。

『こうなってくるとクロードも誘い出される可能性が出てきた気がする』

『バルトロメウス様もそう思われますか』

　という言い方でミーナは共感を示す。

『もちろん考えすぎかもしれないが、疑うなってほうが無理あるだろう』

『はい』

　二人の会話は一瞬途切れる。

　お互い相手が何か言うかと待ったせいだ。

『今回も「闇の手」なのでしょうか？』

　ミーナが先に口を開いた。

『そうかもしれないな』

　バルはあいまいな返事をする。

　断言できる材料はないのだが、他に候補もないというのが現状だ。

『ミーナ、できるだけ生いけ捕どりにしてくれよ。証拠を集める必要がある』

『御意』

　彼女はうなずいた。

『それでは』

　通話は終了し、バルはエリアの巡回をはじめる。

　シドーニエたちはどうしているのかと思いながら。

　その中である森の前で足を止める。

（おや？　以前巡回で来た時と比べて何か違和感があるな？）

　感覚によるものだが、前に見た時とどこか違うと思う。

（……アテはないんだ。ダメもとで調べてみるか）

　彼はそう考える。







閑話　紫し眼がん導どう師し




「今のところ上手うまくいっているな」

　と《紫眼導師》は満足げにつぶやく。

　ドラゴンのようなモンスターを用意したのも、近くにいた市民に「ドラゴンのようだ」と吹き込んだのもすべて《紫眼導師》だった。

「帝国のせいで猶ゆう予よがなくなってしまったからな。失敗はできない」

　と怨念を込めて言う。

　アリアと拠点を失ったことで、積み上げてきた信頼が揺らいでしまった。

　総そう帥すいはともかくゲレールターの視線が厳しくなったことを、《紫眼導師》は鋭敏に察している。

『闇の手』において最大の発言力を持つ存在の評価を損ねることは、失脚につながるリスクになると理解していた。

　そこで《紫眼導師》は新しい作戦に出たのである。

　今回は『闇の手』のメンバーは動かしていないので失敗しても損害は小さいし、成功すれば手柄は独占できる。

（見てろよ、帝国め……）

　どす黒い恨みの炎を胸で燃やしながら、これからの展望を練る。

　そこへ通話用の魔術具が振動したので《紫眼導師》は応対した。

『はい』

『俺だ』

《紫眼導師》の予想通り『闇の手』の総帥だった。

『首尾はどうだ？』

《紫眼導師》はいやがらず現状を説明する。

『次は上手くいきそうなのか？』

　総帥の聞き方に《紫眼導師》は少し失望した。

　以前の彼であればこんな言い方はしない。

　だがまだ挽ばん回かいできると考え、ていねいに説明する。

『おそらく襲撃自体は失敗するでしょう。ですが、それでかまわないのです』

　本来の目的は違うところにあることを強調した。

『真の目的があるからか。それは何だ？』

『帝国の力を少しでも削そぐことです。次に八神輝レーヴアテインの情報をもっと集めることです』

『ふむ』

　総帥の声色から興味を持ったと判断し、《紫眼導師》は続けて説明する。

『帝国は騎士団や軍で時間を稼ぎ、駆けつけた八神輝レーヴアテインが敵を撃破するという防衛戦術を主に採っています。また危険があれば八神輝レーヴアテインが調査に駆り出されます』

『危険を匂におわせて八神輝レーヴアテインを動かし、がら空きになった場所を狙うか』

　総帥の声が若干明るくなった。

《紫眼導師》の計画に見込みがあると判断したのだろう。

『おそらく鎮圧されるでしょうが、八神輝レーヴアテイン以外の防衛戦力に少なくないダメージを与えることができるでしょう。またその防衛戦力の情報を得られます』

『たしかに八神輝レーヴアテイン以外がどの程度やれるのか、気になるところではある』

　総帥はすっかり乗り気になっていた。

『いいだろう。お前のやりたいようにやるがいい。帝国の戦力を削りながら情報を得られるのであれば、先の失態を挽回する大きな手柄になる』

『ありがとうございます！』

　目もく論ろ見み通りの結果に《紫眼導師》はにやりと笑う。

　総帥の理解があればずいぶんと進めやすくなるからだ。

『人手は送れないだろうが、魔術具は支給しよう。欲しいものがあれば言うがいい』

『ありがとうございます。それではいくつかお借りしたいものが……』

《紫眼導師》はいくつかの魔術具の名前をあげる。

『いいだろう。送らせる』

　総帥は気前よく許可を出した。

『今回の作戦で敵の情報を集められればよし、帝国戦力を少しでも削ることができればなおよしとする。それでいいな？』

　まさに《紫眼導師》の願い通りである。

『はい。必ずやご期待に応えてみせます』

《紫眼導師》は力強く答えた。

『現在ヴィルヘミーナ、シドーニエが動いているようで、さらにクロードとバルトロメウスを動かせば帝都はカラになります』

『ヴィリー、ギーゼルヘール、マヌエル、イングウェイはどうした？』

　総帥から当然の疑問が出る。

『イングウェイはエルフどもを襲った魔界の勢力討伐後も残ったようです。マヌエルは今南方に、ヴィリーは西方に出ています』

《紫眼導師》はよどみなく答えた。

『すべて貴様の計画通りというわけか、《紫眼導師》よ』

『残念ながらすべてではありませんが』

《紫眼導師》はそう答えるが謙けん遜そんではない。

　イングウェイの出撃と滞在だけはうれしい誤算だった。

『西のほうにドラゴンが出たと言えば現在地に一人、さらに西のほうに一人派遣されることは読めました。ヴィリーだったのは計算違いです』

《紫眼導師》は謙遜をよそおって功を誇る。

　本当ならばマヌエルかバルトロメウスあたりが出ることを期待していたのだ。

『さすがにドラゴンは大物すぎたか』

　総帥の指摘に《紫眼導師》は一瞬言葉に詰まる。

　大物すぎてかえって信ぴょう性が薄いと判断されたのだとしたら、たしかにミスだと言えた。

『申し訳ありません。八神輝レーヴアテインを動かすためには大物がほしいと思いまして』

『それは言えている。騎士団や冒険者で十分と判断されたら奴やつらは動くまい』

《紫眼導師》のとっさの弁明はすんなりと受け入れられる。

『現状は把握した。よく務めよ』

『はっ』

　通話を切れて《紫眼導師》は大きく息を吐き出す。

「まあ上手くいかなかったら『闇の手』とは決別して、新しい組織を立ち上げてもよいのだが……」

　そうつぶやく。

《紫眼導師》にとって『闇の手』は復ふく讐しゆうのための道具に過ぎない。

　そのためにはいろいろと必要なものがある。

　今回求めた魔術具もその一環だった。

《紫眼導師》がフードを外して鏡をのぞき込む。

「今は男か……」

　鏡には白い髪、白い肌に紫色の瞳を持った若い男の顔が映る。

　そしてすぐに憤ふん怒どにゆがむ。

「帝国め……ユルゲンめ……」

　呪じゆ詛そを吐いた。

　すると次第に顔の輪りん郭かくがぼやけて女性としか思えない顔立ちに変わる。

「くっ……」

《紫眼導師》は嫌悪で表情をゆがめてすぐに鏡から離れた。

「必ず帝国を滅ぼす。でなければこの体になった意味がない……」

　改めて誓う。

　自分自身に、そして滅びた故国に。







第十二話　冒険者ギルドの動き




「ギーゼルヘールが北へ……？　これで私以外は全員が帝都を出たことになるな」

　連絡を受けたクロードは一人つぶやく。

　彼は今帝都の一等エリアにある自宅にいて、そこに使者がやってきたのだ。

　さすがに帝都内で危機感を持つ者は増えている。

　近くにひかえる家か令れいに彼は話しかけた。

「これは私があなどられているということだろうか？」

　苦笑をまじえて。

「旦那様のお力は一部の方しか知りませぬから。未知数な実力を明らかにしたいという意図があるのやもしれませぬ」

　老境の家令は礼儀正しく答える。

「たしかに私は基本的に帝都にとどまっているからな」

　クロードはうなずいた。

「今回も『闇の手』だと思うか？」

　彼は次の問いを放つ。

「情報が足りず分かりかねます。ただ、現状に不満を持ち【魔界の民】を信しん奉ぽうする者どもが他にいても不思議ではないかと」

「そうなのだよな」

　今回の件はそこが一番難しいのだ。

　クロードは嘆息する。

「敵の正体と所在地さえ分かれば何とでもなるものを」

　それが歯がゆくて仕方ない。

「敵もそこは分かっているのでしょう。八神輝レーヴアテインに狙われたらひとたまりもないと。細心の注意を払うのも当然ではないでしょうか」

「そうだな」

　家令の指摘にクロードは納得し、もう一度ため息をついた。

「八神輝レーヴアテインの存在を大々的に広めたのはこうなってくると悪手とはいかなくとも、いい手だったとも思えなくなるな」

「それだと小物が狙ってきたでしょうから、痛しかゆしかと」

　家令は冷静さを崩さず指摘する。

「そうだな。お前の言う通りだろうな」

　クロードは彼の正しさを素直に認めた。

「相手はこっちの神経を削るのを狙っているのだろう」

　だからイライラするのは敵の狙い通りになる。

　クロードは自分に言い聞かせた。

「弱者が強者に挑む常じようとう手段ですな」

　と家令が言う。

「強者の宿命か」

　クロードは比較的おだやかに受け入れることができた。

　紅茶を飲み干して彼は立ち上がる。

「どちらに？」

「日課の鍛錬だ」

　クロードは短く答えて剣を取った。

　家令は一礼して見送る。

　クロードは想定される有事に備えて日常を過ごしていた。




　数日後、異変があったのは東だった。

　帝都から馬で十五日ほどかかる距離にあるヴァイマー川にて、巨大な亀のようなモンスターが出現して旅人を飲み込んだのだ。

　知らせを受け取った冒険者ギルド支部はただちに二級冒険者を緊急招集する。

　この地域には一級以上はおらず、二級冒険者『風まとう』が最高位だ。

「そして補佐役に三級の『星の丘』と『燃える紅葉もみじ』をつければ何とかなるだろう」

　とギルド支部長は言った。

　彼は八神輝レーヴアテインが動いていることを知っているが、頼る気はなかった。

　そして彼以外のギルド職員および冒険者は八神輝レーヴアテインのことを知らされていない。

　だから自分たちが駆り出されたことに疑問を持っていなかった。

「支部長、敵の詳細は分かっていないのか？　巨大な亀とだけ言われても判断に困るんだが」

『風まとう』のリーダーを務める剣士が手をあげて質問する。

「分かっているのは広大なヴァイマー川に住み着いたらしいこと、馬が逃げるヒマもない速さで動けるってことくらいだな」

「馬より速いって強力なモンスターにはだいたい当てはまるよな」

『風まとう』の大きな盾を持った戦士が言う。

「中には耐久タイプもいるが……まあ今はいい。問題は弱点とか行動パターンとかだな。せめて夜行性なのか昼行性なのかくらいは知りたいな」

　三級冒険者パーティー『星の丘』が言う。

「分かっている。調べた範囲ではあるが、昼しか活動していないはずだ。夜、川の近くで野宿をしていた旅人は何組かいるが、全員無事だった」

　支部長が答える。

「夜目が利かないのかそれとも夜は寝ているのか知らんが、仕かけるなら夜のほうがよさそうだな」

　と『風まとう』のリーダーが発言した。

「昼のうちに寝床を探り当てて夜に攻撃するか」

『風まとう』が決めていく。

「できれば寝床探しは三級のメンバーにお願いしたいんだが」

『風まとう』のリーダーがていねいな態度で言った。

「それがいいだろうな」

「そのつもりだよ」

　三級パーティー二組は素直に引き受ける。

　得体のしれないモンスターを倒して名をあげたいという功名心を、彼らは持っていないようだった。

『風まとう』が後ろへ下がり、三級二組はまず川から離れたところの地面を調べはじめる。

　川からどこまで出てくるのか、どの付近に多く姿を見せるのか。

　痕こん跡せきから推測を組み立てていくのだ。

　糞ふんなどがあればそれも参考になる。

　情報の乏とぼしい危険なモンスター相手となれば神経が削られるが、彼らにとっては初めてのことではない。

「痕跡はあまりないな」

「こっちもだ」

　短い会話で相手に知らせていく。

「少しずつ近づいていくか？」

　一人の提案にもう一人が言った。

「まあ待て。一応やっておかないとな」

　そして石を拾って川のすぐ近くの地面に投げつける。

　石が地面に当たった瞬間、川面かわもが激しく動いて巨大な存在が出てきた。

　黒い頭部と山のように巨大な赤い甲羅が印象的な亀である。

「知らないモンスターだな」

『風まとう』のリーダーが苦い顔で言った。

　知っているモンスターであればすぐに作戦をひねり出せたのだが、未知の相手となると手探りで戦うしかない。

　亀は周囲をぐるりと見回してすぐに川の中へと戻っていく。

「目が退化してるようだな。音で判断してる可能性が高い」

　と『風まとう』の弓兵が言った。

「こうして会話しても反応しないんだから、音を拾う範囲も狭いんだろうな」

『風まとう』のリーダーが推測する。

　少しずつ情報を集めていく。

「問題は攻撃が通るかどうかなんだが……」

　一人が不安そうに言った。

「亀のモンスターは耐久力に秀でているタイプが多い。一級冒険者がいれば上出来だったが」

『風まとう』のリーダーは冷静に話す。

　自分たちだけでは無理かもしれないという可能性を、堂々と口にするのは彼の美点だ。

「何を弱気になってんだよ。あんたらが頼りなんだろ」

『星の丘』のメンバーが不満を漏らす。

　主要戦力が慎重になるのは彼にとって愉快なことではない。

「不愉快にさせたならすまないが、常によくない可能性を検討できなければ二級まであがれないんだよ」

『風まとう』のリーダーは悪びれず言い返す。

「その通りだろうな。強さと慎重さを兼ね備えているのが正しいと俺も思う」

　おだやかに言った槍やり使いこそが『星の丘』のリーダーだった。

「一応、誰かをギルドに送ってみるか？　情報を出しておくとより安全だろう」

『風まとう』の一人が提案するが、よい反応は見られない。

「分からんでもないが、その分戦力が減るだろ？　遠くの相手と会話する魔術具なんて俺らは持ってないし。それともあんたら『風まとう』は持ってるのか？」

『星の丘』の問いに彼は首を横に振る。

「残念ながら持ってない。あれは高額だからな」

「伝令なら誰かに頼むだけでも代用はできると考えれば、優先順位は下がるよな」

「そういう魔術を使える魔術師はなかなかいないもんだ」

　話がズレていると感じた『風まとう』のリーダーが咳せき払ばらいする。

「戦うとしたら夜だし、何も今日戦う必要もないんだ」

「ちょっと待ってくれ」

『星の丘』のリーダーが彼の話をさえぎった。

「言いたいことは分からんでもないが、ヴァイマー川が通れないのは多くの住民が困る。できれば今夜仕留めたいんだが」

「そっちの言い分は分かった」

　と『風まとう』のリーダーは応じる。

「だが、飲めないね」

　きっぱりと言った。

「今日の夜と明日の夜でもそう差は出ないだろ？　失敗するよりはいいはずだ」

　それが『風まとう』のリーダーの意見だった。

「失敗するかもしれないってだけの理由で一日余分にかけるのかよ？」

『星の丘』たちは反発したような態度をとる。

「なぜ未知のモンスターと戦うのに、失敗することを想定しない？」

『風まとう』のメンバーははっきりとしたいら立ちを見せた。

「お前らやめろよ」

　今まで黙っていた『燃える紅葉』のリーダーが口を開く。

「関係が上手うまくいかねえのが一番ヤバいだろ」

　彼はまずそう指摘し、

「ここは『風まとう』に従うべきだ」

　と言った。

「何だと？　そっちの味方するのか？」

『星の丘』が聞くと、

「ああ。想定できることは全部対応するべきだ」

　そう応じる。

「だからあんたらだって三級まであがってきたんだろ？」

　そしてトドメの一言を言った。

「……俺らの負けじゃないか？」

　と『星の丘』のメンバーの一人がリーダーに声をかける。

「分かった。詫わびに俺が街まで戻ろう」

『星の丘』のリーダーがそう言った。

「気にすることはない。何が最善か？　を話し合っただけだ」

『風まとう』のリーダーは鷹おう揚ように笑った。

　懐の大きさは自分たちよりも上だと『星の丘』のメンバーは認める。

　一人が抜け、その間彼らは情報を集めて準備をする時間とした。




「ちゃんと伝えておいたぜ」

　次の日の午前中に戻ってきた『星の丘』のリーダーはそう言い、そのまま休憩と準備に入る。

　そして日が暮れた頃に彼は再び口を開く。

「そろそろか？」

「ああ」

『風まとう』のリーダーがうなずく。

　彼らが用意したのは先端を尖とがらせた石をくくりつけた槍だった。

　彼らはいっせいに亀の寝床らしき場所を狙って投げつける。

　まずモンスターを引きずり出すのが第一だ。

「ＢＵＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ」

　狙い通り怒ったモンスターが出現する。

「よし行くぞ」

　音を頼りにしているのであれば、離れたところから戦えばいい。

　それが彼らの作戦だった。

　しかし彼らはすぐに誤算が出る。

　石槍を投げていくが、皮膚に跳ね返されるのだ。

「ダメだ、硬すぎる」

『風まとう』のリーダーが舌打ちする。

　予想はしていたが想像以上に厄介だ。

「これは危険を冒して接近戦しかないな」

　と『風まとう』のリーダーは言う。

「俺たちがやる。『燃える紅葉』と『星の丘』は援護を頼む」

「承知した」

　ここで揉もめるほど『星の丘』は愚かではなかった。

『風まとう』の五人が近づくと、亀は口を開ける。

　そして黒い水柱を鉄砲水のように撃ち出す。

「うおっ？」

　間一髪全員が避けたが、戦士の鎧よろいがかすっただけでへこんだ。

「耐久タイプだからって攻撃力がないわけじゃないってか」

『風まとう』の面子メンツは冷や汗をかく。

「水ブレスに気をつけて戦うしかないな」

　彼らはじりじりと近づいていく。

　亀はなかなか動かないが、油断はできない。

　さすがに戦闘で完全に音を殺すのは難しいので、いつ攻撃が来るのか分からなかった。

（そして音に反応して攻撃するなら、魔術を使いづらいわけだ）

『風まとう』のリーダーは今さらながら、このモンスターの厄介さを実感する。

　物理攻撃が有効になりにくいのなら魔術の出番なのだが。

　間合いが近づいたところで亀は再び口を開く。

（やはりかっ！）

　至近距離からの一撃を食らえば命に関わるだろう。

　しかし『風まとう』は歴戦の冒険者だけあってその行動は予想していた。

　巧みに避けながら一気に距離を詰める。

「集え。怒いかれる雷いかずちの力」

　魔術師が詠唱に入り、戦士が彼を守れる位置を確保し、残りのメンバーがそれぞれ亀の足の部位を狙って攻撃した。

　だが、キンという金属質の音とともに攻撃が弾かれる。

「マジかよ」

　苦い声が出たのも無理はない。

　彼らの攻撃がまったく通らない相手は久しぶりだった。

　亀は体を震わせて反撃してきたので距離を取る。

　そこへまたしても水のブレスが飛んできたのを彼らは間一髪でかわす。

「こういう手合いはブレスの瞬間を狙って、口の中を狙うんだが……」

『風まとう』のリーダーがけわしい顔で言った。

　それができるのか、水のブレスで押し切られないかきわどいところだ。

　三級冒険者たちから援護が来てないがそれは正しい判断だろう。

「持久戦を覚悟するしかないか」

『風まとう』のリーダーはそう言い、反対の声は出なかった。

　どんなモンスターだって休まずに戦い続けることはできない。

　班分けして交代で休めるなら冒険者たちのほうが有利だ。

　そう思っていた矢先、亀が体を震わせる。

　甲羅が盛り上がって分裂し、石つぶてのように冒険者たちに飛んできた。

「うおっ？」

『風まとう』のリーダーと戦士はどうにか防いだが、他のメンバーはそうはいかなかった。

　胸や腹部、頭部に直撃して倒れこむ。

「やべえ……」

『風まとう』のリーダーは背中に冷や汗をかく。

　十五人いた戦力が無事なのは二人だけになったのである。

　立ち上がれる者はいるかもしれないが、戦力が一気に減ったのは確実だ。

　亀の甲羅はすぐに元通りになっていて、攻防一体の部位だったことが分かる。

「リーダー、どうする？」

　戦士が問いかけた。

　自分たちだけでも逃げるのかという意味だと、つき合いの長さで理解できる。

「誰かが立つまで時間を稼ごう」

「仕方ねえな」

　リーダーの苦く渋じゆうの決断に戦士は苦笑してうなずいた。

　仲間はもちろん、他のメンバーも見捨てられない。

　それが彼らの思いだった。

　亀はじっと彼らのほうを見ている。

　視力が弱いなら見ているという表現が正しくないかもしれないが、積極的に攻撃を仕かけてこないのは事実だった。

「どう思う？」

　と戦士がたずねる。

「俺らがピンピンしてるのは気づいてるんだろうし、甲羅飛ばしが必殺技なんだったら食らっても平気な俺らを警戒するのは自然じゃないか？」

　リーダーの回答に戦士はなるほどとうなずいた。

　警戒しているならちょうどいい。

　全員死んではいないようなので、回復に時間をあてることができる。

　そう思った彼らを嘲あざけるように亀は口を開く。

「うおっ」

　二人はまたしてもかわす。

「警戒してるならブレスで攻撃ってか……」

　彼らは舌打ちしたくなる。

　音を頼りにしているせいか狙いは正確ではないが、何度もくり返すといつかは倒れている仲間に当たりそうだ。

（どうすればいい？）

　彼らは声に出すのを中止する。

　声を出せばそれを頼りにブレスがくると思えば、これ以上の会話はリスクだらけになってしまう。

　詰みという言葉が二人の頭を同時によぎった時、若い女性の声が聞こえる。

「まさか私の到着を待たずに戦っているとは……困ったものだわ。責任問題でしてよ？」

　いったい何を訳の分からないことをという思いと、声を出すなと責めたくなる気持ちで二人は声がしたほうを向く。

　立っていたのは上等そうな服を着た若い女性で、どう見ても戦えそうにない。

（何しに来たんだこの女？）

　怒りを込めて二人がにらむと、そこに亀のブレスが飛ぶ。

（だから言わんこっちゃない！）

　あの女性では即死だろう。

　二人は歴戦の戦士であるがゆえに助けようとせずあきらめた。

　それが誤りだと分かったのは、女性に向けられたブレスがいきなり凍り付いたからだ。

「……えっ？」

　何が起こったのか分からず、二人は呆ぼう然ぜんとして声を出す。

「私はシドーニエ。八神輝レーヴアテインの一員。私のこと聞いてなくて？」

　凜りんとした口調で聞かれた二人は思わず首を横に振る。

「まったく度しがたい。膿うみ出しはまだまだ必要ということね」

　シドーニエは嘆なげいた。

　八神輝レーヴアテインが動いているとギルドは知らされているのに、冒険者たちには知らされていないというのは由ゆ々ゆしき事態である。

「八神輝レーヴアテインが動いていた、のですか？」

『風まとう』のリーダーは思わずたずねた。

　そこへ亀のブレスが飛んできたが再び凍り付く。
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（触れもせず、魔術を使ってる風にも見えないのに信じられん……これが《氷結の女王》シドーニエ様なのか）

　力の差がありすぎて何が起こっているのか分からない。

　そんな現象が本当に存在するのだと彼らは体験している。

「あなたたちが何も知らなかったのなら咎とがめるのは酷こくよね。倒れている人たち、みな息はあるようだし、今のうちに手当をしなさいな」

　命令口調で言われたが彼らは反発せずに従う。

　シドーニエが自分たちと比べて隔絶した強さなのは歴然としている。

　何より希望が消えかけていたところを助けられたのは大きい。

　完全に場の流れは変わった。

　亀はじりじりと後退していく。

　力の差をようやく分かったらしい。

「逃がさなくてよ」

　シドーニエがそう言うと同時に、亀の足がすべて凍り付く。

「見覚えのないモンスターだわね。ヴィルヘミーナなら分かるかしら」

　彼女は観察するような目を亀に向ける。

　亀は必死にもがこうとしているが、凍った足はどうにもならないようだ。

　彼女が少しずつ近づいていくと、亀の甲羅が震える。

「危ない！」

　思わず『風まとう』のリーダーが叫ぶ。

　直後に無数の甲羅が撃ち出されてシドーニエに襲いかかる。

「無駄よ」

　無数のつぶては彼女の体に触れる手前で凍って停止し、落下する。

「さてと」

　シドーニエはそう言って右手をかざす。

　すると亀の体がみるみるうちに凍り付いていく。

　見事な氷漬けが完成し、『風まとう』の二人はあぜんとする。

「強い……強すぎる……」

　彼らは他に言葉が見つからなかった。

　自分たちが十五名がかりでも歯が立たなかったモンスターを、文字通り圧倒的な力の差で勝利したのだから当然だろう。

「これが八神輝レーヴアテインの力なのか」

　帝国が誇る最大戦力という評価にいつわりなし。

『風まとう』の二人は心底そう思った。

（と言うかバルトロメウス様はもっと強いってうそだろ）

　などという気持ちさえわいてくる。

「あなたたち無事？」

　シドーニエが彼らに向きなおった。

　玲れい瓏ろうたる声にいたわりの成分はなく義務のみだった。

「ええ、何とか息はありますし命に別状はないでしょう」

『風まとう』のリーダーはドキドキしながら答える。

　彼にとって八神輝レーヴアテインと会話するのは初めての経験だ。

　はるか遠い存在の英雄に話しかける少年のような心境になる。

「そう。不幸中の幸いね」

　シドーニエはそう言うと亀に向きなおった。

「これ持っていくけどかまわないわね？」

「は、はあ」

　持っていくという言葉の意味を『風まとう』のリーダーはとっさに思い出せない。

　女性として長身というわけではなく、筋力もなさそうなシドーニエがいったいどうやってと思ってしまったのだ。

　答えはすぐに判明する。

　彼女は浮遊魔術を応用してそのまま氷漬けの亀を浮かせたのだ。

「ひえっ」

『風まとう』の戦士が思わず声を出すと、シドーニエが心外そうにする。

「ただの浮遊魔術よ？」

　レベルの高くない魔術を使いこなすのがすごいのだと彼は思ったが、口をつぐむ。

　言っても通じない気がしたのだ。

「皇帝陛下には私から報告しておくわ。あなたたちに指示を出したギルドの長おさには処分が下るでしょう」

　というシドーニエの発言は、二人にとって当然である。

（八神輝レーヴアテインが動くほどの案件を黙ってやがった）

　という怒りが彼らにもあった。

「じゃあね。気をつけて戻りなさい」

　シドーニエはそう言うと転移魔術で亀もろとも姿を消す。

「て、転移魔術？」

「あの質量ごとかよ」

　数と重量が増えるほど転移魔術の難易度があがると『風まとう』のメンバーは知っていた。

「魔術師だったら二十人分くらいじゃないか？」

　と『風まとう』のリーダーが言う。

　あまりにも差が大きすぎて、彼らは悔しい気持ちがわいてこなかった。







第十三話　帝都の戦い




　時間は巻き戻って『ヴァイマー川の戦い』がはじまる少し前。

　クロードは起き上がって鎧よろいを着て愛剣を手に取って帝都の外に転移する。

　その前方には無数の影がうごめいていた。

　数キロ先の敵の接近を彼は察知したのである。

　数瞬遅れて、帝都の中で騎士団が動き出す気配をクロードは感じた。

（将軍も気づいたらしいな）

　見張りは複数いるはずだが、上官のほうが気づくのが早いという奇妙な事態が起こっている。

　もっとも帝国では決して珍しいことではない。

　騎士団が動き出したのであればクロードは安心して戦うことができる。

　ありがたいことだった。

　一方で遠くにいる《紫し眼がん導どう師し》は舌打ちする。

（不意打ちが成功すると期待していたわけではなかったが、気づくのがさすがに早すぎる。八神輝レーヴアテインめが）

　なんて忌いま々いましい奴やつらだと心底思った。

『闇の手』の総そう帥すいから借りた魔術具の力で、モンスターを呼び出したが雑魚ざこばかりだ。

　強力なモンスターは八神輝レーヴアテインをおびき寄せるエサとして各地にばらまき、もう残っていない。

（【魔界の民】がいてくれたら……）

　八神輝レーヴアテインは無理でも騎士くらいは倒してくれるだろう。

　そう考えて《紫眼導師》は自じ嘲ちようする。

（もとより奴らなど頼りにならぬ）

《紫眼導師》は恨み言を心の中で吐き捨て、ゴブリンたちに命令を下す。

「行け、壊せ、蹂じゆう躙りんしろ」

　単純な命令だがゴブリンに難しいことを言っても分からないのだから仕方ない。

　ゴブリンたちは大喜びで突っ込んでいく。

（奴らだけでは騎士団にも八神輝レーヴアテインにも勝てまい）

　それでも《紫眼導師》が戦いを決断したのには理由がある。

　ひとつは残っている八神輝レーヴアテインがクロードだということだ。

　調べたかぎりでは剣士タイプで対物量戦は得意ではないらしい。

　ならば勝算はあると考えた。

　もうひとつは騎士団を少しでも疲労させたいということだ。

　帝国は徴兵制のおかげでたいていの国民は軍事訓練を受けている。

　おそるべき大国だが、すべての民が兵として適性があるわけではない。

　適性のある兵を倒していけば軍事力を損なわせることができる。

（こっちは使い捨てのゴブリン。代替の利きにくい精鋭を少しでも減らせるなら、こっちが大いに得をする）

　という計算だった。

　そんなに上手うまくいくのかという懸け念ねんはもちろんある。

（八神輝レーヴアテインがいる以上、私が戦うわけにもいかんからな）

《紫眼導師》は自分の戦闘力を過信していない。

　自分では八神輝レーヴアテインはおろか、騎士団の団長クラスにすら敵かなわないと思っていた。

　さてゴブリンたちは上手くやってくれるか。

《紫眼導師》とクロードは一瞬目が合った気がした。

　ゾッとして視線をそらす。

（まさか気づかれたのか？）

　と怯おびえたがむろんクロードは気づかなかった。

　ミーナだったら気づいたかもしれないが、彼にそこまでの知覚能力はない。

　ただ、どこかにいるだろうと予測はしていた。

（私は帝都付近から動けない……分かっていてやっているのだろうな）

　クロードは歯がゆく思い舌打ちする。

　守るものが多く大きいのだから仕方ないのかもしれないが、後手に回りっぱなしだ。

　このままではいつか無視できない被害が出るのではないだろうか。

「とりあえず前の敵を片づけるか」

　クロードは言葉に出して自分を鼓こ舞ぶする。

　今回の件で敵も帝都をどうこうできるとは思っていないだろう。

　ゴブリンしかいないことから彼はそう判断する。

　クロードは剣を抜くと水平にかまえて横よこ薙なぎを放つ。

　すると魔力の刃やいばが飛び、ゴブリンの大群の首をいっせいに落とす。

　数百ものゴブリンの首と血しぶきが宙に舞い、凄せい惨さんな展開になる。

「……はっ？」
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　それを目撃した《紫眼導師》は思わず間抜けな声が出た。

　クロードがやったのはただのひと薙ぎである。

　それでゴブリンの大群の半分が消失してしまった。

「……あれのどこが一対一専門なのだ!?」

《紫眼導師》は手にした情報に対して激しい怒りを抱く。

　クロードは強いが一対一専門で物量を捌さばくのが苦手。

　そんな評価がアテにならなかったことを思い知る。

「詐さ欺ぎにもほどがあるだろう」

　クロードや帝国にしてみれば、馬鹿正直にすべての手札をあかす義理はないのだが、《紫眼導師》はそこまで頭が回らなかった。

「ええい、撤退だ」

《紫眼導師》はそそくさと逃げ出す。

　もう一撃でモンスターが全滅するのは火を見るよりも明らかだったからだ。

　仮の拠点を置くとある森の中に転移で戻り、そして他のモンスターたちもやられていることを知覚する。

（結局騎士団を引きずり出せずか？　だとしたらまずいな）

《紫眼導師》は冷や汗をかく。

　クロードの本当の力の一端が分かったのは収穫だが、できれば他の情報もほしい。

　一方明るくない気持ちを持っているのはクロードも同じだった。

（またしても敵を撃退しただけか）

　という考えはどうしても捨てきれない。

「クロード殿」

　そこへヴァインベルガー将軍が声をかけてくる。

「一度戻って休まれよ。監視だけなら部下たちだけでできる」

「別に疲れてなどいないがな」

　クロードは苦笑した。

　彼は剣に魔力を込めて二回ふっただけである。

　疲れるはずもない。

「それでも強敵に備えて休むといいだろう」

　ヴァインベルガーは重ねて言った。

「そうさせてもらおう。貴殿がいるなら安心できるからな」

　とクロードは答える。

　将軍の面子メンツを立てる意味もあるが、半分は本心だった。

　ヴァインベルガーとライヘンバッハの二人は八神輝レーヴアテインと比べて、そう見劣りしない存在なのだから。




　シドーニエが皇宮まで戻ってくると、先にミーナが到着していて、そこにクロードも合流するという事態が生まれた。

　クロードとしては一度皇帝に報告しておきたかったのである。

　二人の女性の頭の上にはそれぞれトカゲと亀が浮かんでいた。

「どうやら似たような状況らしいな」

「そうね」

　彼女たちは視線と短い言葉を交わす。

「どの程度の強さだったんだ？」

　クロードが二人にたずねる。

　生きているならともかく、死体からその強さを推し量るのは彼にだって無理な芸当だった。

「大したことなかったわね。二級冒険者と三級冒険者のパーティーが苦戦してたので、一級相当でしょうけど」

　シドーニエが言うと、

「こっちも似たようなものだ」

　ミーナも話した。

「思ったより戦力が低いな。私はゴブリンの群れだったからな」

「ゴブリンの群れ？　あなたがですか？」

　シドーニエは眉を動かす。

　過剰戦力にもほどがあると言いたそうな顔だ。

「敵の戦力は払ふつ底ていしたと思うのは楽観的かな」

　とクロードは言った。

「ゴブリン程度なら大群呼べるのであればまだまだ脅威だろう。末端にとってはな」

　ミーナが否定的な意見を口にする。

「……ここで話していても仕方がない。一度皇宮に戻ろう。お前たちはまさかそれを運んでいくとは言わないよな？」

　不安そうなクロードにミーナは冷ややかな一いち瞥べつを向けた。

「入るはずがないだろうに、何を言ってるんだ？」

「そうだな、すまん」

　クロードは逆らわなかった。

　ここで日ごろの言動に気をつけろと言わないくらいには彼は大人である。

　彼らは先の見えない状況にうんざりした気持ちを抱えながら、皇宮へと足を向けた。




　先の見えなさにイラついているのは《紫眼導師》も同じである。

『以上です』

『……クロードの情報は大きいが、他にももう少し何かがほしいな』

　総帥の返事に《紫眼導師》は落胆した。

　八神輝レーヴアテイン屈指と言われるクロードの新情報は大きいと考えていたのである。

『少しずつ情報を集めていますので』

『分かっている。引き続き頼む』

《紫眼導師》は手ごたえを感じられないまま総帥との通話を終えた。

　次の計画を自分で練ってある程度成果を出さないと、『闇の手』の支援は受けられない。

　少なくとも《紫眼導師》はそう感じた。

（くそっ、帝国め……）

　なかなか思うように動いてくれず、《紫眼導師》はより追い詰められているような感覚にとらわれ、あせりを覚える。

　だからこそ隙すきが生まれた。

　いつもの《紫眼導師》であれば用心して通話終了後すぐ地下住居の魔術具の中に姿を消していただろう。

（不審人物発見）

　そしてバルはそれを見逃さなかった。

　森の外から一瞬の半分くらいの速さで《紫眼導師》を取り押さえる。

「な、何だ？」

　さしもの《紫眼導師》も不意を突かれて混乱した。

「とりあえず事情を話してもらおう。無実だったらあなたは解放される」

　バルはおだやかに言い放つが、《紫眼導師》は恐怖に襲われる。

「な、何者だ？」

「私はバルトロメウスという。帝国において皇帝以外を拘束し尋問し、場合によっては対処する権限を特別に与えられている」

　バルとしては何も隠す必要がない。

　何も知らない一般人がたまたま森でキャンプしていただけという可能性も考慮し、きちんと説明した。

（バルトロメウスだと!?　よりにもよってか!?）

　しかし《紫眼導師》のほうは安心できるはずがない。

　むしろパニックに拍車がかかった。

　いったいどうしてバルがここにいて自分を押さえているのか、さっぱり理解できない。

　冷静な判断力さえ残っていれば偶然を考慮し、しらばっくれることもできただろう。

「どうした？」

　バルの声が少し低く威圧的になった時、《紫眼導師》は決断する。

　隠し持っていた魔術具に魔力を流し込み、転移で逃げたのだ。

　行き先は帝都付近である。

　時間がなかったため選べなかったのだが、バルに捕まるよりはマシだ。

　そう思った瞬間、再びバルに取り押さえられる。

「えっ、何で？」

《紫眼導師》でなくても混乱し恐怖しただろう。

　転移魔術で逃げた相手を一瞬で捕捉するというのは、明らかに人間業わざではない。

「私の異能は知らなかったようだな」

　と言うがバルの異能の詳細を知っているのは皇帝、宰さい相しよう、八神輝レーヴアテインを除けばほぼいない。

「抵抗されても面倒だから言っておこう。一度接触した相手の魔力と生命を覚え、地上のどこでも認識できる。それが私の異能だ」

「な、なんだそれ……反則過ぎるだろう」

《紫眼導師》は絶句する。

　転移で逃げようとも逃げられない。

　まさかバルがここまでおそろしい相手だとは知らなかったが、もう遅い。

「私から逃げようとしたこと、それと魔術具を持っていたことから、あなたを重要参考人として拘束する」

「お、横暴な」

《紫眼導師》は我ながら白々しいと思いつつ、抗議の声をあげる。

「断っておくが、私はあなたを殺しても正当だと認められる権利を持つ。心することだ」

　あくまでも丁重な態度に出ていることをバルは語った。

　強権的なのか紳士的なのか《紫眼導師》には判断がつかない。

　どうするか悩んでいる間にバルは魔術具でミーナを呼ぶ。

　彼女はすぐに転移で現れ、押さえられている《紫眼導師》を見て眉を動かした。

「紫色の双そう眸ぼうにこの不思議な気配。この者こそが《紫眼導師》なのでは？」

　彼女の指摘に《紫眼導師》はギクリとし、バルはほうとうなる。

「では拘束して護送してアリアと対面させよう」

　彼のその言葉で《紫眼導師》は激げき昂こうした。

「アリアだと!?　裏切って帝国に尻尾を振ってのうのうと生きているのか!?」

「……どうやら間違いなさそうだな」

　バルとミーナは確信する。

　決定的なヒントを与えたと《紫眼導師》は自覚していたが、後悔はしていない。

　アリアと対面させられたらどうせバレてしまうのだ。

　ならば自分の感情のすべてをぶつけてやる。

　内面にどろどろと渦巻き続けている怨念が《紫眼導師》にそんな選択をさせた。







エピローグ




《紫し眼がん導どう師し》は魔力封じの魔術具をつけられ、バルとミーナに両脇を固められた状態で皇宮の一区画に引きずり出された。

　皇帝、宰相、ライヘンバッハ、ヴァインベルガー、クロードが参加している。

　そこにアリアと彼女の護衛のマヌエルとシドーニエがやってきた。

「《紫眼導師》！」

　アリアは目を見開いて叫ぶ。

「アリアか。貴様を殺さず捕まえた帝国めが一枚上うわ手てだったか」

《紫眼導師》は怨念を宿した目をしながら、おだやかに言った。

　だからこそ宰相やクロードは不気味に感じ、警戒する。

「貴様が裏で暗躍していたのは分かっているぞ」

　皇帝は威厳を込めて言ったが《紫眼導師》は鼻で笑う。

「我が何者か気づいているのか？」

「ゲスターン王国の生き残りだろう。髪と瞳の色以外は彼らにそっくりだ」

　宰相が答えた。

「そうだ。あの日国は崩壊し、両親は死に我も生死の境をさまよった」

《紫眼導師》は憎々しげに話す。

「だが我は死なず、【魔界の民】の力を一部手に入れたのだ」

「だから性別が変わるのね」

　アリアが言う。

《紫眼導師》はうなずいた。

「呪われた力だが、貴様らに復ふく讐しゆうできるなら何でもよかった！」

「攻めてきたのは貴様らの祖国だろう」

　皇帝は冷ややかに応じる。

　彼は国民にとって優しい君主だが、敵国にとっては違う。

　かけなくてもよい情けをかける愚かさとは無縁だった。

「我らは返り討ちにしただけだ。逆恨みもほどほどにしろ」

　毅き然ぜんとして言い放つさまはミーナからしても威厳がある。

「黙れ、父と母の恨みは忘れぬぞ」

《紫眼導師》はしつこく食い下がる。
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「あなたのは言いがかりでしょ」

　とアリアが口を挟む。

「私とリリは許され、こうして受け入れてくれたわ」

　アリアは主張する。

「私たちが無事でいること自体が、あなたの思う邪悪で非道な帝国なんて幻想だという証拠になるでしょう」

「くっ……裏切り者めが」

《紫眼導師》は反論できず彼女を罵る。

「都合が悪くなったら罵倒か。底が知れたな」

　と宰相が言った。

「この者を助けようとは言わないな？」

　そしてバルにたずねる。

「もちろん。アリアとは事情が違いすぎる」

　バルは無制限に許すわけではない。

　アリアはやむを得ぬ事情があると言えたので原因を取り除いたのだ。

　一方の《紫眼導師》は逆恨みの上、己の非を認める気がない。

「こいつを殺したら『闇の手』の本拠地がわからないんじゃないか？」

　とマヌエルが懸念を示す。

「どうせ本当のことを言わないだろう。混乱させられるだけだ」

　皇帝は即答する。

「憎む帝国の民の手で逝くがいい」

　とクロードも言った。

「くっ」

　何かを言おうとした《紫眼導師》の口をミーナがふさぐ。

　そしてクロードの前に突き出す。

　クロードの剣がひらめいて、《紫眼導師》は処刑されたのである。

　帝国はしばらく悩ませられた仇きゆう敵てきの一角を葬った。

「《紫眼導師》は捕らえたとだけ公表せよ」

　と皇帝は命令する。

　そうすることで『闇の手』の不安やあせりを誘うのだ。

「このまま順調にいきたいものですね」

　バルはそうしめくくる。







あとがき




　初めまして、もしくはお久しぶりです。

　無事に今回も刊行にこぎつけることができました。

　これもみなさまのおかげです。

　この場を借りて御礼申しあげます。

　すっかり寒くなったので鍋が美味おいしい季節だなと思います。

　おでんも捨てがたいけれど、やはり鍋。

　体があったまる食べものがほしくなるんですよね。

　みなさまは鍋とおでんとどっちがお好きでしょうか。

　あるいは私みたいに両方好きだったりしますか？

　けっこう気になります。

　ブリ大根とかも書いてるうちに思いついて、食べたくなりました。

　何だか自爆した気がします。

　私は体が貧弱なのでストレッチをしたり生しよう姜が湯ゆを飲むようにしてます。

　習慣化するまで意識しないと続きませんでしたが、習慣化してしまえば意外と長続きするものだなと我ながら感心します。

　私は面倒くさがりな性格なので、好きなこと以外は意識をしないとなかなかできないのですよね。

　効果が実感できると自分へのご褒ほう美びになるので続きやすいです。

　これから寒い日が続くと思いますので、みなさまも体調にお気をつけください。

　そして余よ暇かに戦せん神しんをお読みいただければ幸いです。

　イラストレーターの桑くわ島しま黎音れいん様、担当編集のＫ様、今回も非常にお世話になりました。

　デザイナー様、校正様も改めて御礼申し上げます。

　次巻でもお会いできましたら幸いです。





二〇一九年十二月　相あい野の仁じん　






























日にち常じようではさえないただのおっさん、

本ほん当とうは地ち上じよう最さい強きようの戦せん神しん５








相あい野の 仁じん
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